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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを処理する方法であって、
　仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）動作を実行することを備え、ここにおいて、前記ＨＲＤ動
作が、ビデオコーディング標準に対する、符号化されたビデオデータを備えるビットスト
リームの適合を決定し、または前記ビデオコーディング標準に対するビデオデコーダの適
合を決定し、ここにおいて、前記ＨＲＤ動作を実行することが、
　　試験対象の動作点を選択することと、
　　最高の時間的な識別子変数を前記試験対象の動作点に関連付けられるビットストリー
ムのサブセット中に存在する最大の時間的な識別子に設定することと、ここにおいて、前
記最高の時間的な識別変数が、前記ビットストリーム中に存在する最大の時間的な識別子
よりも小さい、
　　前記最高の時間的な識別子変数に基づいて、前記ビットストリーム中のシンタックス
の複数要素の第１のアレイの中から第１のシンタックス要素を決定することと、シンタッ
クスの複数要素の前記第１のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の時間
的な識別子変数のそれぞれの値に対して、復号されたピクチャのバッファ（ＤＰＢ）の最
大の要求されるサイズを規定する、
　　前記最高の時間的な識別子変数に基づいて、前記ビットストリーム中のシンタックス
の複数要素の第２のアレイの中から第２のシンタックス要素を決定することと、シンタッ
クスの複数要素の前記第２のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の時間
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的な識別子変数のそれぞれの値に対して、復号順序においていずれかのピクチャに先行す
る、および出力順序においてそのピクチャに後続する、複数のピクチャの最大の許容され
る数を規定する、
　　前記最高の時間的な識別子変数に基づいて、前記ビットストリーム中のシンタックス
の複数要素の第３のアレイの中から第３のシンタックス要素を決定することと、シンタッ
クスの複数要素の前記第３のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の時間
的な識別子変数のそれぞれの値に対して、前記ビットストリーム中の代替的なコーディン
グされたピクチャのバッファ（ＣＰＢ）仕様の数から１を引いたものを規定する、
　　前記ＨＲＤ動作において前記第１、第２、および第３のシンタックス要素を使用する
ことと
　を備える上記方法。
【請求項２】
　前記ＨＲＤ動作を実行することが、
　前記試験対象の動作点のレイヤ識別子のターゲットセットと前記最高の時間的な識別子
変数とを決定することと、
　前記試験対象の動作点に適用可能な仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）の複数のパラメータの
セットを選択することと、
　復号処理を実行するＨＲＤを構成するために、ＨＲＤの複数のパラメータの前記選択さ
れたセットを使用することと、
　前記復号処理を実行することと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記復号処理を実行することが、シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）から、シンタ
ックスの複数要素の前記第１のアレイを、復号することを備え、および
　前記第１のシンタックス要素を使用することが、前記第１のシンタックス要素によって
示される値が最大のＤＰＢサイズより大きいとき、前記ビットストリームが前記ビデオコ
ーディング標準に適合しないと決定することを備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記復号処理を実行することが、ＳＰＳから、シンタックスの複数要素の前記第１のア
レイを復号することを備え、および
　前記第１のシンタックス要素を使用することが、現在のピクチャが瞬時復号リフレッシ
ュ（ＩＤＲ）ピクチャまたはブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）ピクチャではなく、出
力のために要求されると標識された前記ＤＰＢ中の複数のピクチャの数が前記第１のシン
タックス要素によって示される値より大きいとき、前記ＤＰＢの１つまたは複数のピクチ
ャ記憶バッファを空にするバンピング処理を実行することを備える、請求項２に記載の方
法。
【請求項５】
　前記復号処理を実行することが、ＳＰＳから、シンタックスの複数要素の前記第１のア
レイを復号することを備え、および
　前記第１のシンタックス要素を使用することが、現在のピクチャがＩＤＲピクチャまた
はＢＬＡピクチャではなく、そして前記ＤＰＢ中の複数のピクチャの数が前記第１のシン
タックス要素によって示されるとき、前記ＤＰＢの１つまたは複数のピクチャ記憶バッフ
ァを空にするバンピング処理を実行することを備える、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記復号処理を実行することが、ＳＰＳから、シンタックスの複数要素の前記第１のア
レイを復号することを備え、および
　前記ＤＰＢ中のピクチャ記憶バッファの数が前記第１のシンタックス要素によって示さ
れる、請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記復号処理を実行することが、



(3) JP 6009679 B2 2016.10.19

10

20

30

40

50

　シンタックスの複数要素の前記第１のアレイを、現在のピクチャについてアクティブで
あるＳＰＳから、復号することと、
　シンタックスの複数要素の第４のアレイを、先行するピクチャについてアクティブであ
るＳＰＳから、復号することと、ここにおいて、シンタックスの複数要素の前記第４のア
レイ中の各シンタックス要素は、前記ＨＲＤの前記ＤＰＢの最大の要求されるサイズを示
す、
　前記ターゲットの最高の時間的な識別子変数に基づいて、前記第４のアレイ中の第４の
シンタックス要素を決定することと、
　を備え、ここにおいて、前記第１のシンタックス要素を使用することが、前記現在のピ
クチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャであり、および前記第１のシンタックス要
素によって示される値が前記第４のシンタックス要素によって示される値と異なるとき、
第５のシンタックス要素によって示される値に関係なく、前記第５のシンタックス要素の
値を推測すること、を備え、ここにおいて、前記第５のシンタックス要素が、前記ＤＰＢ
中の以前に復号された複数のピクチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャの復号の後
、どのように扱われるかを規定する、請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　前記復号処理を実行することが、ＨＲＤの複数のパラメータの前記選択されたセットを
含むＨＲＤパラメータシンタックス構造を復号することを備え、ここにおいて、ＨＲＤの
複数のパラメータの前記選択されたセットがシンタックスの複数要素の前記第３のアレイ
を含み、および
　前記第３のシンタックス要素を使用することが、０から前記第３のシンタックス要素の
値までの範囲にあるスケジューラ選択インデックスに少なくとも一部基づいて、前記ＨＲ
ＤのＣＰＢの当初のＣＰＢの除去遅延を決定することを備える、請求項２に記載の方法。
【請求項９】
　前記復号処理を実行することが、シンタックスの複数要素の前記第１のアレイを、ＳＰ
Ｓから、復号することをさらに備え、および
　前記第１のシンタックス要素を使用することが、前記ＤＰＢ中の復号された複数のピク
チャの数が、０と前記第１のシンタックス要素によって示される値から１を引いたものと
のうちの大きい方以下であるかどうかに少なくとも一部基づいて、前記ビットストリーム
が前記ビデオコーディング標準に適合するかどうかを決定することを備える、請求項２に
記載の方法。
【請求項１０】
　１つまたは複数のプロセッサを備えるデバイスであって、前記１つまたは複数のプロセ
ッサが、
　仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）動作を実行するために構成され、ここにおいて、前記ＨＲ
Ｄ動作が、ビデオコーディング標準に対する、符号化されたビデオデータを備えるビット
ストリームの適合を決定し、または前記ビデオコーディング標準に対するビデオデコーダ
の適合を決定し、ここにおいて、前記１つまたは複数のプロセッサは、前記ＨＲＤ動作を
実行することの一部として前記１つまたは複数のプロセッサが、
　　試験対象の動作点を選択し、
　　最高の時間的な識別子変数を前記試験対象の動作点に関連付けられるビットストリー
ムのサブセット中に存在する最大の時間的な識別子に設定し、ここにおいて、前記最高の
時間的な識別子変数が、前記ビットストリーム中に存在する最大の時間的な識別子よりも
小さい、
　　前記最高の時間的な識別子変数に基づいて、前記ビットストリーム中のシンタックス
の複数要素の第１のアレイの中から第１のシンタックス要素を決定し、シンタックスの複
数要素の前記第１のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の時間的な識別
子変数のそれぞれの値に対して、復号されたピクチャのバッファ（ＤＰＢ）の最大の要求
されるサイズを規定する、
　　前記最高の時間的な識別子変数に基づいて、前記ビットストリーム中のシンタックス
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の複数要素の第２のアレイの中から第２のシンタックス要素を決定し、シンタックスの複
数要素の前記第２のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の時間的な識別
子変数のそれぞれの値に対して、復号順序においていずれかのピクチャに先行する、およ
び出力順序においてそのピクチャに後続する、複数のピクチャの最大の許容される数を規
定する、
　　前記最高の時間的な識別子変数に基づいて、前記ビットストリーム中のシンタックス
の複数要素の第３のアレイの中から第３のシンタックス要素を決定し、シンタックスの複
数要素の前記第３のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の時間的な識別
子変数のそれぞれの値に対して、前記ビットストリーム中の代替的なコーディングされた
ピクチャのバッファ（ＣＰＢ）仕様の数から１を引いたものを規定する、および
　　前記ＨＲＤ動作において前記第１、第２、および第３のシンタックス要素を使用する
、
　ように構成される、上記デバイス。
【請求項１１】
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記ＨＲＤ動作を実行するとき、前記１つまたは複
数のプロセッサが、
　前記試験対象の動作点のレイヤ識別子のターゲットセットと前記最高の時間的な識別子
変数とを決定し、
　前記試験対象の動作点に適用可能なＨＲＤの複数のパラメータのセットを選択し、
　復号処理を実行するＨＲＤを構成するために、ＨＲＤの複数パラメータの前記選択され
たセットを使用し、および
　前記復号処理を実行する、請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記復号処理を実行するとき、前記１つまたは複数
のプロセッサが、シンタックスの複数要素の前記第１のアレイを、シーケンスパラメータ
セット（ＳＰＳ）から、復号し、
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記第１のシンタックス要素を使用するとき、前記
第１のシンタックス要素によって示される値が最大のＤＰＢサイズより大きいとき、前記
１つまたは複数のプロセッサが、前記ビットストリームが前記ビデオコーディング標準に
適合しないと決定する、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記復号処理を実行するとき、前記１つまたは複数
のプロセッサが、ＳＰＳからシンタックス複数要素の前記第１のアレイを復号し、
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記第１のシンタックス要素を使用するとき、前記
１つまたは複数のプロセッサが、現在のピクチャが瞬時復号リフレッシュ（ＩＤＲ）ピク
チャまたはブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）ピクチャではなく、出力のために要求さ
れると標識された前記ＤＰＢ中の複数のピクチャの数が前記第１のシンタックス要素によ
って示される値より大きいとき、前記ＤＰＢの１つまたは複数のピクチャ記憶バッファを
空にするバンピング処理を実行する、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記復号処理を実行するとき、前記１つまたは複数
のプロセッサが、ＳＰＳからシンタックス複数要素の前記第１のアレイを復号し、
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記第１のシンタックス要素を使用するとき、前記
１つまたは複数のプロセッサが、現在のピクチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャ
ではなく、前記ＤＰＢ中の複数のピクチャの数が前記第１のシンタックス要素によって示
されるとき、前記ＤＰＢの１つまたは複数のピクチャ記憶バッファを空にするバンピング
処理を実行する、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記復号処理を実行するとき、前記１つまたは複数
のプロセッサが、ＳＰＳからシンタックス複数要素の前記第１のアレイを復号し、
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　前記ＤＰＢ中のピクチャ記憶バッファの数が前記第１のシンタックス要素によって示さ
れる、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記復号処理を実行するとき、前記１つまたは複数
のプロセッサが、
　　シンタックスの複数要素の前記第１のアレイを、現在のピクチャについてアクティブ
であるＳＰＳから、復号し、
　　シンタックスの複数要素の第４のアレイを、先行するピクチャについてアクティブで
あるＳＰＳから、復号し、ここにおいて、シンタックスの複数要素の前記第４のアレイ中
の各シンタックス要素は、前記ＨＲＤの前記ＤＰＢの最大の要求されるサイズを示す、
　　前記ターゲットの最高の時間的な識別子変数に基づいて、前記第４のアレイ中の第４
のシンタックス要素を決定し、
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記第１のシンタックス要素を使用するとき、前記
１つまたは複数のプロセッサが、前記現在のピクチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピク
チャであり、前記第１のシンタックス要素によって示される値が前記第４のシンタックス
要素によって示される値と異なるとき、第５のシンタックス要素の値を、前記第５のシン
タックス要素によって示される値に関係なく推測し、前記第５のシンタックス要素が、前
記ＤＰＢ中の以前に復号された複数のピクチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャの
復号の後、どのように扱われるかを規定する、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１７】
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記復号処理を実行するとき、前記１つまたは複数
のプロセッサが、ＨＲＤの複数のパラメータの前記選択されたセットを含むＨＲＤパラメ
ータシンタックス構造を復号し、ＨＲＤの複数のパラメータの前記選択されたセットがシ
ンタックスの複数要素の前記第３のアレイを含み、
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記第３のシンタックス要素を使用するとき、前記
１つまたは複数のプロセッサが、０から前記第３のシンタックス要素の値までの範囲にあ
るスケジューラ選択インデックスに少なくとも一部基づいて、前記ＨＲＤのＣＰＢの当初
のＣＰＢの除去遅延を決定する、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記復号処理を実行するとき、前記１つまたは複数
のプロセッサが、ＳＰＳからシンタックス複数要素の前記第１のアレイを復号し、
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記第１のシンタックス要素を使用するとき、前記
１つまたは複数のプロセッサが、前記ＤＰＢ中の復号された複数のピクチャの数が、０と
前記第１のシンタックス要素によって示される値から１を引いたものとのうちの大きい方
以下であるかどうかに少なくとも一部基づいて、前記ビットストリームが前記ビデオコー
ディング標準に適合するかどうかを決定する、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１９】
　仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）動作を実行するための手段を備えるデバイスであって、前
記ＨＲＤ動作が、ビデオコーディング標準に対する、符号化されたビデオデータを備える
ビットストリームの適合を決定し、または前記ビデオコーディング標準に対するビデオデ
コーダの適合を決定し、前記ＨＲＤ動作を前記実行するための手段が、
　　試験対象の動作点を選択するための手段と、
　　最高の時間的な識別子変数を前記試験対象の動作点に関連付けられるビットストリー
ムのサブセット中に存在する最大の時間的な識別子に設定するための手段と、ここにおい
て、前記最高の時間的な識別子変数が、前記ビットストリーム中に存在する最大の時間的
な識別子よりも小さい、
　　前記最高の時間的な識別子変数に基づいて、前記ビットストリーム中のシンタックス
の複数要素の第１のアレイの中から第１のシンタックス要素を決定するための手段と、シ
ンタックスの複数要素の前記第１のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高
の時間的な識別子変数のそれぞれの値に対して、復号されたピクチャのバッファ（ＤＰＢ
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）の最大の要求されるサイズを規定する、
　　前記最高の時間的な識別子変数に基づいて、前記ビットストリーム中のシンタックス
の複数要素の第２のアレイの中から第２のシンタックス要素を決定するための手段と、シ
ンタックスの複数要素の前記第２のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高
の時間的な識別子変数のそれぞれの値に対して、復号順序においていずれかのピクチャに
先行する、および出力順序においてそのピクチャに後続する、複数のピクチャの最大の許
容される数を規定する、
　　前記最高の時間的な識別子変数に基づいて、前記ビットストリーム中のシンタックス
の複数要素の第３のアレイの中から第３のシンタックス要素を決定するための手段と、シ
ンタックスの複数要素の前記第３のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高
の時間的な識別子変数のそれぞれの値に対して、前記ビットストリーム中の代替的なコー
ディングされたピクチャのバッファ（ＣＰＢ）仕様の数から１を引いたものを規定する、
　　前記ＨＲＤ動作において前記第１、第２、および第３のシンタックス要素を使用する
ための手段と
　を備える、上記デバイス。
【請求項２０】
　デバイスの１つまたは複数のプロセッサによって実行されると仮想参照デコーダ（ＨＲ
Ｄ）動作を実行するように前記デバイスを構成する命令が記憶された非一時的なコンピュ
ータ可読記憶媒体であって、前記ＨＲＤ動作が、ビデオコーディング標準に対する、符号
化されたビデオデータを備えるビットストリームの適合を決定し、または、前記ビデオコ
ーディング標準に対するビデオデコーダの適合を決定し、前記命令の実行は、前記ＨＲＤ
動作を実行することの一部として前記１つまたは複数のプロセッサが、
　試験対象の動作点を選択し、
　最高の時間的な識別子変数を前記試験対象の動作点に関連付けられるビットストリーム
のサブセット中に存在する最大の時間的な識別子に設定し、ここにおいて、前記最高の時
間的な識別子変数が、前記ビットストリーム中に存在する最大の時間的な識別子よりも小
さい、
　前記最高の時間的な識別子変数に基づいて、前記ビットストリーム中のシンタックスの
複数要素の第１のアレイの中から第１のシンタックス要素を決定し、シンタックスの複数
要素の前記第１のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の時間的な識別子
変数のそれぞれの値に対して、復号されたピクチャのバッファ（ＤＰＢ）の最大の要求さ
れるサイズを規定する、
　前記最高の時間的な識別子変数に基づいて、前記ビットストリーム中のシンタックスの
複数要素の第２のアレイの中から第２のシンタックス要素を決定し、シンタックスの複数
要素の前記第２のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の時間的な識別子
変数のそれぞれの値に対して、復号順序においていずれかのピクチャに先行する、および
出力順序においてそのピクチャに後続する、複数のピクチャの最大の許容される数を規定
する、
　前記最高の時間的な識別子変数に基づいて、前記ビットストリーム中のシンタックスの
複数要素の第３のアレイの中から第３のシンタックス要素を決定し、シンタックスの複数
要素の前記第３のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の時間的な識別子
変数のそれぞれの値に対して、前記ビットストリーム中の代替的なコーディングされたピ
クチャのバッファ（ＣＰＢ）仕様の数から１を引いたものを規定する、
　前記ＨＲＤ動作において前記第１、第２、および第３のシンタックス要素を使用する
　ように、前記１つまたは複数のプロセッサを構成する、非一時的なコンピュータ可読記
憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本出願は、全体の内容が参照によって本明細書に組み込まれる、２０１２年９月
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２４日に出願された、米国仮出願第６１／７０５，１０２号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、ビデオの符号化と復号（すなわち、ビデオデータの符号化および／ま
たは復号）とに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]デジタルビデオ機能は、デジタルテレビジョン、デジタルダイレクトブロードキ
ャストシステム、ワイヤレスブロードキャストシステム、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラッ
プトップコンピュータまたはデスクトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、電子
ブックリーダ、デジタルカメラ、デジタル記録デバイス、デジタルメディアプレーヤー、
ビデオゲームデバイス、ビデオゲームコンソール、携帯電話または衛星無線電話、いわゆ
る「スマートフォン」、ビデオ遠隔会議デバイス、ビデオストリーミングデバイスなどを
含む、広範囲にわたるデバイスに組み込まれ得る。デジタルビデオデバイスは、ＭＰＥＧ
－２、ＭＰＥＧ－４、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＭＰＥＧ－４
、Ｐａｒｔ　１０、Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ（ＡＶＣ）、現在開発
中のＨｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ（ＨＥＶＣ）標準、お
よびそのような標準の拡張によって定義される標準に記載されているような、ビデオ圧縮
技法を実装する。ビデオデバイスは、そのようなビデオ圧縮技法を実装することにより、
デジタルビデオ情報をより効率的に送信、受信、符号化、復号、および／または記憶する
ことができる。
【０００４】
　[0004]ビデオ圧縮技法は、ビデオシーケンスに固有の冗長性を低減または除去するため
に空間的（イントラピクチャ(intra-picture)）予測および／または時間的（インターピ
クチャ(inter-picture)）予測を実行する。ブロックベースのビデオコーディングの場合
、ビデオスライス(video　slice)（すなわち、ビデオフレームまたはビデオフレームの一
部分）がビデオブロックに区分され得る。ピクチャのイントラコーディングされた（Ｉ）
スライス中のビデオブロックは、同じピクチャ中の隣接ブロック中の参照サンプルに対す
る空間的予測を使用して符号化される。ピクチャのインターコーディングされた（Ｐまた
はＢ）スライス中のビデオブロックは、同じピクチャの中の隣接ブロック中の参照サンプ
ルに対する空間的予測、または他の参照ピクチャの中の参照サンプルに対する時間的予測
を使用することができる。ピクチャはフレームと呼ばれることがあり、参照ピクチャは参
照フレームと呼ばれることがある。
【０００５】
　[0005]空間的予測または時間的予測は、コーディングされるべきブロックの予測ブロッ
クをもたらす。残差データ(residual data)は、コーディングされるべき元のブロックと
予測ブロックとの間のピクセル差分を表す。インターコーディングされたブロックは、予
測ブロックを形成する参照サンプルのブロックを指す動きベクトルに従って符号化され、
残差データは、コーディングされたブロックと予測ブロックとの差分を示す。イントラコ
ーディングされたブロックは、イントラコーディングモードおよび残差データに従って符
号化される。さらなる圧縮のために、残差データは、ピクセル領域から変換領域に変換さ
れてよく、残差係数をもたらし、次いで残差係数が量子化されてよい。最初は２次元アレ
イで構成される量子化された係数は、係数の１次元ベクトルを生成するために走査されて
よく、なお一層の圧縮を達成するためにエントロピーコーディングが適用されてよい。
【０００６】
　[0006]マルチビュー(multi-view)コーディングビットストリームは、たとえば複数の視
点からのビューを符号化することによって、生成され得る。マルチビューコーディングの
態様を利用する、いくつかの３次元（３Ｄ）ビデオ標準(standards)が開発されている。
たとえば、異なるビューは、３Ｄビデオをサポートするために、左目のビューと右目のビ
ューとを送信することができる。あるいは、いくつかの３Ｄビデオコーディング処理は、
いわゆるマルチビュープラス深度コーディングを適用することがある。マルチビュープラ
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ス深度コーディングでは、３Ｄビデオビットストリームは、テクスチャ(texture)ビュー
成分だけではなく、深度ビュー成分も含み得る。たとえば、各ビューは、１つのテクスチ
ャビュー成分と１つの深度ビュー成分とを備え得る。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]一般に、本開示は、ビデオコーディングにおける仮想参照デコーダ(hypothetica
l　reference　decoder)（ＨＲＤ）パラメータのシグナリングと選択とを説明する。より
具体的には、デバイスは、ビデオコーディング標準に対するビットストリームの適合を決
定する、または、ビデオコーディング標準に対するビデオデコーダの適合を決定する、仮
想参照デコーダ（ＨＲＤ）動作を実行する。ＨＲＤ動作を実行することの一部として、デ
バイスは、ビットストリームの選択された動作点と関連付けられるビットストリームのサ
ブセットの最高の一時的な識別子を決定する。さらに、ＨＲＤ動作の一部として、デバイ
スは、最高の一時的な識別子に基づいて、シンタックス要素のアレイの中から特定のシン
タックス要素を決定する。デバイスは次いで、ＨＲＤ動作において特定のシンタックス要
素を使用する。
【０００８】
　[0008]一例では、本開示は、ビデオデータを処理する方法を説明する。方法は、ＨＲＤ
動作を実行することを備える。ＨＲＤ動作は、ビデオコーディング標準に対するビットス
トリームの適合を決定し、または、ビデオコーディング標準に対するビデオデコーダの適
合を決定する。ＨＲＤ動作を実行することは、ビットストリームの選択された動作点と関
連付けられるビットストリームのサブセットの最高の一時的な識別子を決定することを備
える。ＨＲＤ動作を実行することはまた、最高の一時的な識別子に基づいて、シンタック
ス要素のアレイの中から特定のシンタックス要素を決定することを備える。加えて、ＨＲ
Ｄ動作を実行することは、ＨＲＤ動作において特定のシンタックス要素を使用することを
備える。
【０００９】
　[0009]別の例では、本開示は、ＨＲＤ動作を実行するために構成される１つまたは複数
のプロセッサを備えるデバイスを説明する。ＨＲＤ動作は、ビデオコーディング標準に対
するビットストリームの適合を決定し、または、ビデオコーディング標準に対するビデオ
デコーダの適合を決定する。ＨＲＤ動作を実行することは、ビットストリームの選択され
た動作点と関連付けられるビットストリームのサブセットの最高の一時的な識別子を決定
することを備える。ＨＲＤ動作を実行することはまた、最高の一時的な識別子に基づいて
、シンタックス要素のアレイの中から特定のシンタックス要素を決定することを備える。
加えて、ＨＲＤ動作を実行することは、ＨＲＤ動作において特定のシンタックス要素を使
用することを備える。
【００１０】
　[0010]別の例では、本開示は、ＨＲＤ動作を実行するための手段を備えるデバイスを説
明する。ＨＲＤ動作は、ビデオコーディング標準に対するビットストリームの適合を決定
し、または、ビデオコーディング標準に対するビデオデコーダの適合を決定する。ＨＲＤ
動作を実行することは、ビットストリームの選択された動作点と関連付けられるビットス
トリームのサブセットの最高の一時的な識別子を決定することを備える。ＨＲＤ動作を実
行することはまた、最高の一時的な識別子に基づいて、シンタックス要素のアレイの中か
ら特定のシンタックス要素を決定することを備える。加えて、ＨＲＤ動作を実行すること
は、ＨＲＤ動作において特定のシンタックス要素を使用することを備える。
【００１１】
　[0011]別の例では、本開示は、デバイスの１つまたは複数のプロセッサによって実行さ
れるとＨＲＤ動作を実行するためにデバイスを構成する命令が記憶された、コンピュータ
可読記憶媒体を説明する。ＨＲＤ動作は、ビデオコーディング標準に対するビットストリ
ームの適合を決定し、または、ビデオコーディング標準に対するビデオデコーダの適合を
決定する。ＨＲＤ動作を実行することは、ビットストリームの選択された動作点と関連付
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けられるビットストリームのサブセットの最高の一時的な識別子を決定することを備える
。加えて、ＨＲＤ動作を実行することは、最高の一時的な識別子に基づいて、シンタック
ス要素のアレイの中から特定のシンタックス要素を決定することを備える。さらに、ＨＲ
Ｄ動作を実行することは、ＨＲＤ動作において特定のシンタックス要素を使用することを
備える。
【００１２】
　[0012]本開示の１つまたは複数の例の詳細は、添付の図面および以下の説明において述
べられる。他の特徴、目的、および利点は、説明、図面、および特許請求の範囲から明ら
かになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】[0013]本開示で説明される技法を利用することができる、例示的なビデオコーデ
ィングシステムを示すブロック図。
【図２】[0014]本開示で説明される技法を実装することができる、例示的なビデオエンコ
ーダを示すブロック図。
【図３】[0015]本開示で説明される技法を実装することができる、例示的なビデオデコー
ダを示すブロック図。
【図４】[0016]本開示の１つまたは複数の技法による、デバイスの例示的な動作を示すフ
ローチャート。
【図５】[0017]本開示の１つまたは複数の技法による、デバイスの例示的な動作を示すフ
ローチャート。
【図６】[0018]本開示の１つまたは複数の技法による、デバイスの例示的な仮想参照デコ
ーダ（ＨＲＤ）の動作を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　[0019]ビデオエンコーダは、符号化されたビデオデータを含むビットストリームを生成
することができる。ビットストリームは、一連のネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユ
ニットを備え得る。ビットストリームのＮＡＬユニットは、ビデオコーディングレイヤ（
ＶＣＬ）ＮＡＬユニットと非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットとを含み得る。ＶＣＬ　ＮＡＬユニ
ットは、ピクチャのコーディングされたスライスを含み得る。非ＶＣＬ　ＮＡＬユニット
は、ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）、シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）、ピク
チャパラメータセット（ＰＰＳ）、ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｌ　ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ
　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ＳＥＩ）、または他のタイプのデータを含み得る。ＶＰＳは
、０個あるいはさらに多いコーディングされたビデオシーケンス全体に適用されるシンタ
ックス要素(syntax　elements)を含み得るシンタックス構造である。ＳＰＳは、０個ある
いはさらに多いコーディングされたビデオシーケンス全体に適用されるシンタックス要素
を含み得るシンタックス構造である。単一のＶＰＳが複数のＳＰＳに適用可能であり得る
。ＰＰＳは、０個あるいはさらに多いコーディングされたピクチャ全体に適用されるシン
タックス要素を含み得る、シンタックス構造である。単一のＳＰＳが複数のＰＰＳに適用
可能であり得る。ＶＰＳ、ＳＰＳ、およびＰＰＳの様々な態様が、一般に、ＨＥＶＣ標準
によって定義されるように、形成され得る。
【００１５】
　[0020]コンテンツ配信ネットワーク（ＣＤＮ）デバイス、メディア認識ネットワーク要
素（ＭＡＮＥ：Media-Aware　Network　Element）、またはビデオデコーダのようなデバ
イスは、ビットストリームからサブビットストリームを抽出することができる。デバイス
は、ビットストリームからいくつかのＮＡＬユニットを除去することによって、サブビッ
トストリーム抽出処理を実行することができる。得られるサブビットストリームは、ビッ
トストリームの残りの除去されていないＮＡＬユニットを含む。例として、サブビットス
トリームから復号されたビデオデータは、元のビットストリームよりも、低いフレームレ
ートを有することがあり、かつ／または、少数のビューを表すことがある。
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【００１６】
　[0021]ビデオコーディング標準は、サブビットストリーム抽出処理をサポートするため
に、様々な特徴を含み得る。たとえば、ビットストリームのビデオデータは、レイヤのセ
ットに分割され得る。レイヤの各々に対して、低次レイヤのデータは、いずれの高次レイ
ヤのデータも参照することなく、復号され得る。個々のＮＡＬユニットは、単一のレイヤ
のデータのみをカプセル化する。したがって、ビットストリームの最高次の残りのレイヤ
のデータをカプセル化するＮＡＬユニットは、ビットストリームの残りの低次レイヤのデ
ータの復号可能性に影響を与えることなく、ビットストリームから除去され得る。スケー
ラブルビデオコーディング(scalable　video　coding)（ＳＶＣ）では、高次レイヤは、
低次レイヤのピクチャの品質を改善し（品質スケーラビリティ）、低次レイヤのピクチャ
の空間的なフォーマットを広げ（空間スケーラビリティ）、または低次レイヤのピクチャ
の一時的な(temporal)レートを上げる（一時的なスケーラビリティ）、増強データを含み
得る。マルチビューコーディング（ＭＶＣ）および３次元ビデオ（３ＤＶ）コーディング
では、高次レイヤは追加のビューを含み得る。
【００１７】
　[0022]ＮＡＬユニットは、ヘッダとペイロードとを含み得る。ＮＡＬユニットのヘッダ
は、ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓシンタックス要素を含む。ＮＡＬ
ユニットのｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓシンタックス要素は、ＮＡ
Ｌユニットがマルチビューコーディング、３ＤＶコーディング、またはＳＶＣにおけるベ
ースレイヤに関連する場合、０に等しい。ビットストリームのベースレイヤのデータは、
ビットストリームのいずれの他のレイヤのデータも参照することなく、復号され得る。Ｎ
ＡＬユニットがマルチビューコーディング、３ＤＶ、またはＳＶＣにおけるベースレイヤ
に関連しない場合、ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓシンタックス要素
は、０ではない値を有し得る。具体的には、ＮＡＬユニットがマルチビューコーディング
、３ＤＶ、またはＳＶＣにおけるベースレイヤに関連しない場合、ＮＡＬユニットのｎｕ
ｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓシンタックス要素は、ＮＡＬユニットのレ
イヤ識別子を規定する。
【００１８】
　[0023]さらに、レイヤ内のいくつかのピクチャは、同じレイヤ内の他のピクチャを参照
することなく、復号され得る。したがって、レイヤのいくつかのピクチャのデータをカプ
セル化するＮＡＬユニットは、レイヤ中の他のピクチャの復号可能性に影響を与えること
なく、ビットストリームから除去され得る。たとえば、偶数のピクチャ順序カウント（Ｐ
ＯＣ）値を有するピクチャは、奇数のＰＯＣ値を有するピクチャを参照することなく復号
可能であり得る。そのようなピクチャのデータをカプセル化するＮＡＬユニットを除去す
ることで、ビットストリームのフレームレートを下げることができる。レイヤ内の他のピ
クチャを参照することなく復号され得るレイヤ内のピクチャのサブセットは、サブレイヤ
と本明細書では呼ばれ得る。
【００１９】
　[0024]ＮＡＬユニットは、ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄシンタックス要素を含み得る。ＮＡ
Ｌユニットのｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄシンタックス要素は、ＮＡＬユニットの一時的な識
別子を規定する。第１のＮＡＬユニットの一時的な識別子が第２のＮＡＬユニットの一時
的な識別子より小さい場合、第１のＮＡＬユニットによってカプセル化されたデータは、
第２のＮＡＬユニットによってカプセル化されたデータを参照することなく、復号され得
る。
【００２０】
　[0025]ビットストリームの各動作点は、レイヤ識別子のセット（すなわち、ｎｕｈ＿ｒ
ｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの値のセット）および一時的な識別子と関連付け
られる。レイヤ識別子のセットはＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔと示されることがあり、一時
的な識別子はＴｅｍｐｏｒａｌＩｄと示されることがある。ＮＡＬユニットのレイヤ識別
子がレイヤ識別子の動作点のセットの中にあり、ＮＡＬユニットの一時的な識別子がその
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動作点の一時的な識別子以下である場合、ＮＡＬユニットはその動作点と関連付けられる
。動作点表現は、動作点と関連付けられるビットストリームのサブセットである。動作点
表現は、その動作点と関連付けられる各ＮＡＬユニットを含み得る。動作点表現は、その
動作点と関連付けられないＶＣＬ　ＮＡＬユニットを含まない。
【００２１】
　[0026]外部ソースが、動作点のターゲットレイヤ識別子のセットを規定し得る。たとえ
ば、ＣＤＮデバイスまたはＭＡＮＥのようなデバイスが、ターゲットレイヤ識別子のセッ
トを規定し得る。この例では、デバイスは、ターゲットレイヤ識別子のセットを使用して
、動作点を特定することができる。デバイスは次いで、動作点に対する動作点表現を抽出
して、元のビットストリームの代わりに、動作点表現をクライアントデバイスに転送する
ことができる。動作点表現を抽出しクライアントデバイスに転送することは、ビットスト
リームのビットレートを下げ得る。
【００２２】
　[0027]さらに、ビデオコーディング標準は、ビデオのバッファリングのモデルを規定す
る。ビデオのバッファリングのモデルはまた、「仮想参照デコーダ」または「ＨＲＤ」と
呼ばれ得る。ＨＲＤは、データが復号のためにどのようにバッファリングされるべきかと
いうことと、復号されたデータが出力のためにどのようにバッファリングされるかという
こととを表す。たとえば、ＨＲＤは、ビデオデコーダにおけるコーディングされたピクチ
ャのバッファ（「ＣＰＢ：coded　picture　buffer」）および復号されたピクチャのバッ
ファ（「ＤＰＢ：decoded　picture　buffer」）の動作を表す。ＣＰＢは、ＨＲＤによっ
て規定される復号順序でアクセスユニットを含む、先入れ先出しのバッファである。ＤＰ
Ｂは、ＨＲＤによって規定される参照、出力の並べ替え、または出力遅延のために、復号
されたピクチャを保持するバッファである。
【００２３】
　[0028]ビデオエンコーダは、ＨＲＤパラメータのセットをシグナリングすることができ
る。ＨＲＤパラメータは、ＨＲＤの様々な態様を制御する。ＨＲＤパラメータは、当初の
ＣＰＢの除去遅延と、ＣＰＢサイズと、ビットレートと、当初のＤＰＢの出力遅延と、Ｄ
ＰＢサイズとを含む。これらのＨＲＤパラメータは、ＶＰＳおよび／またはＳＰＳにおい
て規定される、ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造においてコーディン
グされる。ＨＲＤパラメータはまた、バッファリング期間ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｌ　ｅ
ｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ＳＥＩ）メッセージまたはピクチャタ
イミングＳＥＩメッセージにおいて規定され得る。
【００２４】
　[0029]上で説明されたように、動作点表現は、元のビットストリームと異なるフレーム
レートおよび／またはビットレートを有し得る。これは、動作点表現が元のビットストリ
ームのデータのいくつかのピクチャおよび／または一部を含まないことがあるからである
。したがって、元のビットストリームを処理するときにビデオデコーダが特定のレートで
ＣＰＢおよび／またはＤＰＢからデータを除去することになっていた場合、および、動作
点表現を処理するときにビデオデコーダが同じレートでＣＰＢおよび／またはＤＰＢから
データを除去することになっていた場合、ビデオデコーダは、ＣＰＢおよび／またはＤＰ
Ｂから、あまりにも大量の、または少量のデータを除去することがある。したがって、ビ
デオエンコーダは、異なる動作点のためにＨＲＤパラメータの異なるセットをシグナリン
グすることができる。出現しつつあるＨｉｇｈ－Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃ
ｏｄｉｎｇ（ＨＥＶＣ）標準では、ビデオエンコーダは、ＶＰＳ中のＨＲＤパラメータの
セットをシグナリングすることができ、または、ビデオエンコーダは、ＳＰＳ中のＨＲＤ
パラメータのセットをシグナリングすることができる。「ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄ
ｒａｆｔ　８」と呼ばれる次のＨＥＶＣ標準のドラフトは、２０１３年５月８日現在、ｈ
ｔｔｐ：／／ｐｈｅｎｉｘ．ｉｎｔ－ｅｖｒｙ．ｆｒ／ｊｃｔ／ｄｏｃ＿ｅｎｄ＿ｕｓｅ
ｒ／ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ／１０＿Ｓｔｏｃｋｈｏｌｍ／ｗｇ１１／ＪＣＴＶＣ－Ｊ１００
３－ｖ８．ｚｉｐから利用可能である、Ｂｒｏｓｓら、「Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃ
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ｙ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ　（ＨＥＶＣ）　ｔｅｘｔ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ
　ｄｒａｆｔ　８」、ＩＴＵ－Ｔ　ＳＧ１６　ＷＰ３およびＩＳＯ／ＩＥＣ　ＪＴＣ１／
ＳＣ２９／ＷＧ１１のビデオコーディング共同研究部会（ＪＣＴ－ＶＣ）、第１０回会合
、ストックホルム、スウェーデン、２０１２年７月に記載されている。
【００２５】
　[0030]ＨＥＶＣのいくつかのバージョンでは、ＶＰＳ中のＨＲＤパラメータのセットの
みが、ＨＲＤ動作のために選択される。すなわち、ＨＲＤパラメータはＳＰＳの中で提供
され得るが、ＳＰＳ中のＨＲＤパラメータのセットは、ＨＲＤ動作のためにＨＥＶＣビデ
オデコーダによって選択されない。ビデオデコーダは常に、ビットストリームのＶＰＳを
解析し復号する。したがって、ビデオデコーダは常に、ＶＰＳのＨＲＤパラメータのセッ
トを解析し復号する。これは、ビットストリームがベースレイヤ以外のＮＡＬユニットを
含むかどうかに関係なく、当てはまる。したがって、ビットストリームがベースレイヤ以
外のＮＡＬユニットを含む場合、ＳＰＳ中のＨＲＤパラメータのセットを解析し扱うのは
、計算リソースの無駄であり得る。さらに、ＨＲＤパラメータのセットがＶＰＳの中に存
在する場合、ＳＰＳ中のＨＲＤパラメータのセットは、無駄なビットであり得る。
【００２６】
　[0031]本開示の技法によれば、ビデオエンコーダは、ピクチャのシーケンスに適用可能
なＳＰＳを含むビットストリームを生成することができる。ＳＰＳは、ＨＲＤパラメータ
のセットを含む。ＨＲＤパラメータのセットは、ターゲットレイヤ識別子のセットと一致
するレイヤ識別子のセットを有する、ビットストリームの各動作点に適用可能である。し
たがって、ＳＰＳ中のＨＲＤパラメータのセットは無駄にされず、むしろＨＲＤ動作のた
めに使用され得る。たとえば、デバイスは、ＶＰＳ中のＨＲＤパラメータのセットおよび
ＳＰＳ中のＨＲＤパラメータのセットの中から、特定の動作点に適用可能なＨＲＤパラメ
ータのセットを選択することができる。デバイスは、特定の動作点に適用可能なＨＲＤパ
ラメータのセットに少なくとも一部基づいて、その特定の動作点と関連付けられるビット
ストリームのサブセットがビデオコーディング標準に適合するかどうかを試験する、ビッ
トストリーム適合試験を実行することができる。
【００２７】
　[0032]ビデオエンコーダ、ビデオデコーダ、または、ＣＤＮデバイスまたはＭＡＮＥの
ような別のタイプのデバイスなどのデバイスは、動作点に対する動作点表現に、ビットス
トリーム適合試験を実行することができる。ビットストリーム適合試験は、ＨＥＶＣのよ
うなビデオコーディング標準に動作点表現が適合することを確かめることができる。上で
言及されたように、ターゲットレイヤ識別子のセットおよび一時的な識別子が、動作点を
特定するために使用され得る。ターゲットレイヤ識別子のセットは、「ＴａｒｇｅｔＤｅ
ｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔ」と示され得る。一時的な識別子は、「ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉ
ｇｈｅｓｔＴｉｄ」と示され得る。問題なことに、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆ
ｔ　８は、ビットストリーム適合試験を実行するときに、どのようにＴａｒｇｅｔＤｅｃ
ＬａｙｅｒＩｄＳｅｔまたはＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄが設定されるかを
規定しない。
【００２８】
　[0033]本開示の１つまたは複数の技法によれば、デバイスは、ビットストリーム適合試
験を実行することの一部として、復号処理を実行することができる。復号処理を実行する
ことは、ビットストリーム抽出処理を実行して、レイヤ識別子のターゲットセットおよび
ターゲットの最高の一時的な識別子によって定義される動作点の動作点表現を、ビットス
トリームから復号することを備える。レイヤ識別子のターゲットセット（すなわち、Ｔａ
ｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔ）は、動作点表現の中に存在するレイヤ識別子のシ
ンタックス要素（たとえば、ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓシンタッ
クス要素）の値を含む。レイヤ識別子のターゲットセットは、ビットストリームのレイヤ
識別子シンタックス要素の値のサブセットである。ターゲットの最高の一時的な識別子（
すなわち、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ）は、動作点表現の中に存在する最
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大の一時的な識別子に等しい。ターゲットの最高の一時的な識別子は、ビットストリーム
中に存在する最大の一時的な識別子以下である。復号処理を実行することはまた、動作点
表現のＮＡＬユニットを復号することを備え得る。
【００２９】
　[0034]ＨＥＶＣでは、ＳＰＳは、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎ
ｇ［ｉ］として示されるシンタックス要素のアレイを含むことがあり、ｉは、０からビッ
トストリーム中の一時的なレイヤの最大の数にまでわたる。ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐ
ｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］は、最高の一時的な識別子（ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ）が
ｉに等しいとき、ＤＰＢの最大の要求されるサイズを示す。ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐ
ｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］は、ピクチャ記憶バッファの単位で、要求されるサイズ
を示す。
【００３０】
　[0035]さらに、ＨＥＶＣでは、ＳＰＳは、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿
ｐｉｃｓ［ｉ］と示されるシンタックス要素のアレイを含むことがあり、ｉは、０からビ
ットストリーム中の一時的なレイヤの最大の数にまでわたる。ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿
ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］は、最高の一時的な識別子（ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ）が
ｉに等しいときの、復号順序においていずれかのピクチャに先行し、出力順序においてそ
のピクチャの後にあるピクチャの、最大の許容される数を示す。
【００３１】
　[0036]ＨＥＶＣでは、ＨＲＤパラメータのセットは、ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［
ｉ］と示されるシンタックス要素のアレイを含むことがあり、ｉは、０からビットストリ
ーム中の一時的なレイヤの最大の数にまでわたる。ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］
は、最高の一時的な識別子（ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ）がｉに等しいときの、コーディング
されたビデオシーケンスのビットストリーム中の代替的なＣＰＢ仕様の数を規定し、ここ
で、１つの代替的なＣＰＢ仕様は、ＣＰＢパラメータの特定のセットを伴う１つの特定の
ＣＰＢ動作を指す。
【００３２】
　[0037]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８では、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐ
ｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ
［ｉ］、およびｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］は、ＨＲＤ動作、ビットストリーム
適合動作、およびレベル制約において適切に選択されない。これは、少なくとも一部、Ｈ
ＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８が最高の一時的な識別子（ＨｉｇｈｅｓｔＴｉ
ｄ）により意味されるものを規定しないことが原因である。
【００３３】
　[0038]本開示の１つまたは複数の技法によれば、ビデオエンコーダ、ビデオデコーダ、
または別のデバイスのようなデバイスが、ビットストリームの選択された動作点と関連付
けられるビットストリームのサブセットの最高の一時的な識別子を決定することができる
。さらに、デバイスは、最高の一時的な識別子に基づいて、シンタックス要素のアレイ（
たとえば、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［］、ｓｐｓ＿ｍａｘ
＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［］、またはｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［］）
の中から、特定のシンタックス要素を決定することができる。デバイスは、特定のシンタ
ックス要素を使用する動作を実行して、ビデオコーディング標準に対するビットストリー
ムの適合を決定し、または、ビデオコーディング標準に対するビデオデコーダの適合を決
定することができる。
【００３４】
　[0039]図１は、本開示の技法を利用し得る、例示的なビデオコーディングシステム１０
を示すブロック図である。本明細書で使用される「ビデオコーダ」という用語は、ビデオ
エンコーダとビデオデコーダの両方を総称的に指す。本開示では、「ビデオコーディング
」または「コーディング」という用語は、ビデオ符号化またはビデオ復号を総称的に指し
得る。
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【００３５】
　[0040]図１に示されるように、ビデオコーディングシステム１０は、ソースデバイス１
２と宛先デバイス１４とを含む。ソースデバイス１２は、符号化されたビデオデータを生
成する。したがって、ソースデバイス１２はビデオ符号化デバイスまたはビデオ符号化装
置と呼ばれ得る。宛先デバイス１４はソースデバイス１２によって生成された、符号化さ
れたビデオデータを復号することができる。したがって、宛先デバイス１４はビデオ復号
デバイスまたはビデオ復号装置と呼ばれ得る。ソースデバイス１２および宛先デバイス１
４は、ビデオコーディングデバイスまたはビデオコーディング装置の例であり得る。
【００３６】
　[0041]ソースデバイス１２および宛先デバイス１４は、デスクトップコンピュータ、モ
バイルコンピューティングデバイス、ノートブック（たとえば、ラップトップ）コンピュ
ータ、タブレットコンピュータ、セットトップボックス、いわゆる「スマート」フォンな
どの電話ハンドセット、テレビジョン、カメラ、ディスプレイデバイス、デジタルメディ
アプレーヤー、ビデオゲームコンソール、車内コンピュータなどを含む、広範囲のデバイ
スを備え得る。
【００３７】
　[0042]宛先デバイス１４は、チャネル１６を介してソースデバイス１２から符号化され
たビデオデータを受信し得る。チャネル１６は、ソースデバイス１２から宛先デバイス１
４に符号化されたビデオデータを移動することが可能な、１つまたは複数の媒体またはデ
バイスを備え得る。一例では、チャネル１６は、ソースデバイス１２が符号化されたビデ
オデータを宛先デバイス１４にリアルタイムで直接送信することを可能にする、１つまた
は複数の通信媒体を備え得る。この例では、ソースデバイス１２は、ワイヤレス通信プロ
トコルのような通信標準に従って、符号化されたビデオデータを変調することができ、変
調されたビデオデータを宛先デバイス１４に送信することができる。１つまたは複数の通
信媒体は、高周波（ＲＦ）スペクトルまたは１つもしくは複数の物理伝送線路のような、
ワイヤレスおよび／または有線の通信媒体を含み得る。１つまたは複数の通信媒体は、ロ
ーカルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワーク、またはグローバルネットワーク
（たとえば、インターネット）などのパケットベースネットワークの一部を形成し得る。
１つまたは複数の通信媒体は、ソースデバイス１２から宛先デバイス１４への通信を容易
にする、ルータ、スイッチ、基地局、または他の機器を含み得る。
【００３８】
　[0043]別の例では、チャネル１６は、ソースデバイス１２によって生成された、符号化
されたビデオデータを記憶する記憶媒体を含み得る。この例では、宛先デバイス１４は、
たとえばディスクアクセスまたはカードアクセスを介して、記憶媒体にアクセスし得る。
記憶媒体は、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク、ＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、フラッシュ
メモリ、または符号化されたビデオデータを記憶するための他の適切なデジタル記憶媒体
のような、種々のローカルにアクセスされるデータ記憶媒体を含み得る。
【００３９】
　[0044]さらなる例では、チャネル１６は、ソースデバイス１２によって生成された、符
号化されたビデオデータを記憶するファイルサーバまたは別の中間ストレージデバイスを
含み得る。この例では、宛先デバイス１４は、ストリーミングまたはダウンロードを介し
て、ファイルサーバまたは他の中間ストレージデバイスに記憶された、符号化されたビデ
オデータにアクセスすることができる。ファイルサーバは、符号化されたビデオデータを
記憶し、符号化されたビデオデータを宛先デバイス１４に送信することが可能な、あるタ
イプのサーバであり得る。例示的なファイルサーバは、（たとえば、ウェブサイト用の）
ウェブサーバ、ファイル転送プロトコル（ＦＴＰ）サーバ、ネットワーク接続ストレージ
（ＮＡＳ）デバイス、およびローカルディスクドライブを含む。図１の例では、チャネル
１６は追加のデバイス２１を含む。いくつかの例では、追加のデバイス２１は、ＣＤＮデ
バイス、ＭＡＮＥ、または別のタイプのデバイスである。
【００４０】
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　[0045]宛先デバイス１４は、インターネット接続のような標準的なデータ接続を通じて
、符号化されたビデオデータにアクセスし得る。例示的なタイプのデータ接続は、ファイ
ルサーバに記憶された符号化されたビデオデータにアクセスするのに好適である、ワイヤ
レスチャネル（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）接続）、有線接続（たとえば、デジタ
ル加入者線（ＤＳＬ）、ケーブルモデムなど）、またはその両方の組合せを含み得る。フ
ァイルサーバからの符号化されたビデオデータの送信は、ストリーミング送信、ダウンロ
ード送信、またはその両方の組合せであってよい。
【００４１】
　[0046]本開示の技法は、ワイヤレス適用例または設定に限定されない。本技法は、オー
バージエアテレビジョン放送、ケーブルテレビジョン送信、衛星テレビジョン送信、たと
えばインターネットを介したストリーミングビデオ送信、データ記憶媒体に記憶するため
のビデオデータの符号化、データ記憶媒体に記憶されたビデオデータの復号、または他の
用途のような、種々のマルチメディア用途をサポートするビデオコーディングに適用され
得る。いくつかの例では、ビデオコーディングシステム１０は、単方向または双方向のビ
デオ送信をサポートして、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブロードキャステ
ィング、および／またはビデオ電話のような用途をサポートするために構成され得る。
【００４２】
　[0047]図１は一例にすぎず、本開示の技法は、符号化デバイスと復号デバイスとの間の
データ通信を必ずしも含むとは限らないビデオコーディング設定（たとえば、ビデオ符号
化またはビデオ復号）に適用され得る。他の例では、データがローカルメモリから取り出
されること、ネットワークを通じてストリーミングされることなどが行われる。ビデオ符
号化デバイスはデータを符号化してメモリに記憶することができ、かつ／または、ビデオ
復号デバイスはメモリからデータを取り出し復号することができる。多くの例では、符号
化および復号は、互いに通信しないが、メモリにデータを符号化し、かつ／またはメモリ
からデータを取り出して復号するだけであるデバイスによって実行される。
【００４３】
　[0048]図１の例では、ソースデバイス１２は、ビデオソース１８と、ビデオエンコーダ
２０と、出力インターフェース２２とを含む。いくつかの例では、出力インターフェース
２２は、変調器／復調器（モデム）および／または送信機を含み得る。ビデオソース１８
は、ビデオキャプチャデバイス、たとえばビデオカメラ、以前にキャプチャされたビデオ
データを含んでいるビデオアーカイブ、ビデオコンテンツプロバイダからビデオデータを
受信するためのビデオフィードインターフェース、および／もしくはビデオデータを生成
するためのコンピュータグラフィックスシステム、またはビデオデータのそのようなソー
スの組合せを含み得る。
【００４４】
　[0049]ビデオエンコーダ２０は、ビデオソース１８からのビデオデータを符号化するこ
とができる。いくつかの例では、ソースデバイス１２は、出力インターフェース２２を介
して宛先デバイス１４に符号化されたビデオデータを直接送信する。他の例では、符号化
されたビデオデータはまた、復号および／または再生のための宛先デバイス１４による後
のアクセスのために記憶媒体またはファイルサーバ上に記憶され得る。
【００４５】
　[0050]図１の例では、宛先デバイス１４は、入力インターフェース２８と、ビデオデコ
ーダ３０と、ディスプレイデバイス３２とを含む。いくつかの例では、入力インターフェ
ース２８は、受信機および／またはモデムを含む。入力インターフェース２８は、チャネ
ル１６を通じて、符号化されたビデオデータを受信することができる。ディスプレイデバ
イス３２は、宛先デバイス１４と一体であってよく、またはその外部にあってよい。一般
に、ディスプレイデバイス３２は、復号されたビデオデータを表示する。ディスプレイデ
バイス３２は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、プラズマディスプレイ、有機発光ダイオー
ド（ＯＬＥＤ）ディスプレイ、または別のタイプのディスプレイデバイスのような、種々
のディスプレイデバイスを備え得る。
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【００４６】
　[0051]ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は各々、１つまたは複数のマイ
クロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、ディスクリート論理、ハード
ウェア、またはそれらのいずれかの組合せのような、種々の好適な回路のいずれかとして
実装され得る。本技法がソフトウェアで部分的に実装される場合、デバイスは、適切な非
一時的コンピュータ可読記憶媒体にソフトウェア用の命令を記憶し、１つまたは複数のプ
ロセッサを使用してその命令をハードウェア中で実行して、本開示の技法を実行すること
ができる。上記（ハードウェア、ソフトウェア、ハードウェアおよびソフトウェアの組合
せなどを含む）のいずれも、１つまたは複数のプロセッサであると見なされ得る。ビデオ
エンコーダ２０およびビデオデコーダ３０の各々は、１つまたは複数のエンコーダまたは
デコーダに含まれることがあり、それらのいずれかがそれぞれのデバイス中の複合エンコ
ーダ／デコーダ（ＣＯＤＥＣ）の一部として組み込まれることがある。
【００４７】
　[0052]本開示は、一般に、ある情報をビデオデコーダ３０または追加のデバイス２１の
ような別のデバイスに「シグナリング」するビデオエンコーダ２０に言及することがある
。「シグナリング」という用語は、一般に、圧縮されたビデオデータを復号するために使
用されるシンタックス要素および／または他のデータの通信を指し得る。そのような通信
は、リアルタイムまたはほぼリアルタイムで行われ得る。代替的に、そのような通信は、
符号化の時に符号化されたビットストリーム中でシンタックス要素をコンピュータ可読記
憶媒体に記憶するときに行われ得るなど、ある時間の期間にわたって行われることがあり
、次いで、これらの要素は、この媒体に記憶された後のいずれかの時間に復号デバイスに
よって取り出されてよい。
【００４８】
　[0053]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、そのス
ケーラブルビデオコーディング（ＳＶＣ）拡張、マルチビュービデオコーディング（ＭＶ
Ｃ）拡張、およびＭＶＣベースの３ＤＶ拡張を含む、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　Ｖ
ｉｓｕａｌおよび（ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣとしても知られる）ＩＴＵ－
Ｔ　Ｈ．２６４のようなビデオ圧縮標準に従って動作する。いくつかの事例では、ＭＶＣ
ベースの３ＤＶに準拠するいずれかのビットストリームは、ＭＶＣプロファイル、たとえ
ばステレオハイプロファイルに準拠するサブビットストリームを常に含む。さらに、Ｈ．
２６４／ＡＶＣに対する３次元ビデオ（３ＤＶ）コーディング拡張、すなわちＡＶＣベー
スの３ＤＶを生成する取組みが進行中である。他の例では、ビデオエンコーダ２０および
ビデオデコーダ３０は、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６１、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－１　Ｖｉ
ｓｕａｌ、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６２またはＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－２　Ｖｉｓｕａｌ
、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　Ｖｉｓｕａｌ、およびＩＴ
Ｕ－Ｔ　Ｈ．２６４、ＩＳＯ／ＩＥＣ　Ｖｉｓｕａｌに従って動作し得る。
【００４９】
　[0054]他の例では、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、ＩＴＵ－Ｔ　
Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（ＶＣＥＧ）とＩＳＯ／ＩＥＣ
　Ｍｏｔｉｏｎ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（ＭＰＥＧ）とのビデオ
コーディング共同研究部会（ＪＣＴ－ＶＣ）によって現在開発中の高効率ビデオコーディ
ング（ＨＥＶＣ）標準に従って動作し得る。「ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　
９」と呼ばれる次のＨＥＶＣ標準のドラフトは、２０１３年５月８日現在、ｈｔｔｐ：／
／ｐｈｅｎｉｘ．ｉｎｔ－ｅｖｒｙ．ｆｒ／ｊｃｔ／ｄｏｃ＿ｅｎｄ＿ｕｓｅｒ／ｄｏｃ
ｕｍｅｎｔｓ／１１＿Ｓｈａｎｇｈａｉ／ｗｇ１１／ＪＣＴＶＣ－Ｋ１００３－ｖ１３．
ｚｉｐから利用可能である、Ｂｒｏｓｓら、「Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｖｉｄ
ｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ　（ＨＥＶＣ）　ｔｅｘｔ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｄｒａｆ
ｔ　９」、ＩＴＵ－Ｔ　ＳＧ１６　ＷＰ３およびＩＳＯ／ＩＥＣ　ＪＴＣ１／ＳＣ２９／
ＷＧ１１のビデオコーディング共同研究部会（ＪＣＴ－ＶＣ）、第１１回会合、上海、中
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国、２０１２年１０月に記載されている。さらに、ＨＥＶＣ向けのＳＶＣ拡張、マルチビ
ュービデオコーディング拡張、および３ＤＶ拡張を製作する取組みが進行中である。ＨＥ
ＶＣの３ＤＶ拡張は、ＨＥＶＣベースの３ＤＶまたは３Ｄ－ＨＥＶＣと呼ばれることがあ
る。
【００５０】
　[0055]ＨＥＶＣおよび他のビデオコーディング標準において、ビデオシーケンスは通常
、一連のピクチャを含む。ピクチャは「フレーム」と呼ばれることもある。ピクチャは、
ＳL、ＳCbおよびＳCrと示される３つのサンプルアレイを含み得る。ＳLは、ルーマサンプ
ルの２次元アレイ（すなわち、ブロック）である。ＳCbは、Ｃｂクロミナンスサンプルの
２次元アレイである。ＳCrは、Ｃｒクロミナンスサンプルの２次元アレイである。クロミ
ナンスサンプルは、本明細書では「クロマ」サンプルと呼ばれることもある。他の例では
、ピクチャは、単色であってよく、ルーマサンプルのアレイのみを含み得る。
【００５１】
　[0056]ビデオエンコーダ２０は、ピクチャの符号化された表現を生成するために、コー
ディングツリーユニット（ＣＴＵ）のセットを生成し得る。ＣＴＵの各々は、ルーマサン
プル(luma　sample)のコーディングツリーブロック、クロマサンプル(chroma　sample)の
２つの対応するコーディングツリーブロック、およびコーディングツリーブロックのサン
プルをコーディングするのに使用されるシンタックス構造であり得る。コーディングツリ
ーブロックは、サンプルのＮ×Ｎブロックであり得る。ＣＴＵは「ツリーブロック」また
は「最大コーディングユニット」（ＬＣＵ：largest　coding　unit）と呼ばれることも
ある。ＨＥＶＣのＣＴＵは、Ｈ．２６４／ＡＶＣのような、他の標準のマクロブロックに
広い意味で類似し得る。しかしながら、ＣＴＵは、必ずしも特定のサイズに限定されると
は限らず、１つまたは複数のコーディングユニット（ＣＵ：coding　unit）を含み得る。
スライスは、ラスタスキャン(raster　scan)において連続的に順序付けられた整数個のＣ
ＴＵを含み得る。
【００５２】
　[0057]ビデオエンコーダ２０は、コーディングされたＣＴＵを生成するために、ＣＴＵ
のコーディングツリーブロックに対して再帰的に４分木区分を実行して、コーディングツ
リーブロックをコーディングブロックに分割することができ、したがって、「コーディン
グツリーユニット」という名称である。コーディングブロックは、サンプルのＮ×Ｎブロ
ックである。ＣＵは、ルーマサンプルアレイ、ＣｂサンプルアレイおよびＣｒサンプルア
レイ、ならびにコーディングブロックのサンプルをコーディングするために使用されるシ
ンタックス構造を有するピクチャのルーマサンプルの１つのコーディングブロックおよび
クロマサンプルの２つの対応するコーディングブロックであり得る。ビデオエンコーダ２
０は、ＣＵのコーディングブロックを１つまたは複数の予測ブロックに区分することがで
きる。予測ブロックは、同じ予測が適用されるサンプルの方形（すなわち、正方形または
非正方形）ブロックであり得る。ＣＵの予測ユニット（ＰＵ）は、ルーマサンプルの予測
ブロック、ピクチャのクロマサンプルの２つの対応する予測ブロック、予測ブロックサン
プルを予測するのに使用されるシンタックス構造であり得る。ビデオエンコーダ２０は、
ＣＵの各ＰＵのルーマ予測ブロック、Ｃｂ予測ブロック、およびＣｒ予測ブロックのため
に、予測ルーマブロックと、予測Ｃｂブロックと、予測Ｃｒブロックとを生成することが
できる。
【００５３】
　[0058]ビデオエンコーダ２０は、イントラ予測またはインター予測を使用して、ＰＵの
予測ブロックを生成することができる。ビデオエンコーダ２０がイントラ予測を使用して
ＰＵの予測ブロックを生成する場合、ビデオエンコーダ２０は、ＰＵと関連付けられたピ
クチャの復号されたサンプルに基づいて、ＰＵの予測ブロックを生成することができる。
【００５４】
　[0059]ビデオエンコーダ２０がインター予測を使用してＰＵの予測ブロックを生成する
場合、ビデオエンコーダ２０は、ＰＵと関連付けられたピクチャ以外の１つまたは複数の
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ピクチャの復号されたサンプルに基づいて、ＰＵの予測ブロックを生成することができる
。ビデオエンコーダ２０は、一方向の予測または双方向の予測を使用して、ＰＵの予測ブ
ロックを生成することができる。ビデオエンコーダ２０が一方向の予測を使用してＰＵの
予測ブロックを生成するとき、ＰＵは、単一の動きベクトルを有し得る。ビデオエンコー
ダ２０が双方向の予測を使用してＰＵの予測ブロックを生成するとき、ＰＵは、２つの動
きベクトルを有し得る。
【００５５】
　[0060]ビデオエンコーダ２０は、ＣＵの１つまたは複数のＰＵの予測ルーマブロックと
、予測Ｃｂブロックと、予測Ｃｒブロックとを生成した後、ＣＵのルーマ残差ブロックを
生成することができる。ＣＵのルーマ残差ブロック中の各サンプルは、ＣＵの予測ルーマ
ブロックのうちの１つの中のルーマサンプルとＣＵの元のルーマコーディングブロックの
中の対応するサンプルとの差分を示す。加えて、ビデオエンコーダ２０はＣＵのＣｂ残差
ブロックを生成することができる。ＣＵのＣｂ残差ブロック中の各サンプルは、ＣＵの予
測Ｃｂブロックのうちの１つの中のＣｂサンプルとＣＵの元のＣｂコーディングブロック
の中の対応するサンプルとの差分を示し得る。ビデオエンコーダ２０はＣＵのＣｒ残差ブ
ロックも生成することができる。ＣＵのＣｒ残差ブロック中の各サンプルは、ＣＵの予測
Ｃｒブロックのうちの１つの中のＣｒサンプルとＣＵの元のＣｒコーディングブロックの
中の対応するサンプルとの差分を示し得る。
【００５６】
　[0061]さらに、ビデオエンコーダ２０は４分木区分を使用して、ＣＵのルーマ残差ブロ
ックと、Ｃｂ残差ブロックと、Ｃｒ残差ブロックとを、１つまたは複数のルーマ変換ブロ
ック、Ｃｂ変換ブロック、およびＣｒ変換ブロックに分解することができる。変換ブロッ
クは、同じ変換が適用されるサンプルの方形ブロックであってもよい。ＣＵの変換ユニッ
ト（ＴＵ）は、ルーマサンプルの変換ブロック、クロマサンプルの２つの対応する変換ブ
ロック、変換ブロックサンプルを変換するのに使用されるシンタックス構造であり得る。
したがって、ＣＵの各ＴＵは、ルーマ変換ブロック、Ｃｂ変換ブロックおよびＣｒ変換ブ
ロックと関連付けられ得る。ＴＵと関連付けられたルーマ変換ブロックはＣＵのルーマ残
差ブロックのサブブロックであり得る。Ｃｂ変換ブロックはＣＵのＣｂ残差ブロックのサ
ブブロックであってもよい。Ｃｒ変換ブロックはＣＵのＣｒ残差ブロックのサブブロック
であってもよい。
【００５７】
　[0062]ビデオエンコーダ２０は、ＴＵのルーマ変換ブロックに１回または複数の変換を
適用して、ＴＵのルーマ係数ブロックを生成することができる。係数ブロックは変換係数
の２次元アレイであり得る。変換係数はスカラー量であり得る。ビデオエンコーダ２０は
、ＴＵのＣｂ変換ブロックに１つまたは複数の変換を適用して、ＴＵのＣｂ係数ブロック
を生成することができる。ビデオエンコーダ２０は、ＴＵのＣｒ変換ブロックに１つまた
は複数の変換を適用して、ＴＵのＣｒ係数ブロックを生成することができる。
【００５８】
　[0063]ビデオエンコーダ２０は、係数ブロック（たとえば、ルーマ係数ブロック、Ｃｂ
係数ブロック、またはＣｒ係数ブロック）を生成した後、係数ブロックを量子化すること
ができる。量子化は、一般に、変換係数を表すために使用されるデータの量をできるだけ
低減するために変換係数が量子化され、さらなる圧縮を実現する、処理を指す。ビデオエ
ンコーダ２０が係数ブロックを量子化した後、ビデオエンコーダ２０は、量子化された変
換係数を示すシンタックス要素をエントロピー符号化することができる。たとえば、ビデ
オエンコーダ２０は、量子化された変換係数を示すシンタックス要素に対して、コンテキ
スト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ：Context-Adaptive　Binary　Arithm
etic　Coding）を実行することができる。ビデオエンコーダ２０は、エントロピー符号化
されたシンタックス要素をビットストリームにおいて出力することができる。
【００５９】
　[0064]ビデオエンコーダ２０は、コーディングされたピクチャおよび関連付けられるデ
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ータの表現を形成するビットの列を含む、ビットストリームを出力することができる。ビ
ットストリームは、一連のネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットを備え得る。Ｎ
ＡＬユニットは、後に続くデータのタイプの指示と、必要に応じてエミュレーション防止
ビットを伴う点在させられた未加工バイトシーケンスペイロード（ＲＢＳＰ：raw　byte
　sequence　payload）の形式でそのデータを含むバイトとを含むシンタックス構造であ
り得る。すなわち、ＮＡＬユニットの各々は、ＮＡＬユニットヘッダを含み、ＲＢＳＰを
カプセル化し得る。ＮＡＬユニットヘッダは、ＮＡＬユニットタイプコードを示すシンタ
ックス要素を含み得る。ＮＡＬユニットのＮＡＬユニットヘッダによって規定されるＮＡ
Ｌユニットタイプコードは、ＮＡＬユニットのタイプを示す。ＲＢＳＰは、ＮＡＬユニッ
ト内にカプセル化された整数個のバイトを含むシンタックス構造であり得る。いくつかの
例では、ＲＢＳＰはゼロビットを含む。
【００６０】
　[0065]異なるタイプのＮＡＬユニットは、異なるタイプのＲＢＳＰをカプセル化し得る
。たとえば、第１のタイプのＮＡＬユニットはピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）のた
めのＲＢＳＰをカプセル化することができ、第２のタイプのＮＡＬユニットはコーディン
グされたスライスのためのＲＢＳＰをカプセル化することができ、第３のタイプのＮＡＬ
ユニットはＳＥＩのためのＲＢＳＰをカプセル化することができ、その他もあり得る。（
パラメータセットおよびＳＥＩメッセージのためのＲＢＳＰではなく）ビデオコーディン
グデータのためのＲＢＳＰをカプセル化するＮＡＬユニットは、ビデオコーディングレイ
ヤ（ＶＣＬ）ＮＡＬユニットと呼ばれ得る。
【００６１】
　[0066]ビデオデコーダ３０は、ビデオエンコーダ２０によって生成されたビットストリ
ームを受信することができる。加えて、ビデオデコーダ３０は、ビットストリームを解析
して、ビットストリームからシンタックス要素を復号することができる。ビデオデコーダ
３０は、ビットストリームから復号されたシンタックス要素に少なくとも一部基づいて、
ビデオデータのピクチャを再構成することができる。ビデオデータを再構成するための処
理は、一般に、ビデオエンコーダ２０によって実行される処理の逆であり得る。たとえば
、ビデオデコーダ３０は、ＰＵの動きベクトルを使用して、現在のＣＵのＰＵの予測ブロ
ックを決定することができる。加えて、ビデオデコーダ３０は、現在のＣＵのＴＵと関連
付けられる変換係数ブロックを逆量子化することができる。ビデオデコーダ３０は、変換
係数ブロックに対して逆変換を実行して、ＣＵのＴＵと関連付けられた変換ブロックを再
構成することができる。ビデオデコーダ３０は、現在のＣＵのＰＵの予測ブロックのサン
プルを現在のＣＵのＴＵの変換ブロックの対応するサンプルに追加することによって、現
在のＣＵのコーディングブロックを再構成することができる。ピクチャの各ＣＵのコーデ
ィングブロックを再構成することによって、ビデオデコーダ３０はピクチャを再構成する
ことができる。
【００６２】
　[0067]マルチビューコーディングでは、異なる視点からの同じシーンの複数のビューが
あり得る。「アクセスユニット」という用語は、同じ時間インスタンスに対応するピクチ
ャのセットを指すために使用される。したがって、ビデオデータは、経時的に発生する一
連のアクセスユニットとして概念化され得る。「ビュー成分」は、単一のアクセスユニッ
ト中のビューのコーディングされた表現であり得る。本開示では、「ビュー」は、同じビ
ュー識別子と関連付けられるビュー成分のシーケンスを指し得る。
【００６３】
　[0068]マルチビューコーディングは、ビュー間予測をサポートする。ビュー間予測は、
Ｈ．２６４／ＡＶＣおよびＨＥＶＣにおいて使用されるインター予測と同様であり、同じ
シンタックス要素を使用し得る。しかしながら、ビデオコーダが現在のビデオユニット（
ＰＵのような）に対してビュー間予測を実行するとき、ビデオエンコーダ２０は、参照ピ
クチャとして、その現在のビデオユニットと同じアクセスユニット中にあるが異なるビュ
ー中にあるピクチャを使用し得る。対照的に、従来のインター予測は、参照ピクチャとし
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て異なるアクセスユニット中のピクチャのみを使用する。
【００６４】
　[0069]マルチビューコーディングでは、ビデオデコーダ（たとえば、ビデオデコーダ３
０）が、あるビュー中のピクチャをいずれかの他のビュー中のピクチャを参照することな
く復号できる場合、そのビューは「ベースビュー」と呼ばれ得る。非ベースビューの１つ
の中のピクチャをコーディングするとき、ピクチャが、異なるビュー中にあるがビデオコ
ーダが現在コーディングしているピクチャと同じ時間インスタンス（すなわち、アクセス
ユニット）内にある場合、ビデオコーダ（ビデオエンコーダ２０またはビデオデコーダ３
０のような）は、参照ピクチャリストにピクチャを追加し得る。他のインター予測参照ピ
クチャと同様に、ビデオコーダは、参照ピクチャリストのいずれかの位置にビュー間予測
参照ピクチャを挿入し得る。
【００６５】
　[0070]ビデオコーディング標準は、ビデオのバッファリングのモデルを規定する。Ｈ．
２６４／ＡＶＣおよびＨＥＶＣでは、バッファリングのモデルは、「仮想参照デコーダ」
または「ＨＲＤ」と呼ばれる。ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８では、ＨＲＤ
はＡｎｎｅｘ　Ｃに記載される。
【００６６】
　[0071]ＨＲＤは、データが復号のためにどのようにバッファリングされるべきかという
ことと、復号されたデータが出力のためにどのようにバッファリングされるかということ
とを表す。たとえば、ＨＲＤは、コーディングされたピクチャのバッファ（「ＣＰＢ」）
、復号されたピクチャのバッファ（「ＤＰＢ」）、およびビデオデコーダの動作を表す。
ＣＰＢは、ＨＲＤによって規定される復号順序でアクセスユニットを含む、先入れ先出し
のバッファである。ＤＰＢは、ＨＲＤによって規定される参照、出力の並べ替え、または
出力遅延のために、復号されたピクチャを保持するバッファである。ＣＰＢおよびＤＰＢ
の挙動は、数学的に規定され得る。ＨＲＤは、タイミング、バッファのサイズ、およびビ
ットレートに対して制約を直接課し得る。さらに、ＨＲＤは、様々なビットストリーム特
性および統計に対して制約を間接的に課し得る。
【００６７】
　[0072]Ｈ．２６４／ＡＶＣおよびＨＥＶＣでは、ビットストリームの適合およびデコー
ダの適合は、ＨＲＤ仕様の一部として規定される。言い換えると、ＨＲＤモデルは、ビッ
トストリームが標準に適合するかどうかを決定するための試験と、デコーダが標準に適合
するかどうかを決定するための試験とを規定する。ＨＲＤがある種のデコーダと命名され
るが、ビデオエンコーダは通常ＨＲＤを使用してビットストリームの適合を保証し、ビデ
オデコーダは通常ＨＲＤを必要としない。
【００６８】
　[0073]Ｈ．２６４／ＡＶＣとＨＥＶＣの両方が、２つのタイプのビットストリームまた
はＨＲＤの適合、すなわち、Ｔｙｐｅ　ＩとＴｙｐｅ　ＩＩとを規定する。Ｔｙｐｅ　Ｉ
のビットストリームは、ビットストリーム中のすべてのアクセスユニットのための、ＶＣ
Ｌ　ＮＡＬユニットとフィラーデータＮＡＬユニットとのみを含むＮＡＬユニットストリ
ームである。Ｔｙｐｅ　ＩＩのビットストリームは、ビットストリーム中のすべてのアク
セスユニットのためのＶＣＬ　ＮＡＬユニットおよびフィラーデータＮＡＬユニットに加
えて、フィラーデータＮＡＬユニット以外の追加の非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットと、ＮＡＬ
ユニットストリームからバイトストリームを形成するすべてのｌｅａｄｉｎｇ＿ｚｅｒｏ
＿８ｂｉｔｓ、ｚｅｒｏ＿ｂｙｔｅ、ｓｔａｒｔ＿ｃｏｄｅｄ＿ｐｒｅｆｉｘ＿ｏｎｅ＿
３ｂｙｔｅｓ、およびｔｒａｉｌｉｎｇ＿ｚｅｒｏ＿８ｂｉｔｓシンタックス要素との少
なくとも１つを含む、ＮＡＬユニットストリームである。
【００６９】
　[0074]ビットストリームがビデオコーディング標準に適合するかどうかを決定するビッ
トストリーム適合試験をデバイスが実行するとき、デバイスはビットストリームの動作点
を選択することができる。デバイスは次いで、選択された動作点に適用可能なＨＲＤパラ
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メータのセットを決定することができる。デバイスは、選択された動作点に適用可能なＨ
ＲＤパラメータのセットを使用して、ＨＲＤの挙動を構成することができる。より具体的
には、デバイスは、ＨＲＤパラメータの適用可能なセットを使用して、仮想ストリームス
ケジューラ（ＨＳＳ：hypothetical　stream　scheduler）、ＣＰＢ、復号処理、ＤＰＢ
などのような、ＨＲＤの特定のコンポーネントの挙動を構成することができる。続いて、
ＨＳＳは、特定のスケジュールに従って、ビットストリームのコーディングされたビデオ
データをＨＲＤのＣＰＢに注入することができる。
【００７０】
　[0075]さらに、デバイスは、ＣＰＢ中のコーディングされたビデオデータを復号する復
号処理を呼び出すことができる。復号処理は、復号されたピクチャをＤＰＢに出力するこ
とができる。デバイスがＨＲＤを通じてデータを移動するにしたがって、デバイスは、制
約の特定のセットが満たされたままであるかどうかを決定することができる。たとえば、
デバイスは、ＨＲＤが選択された動作点の動作点表現を復号している間、ＣＰＢまたはＤ
ＰＢにおいてオーバーフローまたはアンダーフローの条件が発生しているかどうかを決定
することができる。デバイスは、このようにして、ビットストリームの各動作点を選択し
処理することができる。制約が侵害されることをビットストリームの動作点が引き起こさ
ない場合、そのビットストリームはビデオコーディング標準に適合すると、デバイスは決
定することができる。
【００７１】
　[0076]Ｈ．２６４／ＡＶＣとＨＥＶＣの両方が、２つのタイプのデコーダの適合、すな
わち、出力タイミングについてのデコーダの適合と出力順序についてのデコーダの適合と
を規定する。特定のプロファイル、ティア、およびレベルに対する適合を主張するデコー
ダは、ＨＥＶＣのようなビデオコーディング標準のビットストリーム適合要件に適合する
すべてのビットストリームの復号に成功することが可能である。本開示では、「プロファ
イル」はビットストリームシンタックスのサブセットを指し得る。「ティア」および「レ
ベル」は、各プロファイル内で規定され得る。ティアのレベルは、ビットストリーム中の
シンタックス要素の値に課された制約の規定されたセットであり得る。これらの制約は、
値に関する単純な制限であり得る。代替的に、それらは、値の算術的な組合せ（たとえば
、ピクチャの幅×ピクチャの高さ×毎秒復号されるピクチャの数）に対する制約の形態を
とり得る。下位のティアのために規定されたレベルは、上位のティアのために規定された
レベルよりも制約される。
【００７２】
　[0077]デバイスがデコーダ適合試験を実行して、試験対象のデコーダ（ＤＵＴ：decode
r　under　test）がビデオコーディング標準に適合するかどうかを決定するとき、デバイ
スは、ビデオコーディング標準に適合するビットストリームを、ＨＲＤとＤＵＴの両方に
提供することができる。ＨＲＤは、ビットストリーム適合試験に関して上で説明された方
式で、ビットストリームを処理することができる。デバイスは、ＤＵＴによって出力され
る復号されたピクチャがＨＲＤによって出力される復号されたピクチャの順序と一致する
場合、ＤＵＴがビデオコーディング標準に適合すると決定することができる。その上、デ
バイスは、ＤＵＴが復号されたピクチャを出力するタイミングが、ＨＲＤが復号されたピ
クチャを出力するタイミングと一致する場合、ＤＵＴがビデオコーディング標準に適合す
ると決定することができる。
【００７３】
　[0078]ビットストリーム適合試験およびデコーダ適合試験に加えて、デバイスは、他の
目的でＨＲＤパラメータを使用することができる。たとえば、当初のＣＰＢの除去遅延が
、適切な当初の端末間遅延を設定するようにシステムを導くために使用されてよく、かつ
ＤＰＢ出力時間が、ビデオデータビットストリームがＲＴＰを通じてトランスポートされ
るときのリアルタイムプロトコル（ＲＴＰ）タイムスタンプを導出するために使用されて
よい。
【００７４】
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　[0079]Ｈ．２６４／ＡＶＣおよびＨＥＶＣ　ＨＲＤモデルにおいて、復号またはＣＰＢ
除去は、アクセスユニットベースであり得る。すなわち、ＨＲＤは、一度に全体のアクセ
スユニットを復号し、ＣＰＢから全体のアクセスユニットを除去すると想定される。さら
に、Ｈ．２６４／ＡＶＣおよびＨＥＶＣ　ＨＲＤモデルでは、ピクチャの復号は瞬時的で
あると想定される。ビデオエンコーダ２０は、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージにお
いて、アクセスユニットの復号を開始する復号時間をシグナリングすることができる。実
際の適用例では、適合するビデオデコーダが、アクセスユニットの復号を開始するための
シグナリングされた復号時間に厳密に従う場合、特定の復号されたピクチャを出力する最
早の可能な時間は、その特定のピクチャの復号時間にその特定のピクチャを復号するため
に必要とされる時間を加えたものに等しい。しかしながら、現実の世界では、ピクチャを
復号するのに必要とされる時間は、０に等しくはできない。
【００７５】
　[0080]ＨＲＤパラメータは、ＨＲＤの様々な態様を制御することができる。言い換える
と、ＨＲＤは、ＨＲＤパラメータに依存し得る。ＨＲＤパラメータは、当初のＣＰＢの除
去遅延と、ＣＰＢサイズと、ビットレートと、当初のＤＰＢの出力遅延と、ＤＰＢサイズ
とを含み得る。ビデオエンコーダ２０は、ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）および／ま
たはシーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）において規定されるｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔ
ｅｒｓ（）シンタックス構造で、これらのＨＲＤパラメータをシグナリングすることがで
きる。個々のＶＰＳおよび／またはＳＰＳは、ＨＲＤパラメータの異なるセットに対して
複数のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックスを含み得る。いくつかの例では、
ビデオエンコーダ２０は、バッファリング期間ＳＥＩメッセージまたはピクチャタイミン
グＳＥＩメッセージにおいて、ＨＲＤパラメータをシグナリングすることができる。
【００７６】
　[0081]上で説明されたように、ビットストリームの動作点は、レイヤ識別子のセット（
すなわち、ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの値のセット）および一時
的な識別子と関連付けられる。動作点表現は、その動作点と関連付けられる各ＮＡＬユニ
ットを含み得る。動作点表現は、元のビットストリームと異なるフレームレートおよび／
またはビットレートを有し得る。これは、動作点表現が元のビットストリームのデータの
いくつかのピクチャおよび／または一部を含まないことがあるからである。したがって、
元のビットストリームを処理するときにビデオデコーダ３０が特定のレートでＣＰＢおよ
び／またはＤＰＢからデータを除去することになっていた場合、および、動作点表現を処
理するときにビデオデコーダ３０が同じレートでＣＰＢおよび／またはＤＰＢからデータ
を除去することになっていた場合、ビデオデコーダ３０は、ＣＰＢおよび／またはＤＰＢ
から、あまりにも大量の、または少量のデータを除去することがある。したがって、ビデ
オエンコーダ２０は、異なる動作点のためにＨＲＤパラメータの異なるセットをシグナリ
ングすることができる。たとえば、ビデオエンコーダ２０は、ＶＰＳに、異なる動作点の
ためのＨＲＤパラメータを含む複数のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構
造を含み得る。
【００７７】
　[0082]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８では、ＨＲＤパラメータのセットは
任意選択で、すべてのサブレイヤに共通の情報のセットを含む。言い換えると、ＨＲＤパ
ラメータのセットは、いずれかの一時的なサブレイヤを含む動作点に適用可能な、共通の
シンタックス要素のセットを含み得る。一時的なサブレイヤは、特定の値のＴｅｍｐｏｒ
ａｌＩｄを有するＶＣＬ　ＮＡＬユニット、および関連付けられる非ＶＣＬ　ＮＡＬユニ
ットからなる、一時的なスケーラブルなビットストリームの一時的なスケーラブルレイヤ
である。共通の情報のセットに加えて、ＨＲＤパラメータのセットは、個々の一時的なサ
ブレイヤに固有のシンタックス要素のセットを含み得る。たとえば、ｈｒｄ＿ｐａｒａｍ
ｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造は任意選択で、すべてのサブレイヤに共通である情報の
セットを含み、かつサブレイヤ固有の情報を常に含み得る。共通の情報のセットはＨＲＤ
パラメータの複数のセットに共通なので、ＨＲＤパラメータの複数のセット中の共通の情
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報のセットをシグナリングすることは不要であり得る。むしろ、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎ
ｇ　Ｄｒａｆｔ　８において、共通の情報は、ＨＲＤパラメータのセットがＶＰＳ中のＨ
ＲＤパラメータの最初のセットであるときに、ＨＲＤパラメータのセットの中に存在して
よく、または、共通の情報は、ＨＲＤパラメータのセットが最初の動作点のインデックス
と関連付けられるときに、ＨＲＤパラメータのセットの中に存在してよい。たとえば、Ｈ
ＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８は、ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタ
ックス構造がＶＰＳ中の最初のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造であ
るとき、またはｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造が最初の動作点と関
連付けられるときのいずれかに、共通の情報の存在をサポートする。
【００７８】
　[0083]以下の表１は、ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）のための例示的なシンタック
ス構造である。
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【表１】

【００７９】
　[0084]上の表１および本開示の他のシンタックス表の例では、型記述子ｕｅ（ｖ）をも
つシンタックス要素は、左ビットが先頭の０次指数ゴロム（Ｅｘｐ－Ｇｏｌｏｍｂ）コー
ディングを使用して符号化される可変長の符号のない整数であり得る。表１および以下の
表の例では、形式ｕ（ｎ）の記述子を有するシンタックス要素は、長さｎの符号のない値
であり、ただし、ｎは非負の整数である。
【００８０】
　[0085]表１の例示的なシンタックスでは、「ｉｆ（ｃｏｍｍｏｎＩｎｆＰｒｅｓｅｎｔ
Ｆｌａｇ）｛．．．｝」ブロック中のシンタックス要素が、ＨＲＤパラメータセットの共
通の情報である。言い換えると、ＨＲＤパラメータのセットの共通の情報は、シンタック
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ス要素ｔｉｍｉｎｇ＿ｉｎｆｏ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇと、ｎｕｍ＿ｕｎｉｔｓ＿ｉ
ｎ＿ｔｉｃｋと、ｔｉｍｅ＿ｓｃａｌｅと、ｎａｌ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｐ
ｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇと、ｖｃｌ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿
ｆｌａｇと、ｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇと、ｔ
ｉｃｋ＿ｄｉｖｉｓｏｒ＿ｍｉｎｕｓ２と、ｄｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ
＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１と、ｂｉｔ＿ｒａｔｅ＿ｓｃａｌｅと、ｃｐｂ＿ｓｉｚｅ
＿ｓｃａｌｅと、ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ
＿ｍｉｎｕｓ１と、ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１
と、ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１とを含み得る。
【００８１】
　[0086]さらに、表１の例では、シンタックス要素ｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿ｆｌ
ａｇ［ｉ］、ｐｉｃ＿ｄｕｒａｔｉｏｎ＿ｉｎ＿ｔｃ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］、ｌｏｗ＿ｄ
ｅｌａｙ＿ｈｒｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］、およびｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］は、サ
ブレイヤ固有のＨＲＤパラメータのセットであり得る。言い換えると、ｈｒｄ＿ｐａｒａ
ｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造のこれらのシンタックス要素は、特定のサブレイヤを
含む動作点にのみ適用可能であり得る。したがって、ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）
シンタックス構造のＨＲＤパラメータは、任意選択で含まれる共通の情報に加えて、ビッ
トストリームの特定のサブレイヤに固有のサブレイヤ固有ＨＲＤパラメータのセットを含
み得る。
【００８２】
　[0087]ｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿ｆｌａｇ［ｉ］シンタックス要素は、Ｈｉｇｈ
ｅｓｔＴｉｄがｉに等しいとき、出力順序においていずれかの２つの連続するピクチャの
ＨＲＤ出力時間の間の時間的な差が特定の方法で制約されることを示し得る。Ｈｉｇｈｅ
ｓｔＴｉｄは、（たとえば、動作点の）最高の一時的なサブレイヤを特定する変数であり
得る。ｐｉｃ＿ｄｕｒａｔｉｏｎ＿ｉｎ＿ｔｃ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］シンタックス要素は
、ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しいときの、コーディングされたビデオシーケンス中の
出力順序においていずれかの連続するピクチャのＨＲＤ出力時間の間の、クロックティッ
ク単位での時間的な差を規定し得る。ｌｏｗ＿ｄｅｌａｙ＿ｈｒｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］シン
タックス要素は、ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しいとき、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　
Ｄｒａｆｔ　８のＡｎｎｅｘ　Ｃに規定されるように、ＨＲＤ動作モードを規定すること
ができる。ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］シンタックス要素は、ＨｉｇｈｅｓｔＴ
ｉｄがｉに等しいときの、コーディングされたビデオシーケンスのビットストリーム中の
代替的なＣＰＢ仕様の数を規定することができる。
【００８３】
　[0088]ビデオエンコーダ２０は、ＳＥＩメッセージを使用して、ピクチャのサンプル値
の正確な復号に必要とされないメタデータをビットストリームに含めることができる。し
かしながら、ビデオデコーダ３０または他のデバイスが、様々な他の目的で、ＳＥＩメッ
セージに含まれるメタデータを使用し得る。たとえば、ビデオデコーダ３０は、ピクチャ
出力のタイミング、ピクチャの表示、喪失の検出、およびエラーの隠匿のために、ＳＥＩ
メッセージ中のメタデータを使用し得る。
【００８４】
　[0089]ビデオエンコーダ２０は、アクセスユニットに１つまたは複数のＳＥＩ　ＮＡＬ
ユニットを含め得る。言い換えると、いずれかの数のＳＥＩ　ＮＡＬユニットが、アクセ
スユニットと関連付けられ得る。さらに、各ＳＥＩ　ＮＡＬユニットが、１つまたは複数
のＳＥＩメッセージを含み得る。ＨＥＶＣ標準は、様々なタイプのＳＥＩメッセージのた
めのシンタックスとセマンティクスとを記述する。しかしながら、ＳＥＩメッセージは規
範的な復号処理に影響を与えないので、ＨＥＶＣ標準はＳＥＩメッセージの処理を記述し
ない。ＨＥＶＣ標準においてＳＥＩメッセージがある１つの理由は、補助データがＨＥＶ
Ｃを使用して異なるシステムにおいて同様に解釈されることを可能にするためである。Ｈ
ＥＶＣを使用する標準およびシステムは、ビデオエンコーダがあるＳＥＩメッセージを生
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成することを要求することがあり、または、特定のタイプの受信されたＳＥＩメッセージ
の特定の処理を定義することがある。以下の表２は、ＨＥＶＣで規定されるＳＥＩメッセ
ージを一覧にし、それらの目的を簡単に説明する。
【表２】

【００８５】
　[0090]ＨＲＤパラメータのシグナリング、およびＨＲＤパラメータおよび他のパラメー
タの選択のための既存の技法には、いくつかの問題または欠点がある。たとえば、ＨＥＶ
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Ｃ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８では、ＶＰＳ中のＨＲＤパラメータのセットのみが
、ＨＲＤ動作のために選択される。すなわち、ＨＲＤパラメータはＳＰＳの中で提供され
得るが、ＳＰＳ中のＨＲＤパラメータのセットは、ＨＲＤ動作のためにＨＥＶＣビデオデ
コーダによって選択されない。ビデオデコーダは常に、ビットストリームのＶＰＳを解析
し復号する。したがって、ビデオデコーダは常に、ＶＰＳのＨＲＤパラメータのセットを
解析し復号する。
【００８６】
　[0091]これは、ビットストリームがベースレイヤ以外のＮＡＬユニットを含むかどうか
に関係なく、当てはまる。たとえば、ＶＰＳ中でコーディングされるｈｒｄ＿ｐａｒａｍ
ｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造のみがＨＲＤ動作のために選択されることがあり、存在
する可能性のある、ＳＰＳ中のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造は決
して選択されないことがある。このことは、０よりも大きいｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿
ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓを含まないビットストリームを復号するときでも（すなわち、ビッ
トストリームがＨＥＶＣのマルチビュー拡張、３ＤＶ拡張、またはＳＶＣ拡張におけるベ
ースレイヤのみを含む）、ＶＰＳの解析と処理とを必要とし得る。
【００８７】
　[0092]したがって、ビットストリームがベースレイヤ以外のＮＡＬユニットを含む場合
、ＳＰＳ中のＨＲＤパラメータのセットを解析して扱うのは、計算リソースの無駄であり
得る。さらに、ＨＲＤパラメータのセットがＶＰＳの中に存在する場合、ＳＰＳ中のＨＲ
Ｄパラメータのセットは、無駄なビットであり得る。たとえば、ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔ
ｅｒｓ（）シンタックス構造がＳＰＳ中に存在する場合、シンタックス構造のためのコー
ディングされたビットは、純粋にビットの無駄であり得る。
【００８８】
　[0093]本開示の１つまたは複数の技法によれば、ビデオエンコーダ２０は、ピクチャの
シーケンスに適用可能なＳＰＳを含むビットストリームを生成することができる。ＳＰＳ
は、ＨＲＤパラメータのセットを含む。ＨＲＤパラメータのセットは、ターゲットレイヤ
識別子のセットと一致するレイヤ識別子のセットを有する、ビットストリームの各動作点
に適用可能である。したがって、ＳＰＳ中のＨＲＤパラメータのセットは無駄にされず、
むしろＨＲＤ動作のために使用され得る。たとえば、ＳＰＳにおいてコーディングされる
ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造がそれに対して明確に規定され得る
動作点、たとえば、ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの１つの値のみ（
すなわち、マルチビュー拡張、３ＤＶ拡張、またはスケーラブルビデオコーディング拡張
におけるレイヤＩＤ）がビットストリーム中に存在する動作点となるように。
【００８９】
　[0094]たとえば、ビデオエンコーダ２０またはビデオデコーダ３０のようなデバイスは
、ビデオパラメータセット中のＨＲＤパラメータのセットおよびＳＰＳ中のＨＲＤパラメ
ータのセットの中から、特定の動作点に適用可能なＨＲＤパラメータのセットを選択する
ことができる。この例では、デバイスは、特定の動作点に適用可能なＨＲＤパラメータの
セットに少なくとも一部基づいて、その特定の動作点と関連付けられるビットストリーム
のサブセットがビデオコーディング標準に適合するかどうかを試験する、ビットストリー
ム適合試験を実行することができる。ビットストリーム適合試験は、ＨＥＶＣのようなビ
デオコーディング標準に動作点表現が適合することを確かめることができる。
【００９０】
　[0095]本開示では、動作点は、ＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔとして示されるｎｕｈ＿ｒｅ
ｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ値のセット、およびＯｐＴｉｄとして示されるＴｅ
ｍｐｏｒａｌＩｄ値によって特定され得る。入力としてＯｐＴｉｄおよびＯｐＬａｙｅｒ
ＩｄＳｅｔを伴って、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８の１０．１項で規定さ
れるようなサブビットストリーム抽出処理の出力として導出される、関連付けられるビッ
トストリームのサブセットは、独立に復号可能である。ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒ
ａｆｔ　８の１０．１項は、ビットストリームからサブビットストリーム（すなわち、動
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作点表現）を抽出するための動作を記述する。具体的には、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　
Ｄｒａｆｔ　８の１０．１項は、サブビットストリームが、ｔＩｄＴａｒｇｅｔよりも大
きい一時的な識別子（たとえば、ＴｅｍｐｏｒａｌＩＤ）またはｔａｒｇｅｔＤｅｃＬａ
ｙｅｒＩｄＳｅｔの中の値にはないレイヤ識別子（たとえば、ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ
＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ）を有するすべてのＮＡＬユニットをビットストリームから除去
することによって、導出されることを規定する。ｔＩｄＴａｒｇｅｔおよびｔａｒｇｅｔ
ＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔは、ビットストリーム抽出処理のパラメータである。
【００９１】
　[0096]ＨＲＤパラメータをシグナリングするための既存の技法の別の例示的な問題また
は欠点として、デバイスエンコーダ、デバイスデコーダ、または別のタイプのデバイスの
ようなデバイスは、動作点のための動作点表現に対してビットストリーム適合試験を実行
することがある。上で言及されたように、ターゲットレイヤ識別子のセットおよび一時的
な識別子は、動作点を特定するために使用され得る。ターゲットレイヤ識別子のセットは
、「ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔ」と示され得る。一時的な識別子は、「Ｔ
ａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ」と示され得る。問題なことに、ＨＥＶＣ　Ｗｏ
ｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８は、ビットストリーム適合試験を実行するときに、どのよう
にＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔまたはＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴ
ｉｄが設定されるかを規定しない。たとえば、復号処理がビットストリーム適合試験のた
めに呼び出されるとき、シンタックス要素のセマンティクスがＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙ
ｅｒＩｄＳｅｔの値として明確に規定されず、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ
が適切に設定されない。
【００９２】
　[0097]本開示の１つまたは複数の技法は、ビットストリーム適合試験を実行するときに
、どのようにＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔおよびＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇ
ｈｅｓｔＴｉｄが設定されるかを示す。たとえば、ビットストリーム（または動作点表現
）がビットストリーム適合試験において復号される場合にＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒ
ＩｄＳｅｔがＨＥＶＣ標準のＣ．１項で規定されるように設定されるように、ビットスト
リーム（または動作点表現）のための一般的な復号処理が修正される。同様に、ビットス
トリーム（または動作点表現）がビットストリーム適合試験において復号される場合にＴ
ａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８の
Ｃ．１項において規定されるように設定されるように、ビットストリーム（または動作点
表現）のための一般的な復号処理が修正され得る。言い換えると、デバイスは、ビットス
トリームのサブセット中に存在する各レイヤ識別子を含む特定の動作点のターゲットレイ
ヤ識別子セットを決定することができ、特定の動作点のレイヤ識別子セットは、ビットス
トリーム中に存在するレイヤ識別子のサブセットである。加えて、デバイスは、ビットス
トリームのサブセット中に存在する最大の一時的な識別子に等しい特定の動作点のターゲ
ット一時的な識別子を決定することができ、特定の動作点のターゲット一時的な識別子は
、ビットストリーム中に存在する最大の一時的な識別子以下である。
【００９３】
　[0098]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のＣ．１項では、ＴａｒｇｅｔＤｅ
ｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔがｔａｒｇｅｔＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔに設定される。ｔａｒ
ｇｅｔＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔは、試験対象の動作点の動作点表現の中に存在する、ｎ
ｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの値のセットを含む。ｔａｒｇｅｔＯｐ
ＬａｙｅｒＩｄＳｅｔは、試験対象のビットストリーム中に存在するｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒ
ｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの値のサブセットである。
【００９４】
　[0099]さらに、変数ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄは、復号されるべき最高
の一時的なサブレイヤを特定する。一時的なサブレイヤは、特定の値のＴｅｍｐｏｒａｌ
Ｉｄを有するＶＣＬ　ＮＡＬユニット、および関連付けられる非ＶＣＬ　ＮＡＬユニット
からなる、一時的なスケーラブルなビットストリームの一時的なスケーラブルレイヤであ
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る。ＨＥＶＣ標準の項Ｃ．１において、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄはｔａ
ｒｇｅｔＯｐＴｉｄに設定される。ｔａｒｇｅｔＯｐＴｉｄは、試験対象の動作点の動作
点表現の中に存在する最大のｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄに等しく、試験対象のビットストリ
ーム中に存在する最大のｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ以下である。したがって、復号処理がビ
ットストリーム適合試験のために呼び出されるとき、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄ
ＳｅｔおよびＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄの値は、特定のビットストリーム
適合試験のための試験対象の動作点に対応するサブビットストリーム中に存在する、ｎｕ
ｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ値のセットおよび最大のＴｅｍｐｏｒａｌ
Ｉｄ値に設定される。
【００９５】
　[0100]このようにして、デバイス（ビデオエンコーダ２０、ビデオデコーダ３０、追加
のデバイス２１、または別のデバイスのような）は、本開示の１つまたは複数の技法に従
って、ビットストリーム適合試験を実行することの一部として復号処理を実行することが
できる。復号処理を実行することは、ビットストリーム抽出処理を実行して、レイヤ識別
子のターゲットセットおよびターゲットの最高の一時的な識別子によって定義される動作
点の動作点表現を、ビットストリームから抽出することを備え得る。レイヤ識別子のター
ゲットセット（すなわち、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔ）は、動作点表現の
中に存在するレイヤ識別子のシンタックス要素（たとえば、ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿
ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓシンタックス要素）の値を含む。レイヤ識別子のターゲットセット
は、ビットストリームのレイヤ識別子シンタックス要素の値のサブセットである。ターゲ
ットの最高の一時的な識別子（すなわち、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ）は
、動作点表現の中に存在する最大の一時的な識別子に等しい。ターゲットの最高の一時的
な識別子は、ビットストリーム中に存在する最大の一時的な識別子以下である。復号処理
を実行することはまた、動作点表現のＮＡＬユニットを復号することを備える。
【００９６】
　[0101]復号処理は、ビットストリーム適合試験を実行することの一部として常に実行さ
れるとは限らない。むしろ、復号処理は、ビットストリームを復号するための一般的な処
理であり得る。復号処理がビットストリーム適合試験の一部として実行されないとき、外
部ソースが、動作点のためのＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔとＴａｒｇｅｔＤ
ｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄとを規定することができる。外部ソースは、ビットストリーム
の外部の情報のいずれかのソースであり得る。たとえば、ＣＤＮデバイスは、特定のビデ
オデコーダの構成に基づいて、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔとＴａｒｇｅｔ
ＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄとをプログラム的に決定し規定することができる。復号処理
を実行するデバイスは、外部的に規定されたＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔと
ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄとを使用して、ビットストリームから動作点表
現を抽出することができる。復号処理を実行するデバイスは次いで、抽出された動作点表
現のＮＡＬユニットを復号することができる。
【００９７】
　[0102]したがって、復号処理がビットストリーム適合試験の一部として実行されないと
き、復号処理を実行するデバイスは、外部ソースから、レイヤ識別子のターゲットセット
とターゲットの最高の一時的な識別子とを受け取ることができる。レイヤ識別子のターゲ
ットセットは、動作点表現の中に存在するレイヤ識別子のシンタックス要素の値を含む。
ターゲットの最高の一時的な識別子は、第２の動作点表現の中に存在する最大の一時的な
識別子に等しい。さらに、復号処理を実行するデバイスは、ビットストリーム抽出処理を
実行して、ビットストリームから動作点表現を抽出することができる。復号処理を実行す
るデバイスは次いで、動作点表現のＮＡＬユニットを復号することができる。
【００９８】
　[0103]他の例では、外部ソースは、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔまたはＴ
ａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄを規定しない。そのような例では、復号処理は、
ビットストリーム全体に対して実行され得る。たとえば、デバイスは、ビットストリーム
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抽出処理を実行して、ビットストリームから動作点表現を抽出することができる。この例
では、０が、動作点表現の中に存在するレイヤ識別子のシンタックス要素（すなわち、ｎ
ｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ）の唯一の値である。さらに、この例で
は、ビットストリームの中に存在する最大の一時的な識別子は、動作点表現の中に存在す
る最大の一時的な識別子に等しい。この例では、復号処理を実行するデバイスは、動作点
表現のＮＡＬユニットを復号することができる。
【００９９】
　[0104]上で示されたように、ＳＰＳは、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅ
ｒｉｎｇ［ｉ］として示されるシンタックス要素のアレイを含むことがあり、ｉは、０か
らビットストリーム中の一時的なレイヤの最大の数にまでわたる。ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅ
ｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］は、最高の一時的な識別子（ＨｉｇｈｅｓｔＴｉ
ｄ）がｉに等しいときの、ＤＰＢの最大の要求されるサイズを示す。ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄ
ｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］は、ピクチャ記憶バッファの単位で要求される
サイズを示す。さらに、ＳＰＳは、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ
［ｉ］によって示されるシンタックス要素のアレイを含むことがあり、ｉは、０からビッ
トストリーム中の一時的なレイヤの最大の数にまでわたる。ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒ
ｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］は、最高の一時的な識別子（ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ）がｉ
に等しいときの、復号順序においていずれかのピクチャに先行し出力順序においてそのピ
クチャに後続するピクチャの、許容される最大の数を示す。加えて、ＨＲＤパラメータの
セットは、ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］と示されるシンタックス要素のアレイを
含んでよく、ｉは、０からビットストリーム中の一時的なレイヤの最大の数にまでわたる
。ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］は、最高の一時的な識別子（ＨｉｇｈｅｓｔＴｉ
ｄ）がｉに等しいときの、コーディングされたビデオシーケンスのビットストリーム中の
代替的なＣＰＢ仕様の数を規定する。
【０１００】
　[0105]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８は最高の一時的な識別子（Ｈｉｇｈ
ｅｓｔＴｉｄ）によって意味されるものを規定しないので、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　
Ｄｒａｆｔ　８、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］、ｓｐｓ
＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］、およびｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕ
ｓ１［ｉ］は、ＨＲＤ動作、ビットストリーム適合動作、およびレベル制約において適切
に選択されない。言い換えると、ＨＲＤ動作、ビットストリーム適合要件、およびレベル
制約における、パラメータｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］、
ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］、およびｃｐｂ＿ｃｎｔ＿
ｍｉｎｕｓ１［ｉ］は、適切に選択されない。
【０１０１】
　[0106]本開示の１つまたは複数の技法によれば、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂ
ｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］は、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しいとき
のＤＰＢの最大の要求されるサイズをｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉ
ｎｇ［ｉ］が示すように、定義される。ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄは、上
で説明された方式で決定される。これは、ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄが定義されないＨＥＶＣ
　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８とは対照的な状態であり得る。ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅ
ｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］の値は、両端を含めて、０からＭａｘＤｐｂＳｉ
ｚｅ（ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のＡ．４項で規定されるような）の範
囲にあるものとする。ｉが０より大きいとき、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆ
ｆｅｒｉｎｇ［ｉ］は、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ－１
］以上であるものとする。ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］
の値は、ｉの各値に対して、ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ
］以下であるものとする。
【０１０２】
　[0107]同様に、本開示の１つまたは複数の技法によれば、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒ
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ｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］は、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等し
いときの、復号順序においていずれかのピクチャに先行し出力順序においてそのピクチャ
に後続するピクチャの許容される最大の数をｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿
ｐｉｃｓ［ｉ］が示すように、定義される。ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄは
、上で説明された方式で決定される。ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃ
ｓ［ｉ］の値は、両端を含めて、０からｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒ
ｉｎｇ［ｉ］の範囲にあるものとする。ｉが０より大きいとき、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ
＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］は、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉ
ｃｓ［ｉ－１］以上であるものとする。ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉ
ｃｓ［ｉ］の値は、ｉの各値に対して、ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉ
ｃｓ［ｉ］以下であるものとする。
【０１０３】
　[0108]さらに、本開示の１つまたは複数の技法によれば、ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ
１［ｉ］は、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しいときの、コーディン
グされたビデオシーケンスのビットストリーム中の代替的なＣＰＢ仕様の数を規定するこ
とができ、ｉは、０からビットストリーム中の一時的なレイヤの最大の数にまでわたる。
ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄは、上で説明された方式で決定される。ｃｐｂ
＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］の値は、両端を含めて、０から３１の範囲にある。ｌｏｗ
＿ｄｅｌａｙ＿ｈｒｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］が１に等しいとき、ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ
１［ｉ］は０に等しい。ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］が存在しないとき、ｃｐｂ
＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］は０に等しいと推測される。
【０１０４】
　[0109]したがって、本開示の１つまたは複数の技法によれば、デバイスは、最高の一時
的な識別子に基づいて、シンタックス要素の例の中から特定のシンタックス要素を決定す
ることができる。最高の一時的な識別子は、最高の一時的な識別子が復号されるべき最高
の一時的なレイヤを常に特定するように、定義される。したがって、ＨＲＤ動作、ビット
ストリーム適合要件、およびレベル制約におけるｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅ
ｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］、お
よびｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］は、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ
の明確に規定された値に等しいｉについて一貫して選択される。
【０１０５】
　[0110]このようにして、デバイス（そのようなビデオエンコーダ２０、ビデオデコーダ
３０、追加のデバイス２１、または別のデバイス）は、ＨＲＤ動作を実行して、ビデオコ
ーディング標準に対するビットストリームの適合を決定し、または、ビデオコーディング
標準に対するビデオデコーダの適合を決定することができる。ＨＲＤ動作を実行すること
の一部として、デバイスは、ビットストリームの選択された動作点と関連付けられるビッ
トストリームのサブセットの最高の一時的な識別子を決定することができる。加えて、デ
バイスは、最高の一時的な識別子に基づいて、シンタックス要素のアレイ（たとえば、ｓ
ｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐ
ｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］、またはｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］）の中か
ら、特定のシンタックス要素を決定することができる。さらに、デバイスは、ＨＲＤ動作
において特定のシンタックス要素を使用することができる。
【０１０６】
　[0111]さらに、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８では、ＶＰＳにおけるｈｒ
ｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造の各々が、どのｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔ
ｅｒｓ（）シンタックス構造がＨＲＤ動作における使用のために選択されるかに基づいて
、ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｓ（）シンタックス構造と関連付
けられ得る。各々の選択されたｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造に対
応して、バッファリング期間ＳＥＩメッセージおよびピクチャタイミングＳＥＩメッセー
ジのセットも、ＨＲＤ動作において要求され得る。しかしながら、関連付けられるｏｐｅ
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ｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｓ（）シンタックス構造がｎｕｈ＿ｒｅｓ
ｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの複数の値（すなわち、ＨＥＶＣのマルチビュー拡張
、３ＤＶ拡張、またはスケーラブルビデオコーディング拡張における複数のレイヤＩＤ）
を含むｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造に、バッファリング期間ＳＥ
ＩメッセージまたはピクチャタイミングＳＥＩメッセージを関連付ける方法はない。
【０１０７】
　[0112]この問題に対する解決法は、Ｈ．２６４／ＡＶＣのＡｎｎｅｘ　Ｈまたは同様の
ものにおいて規定されるような、マルチビューコーディングのスケーラブルネスティング
ＳＥＩメッセージを適用することであり得る。しかしながら、マルチビューコーディング
のスケーラブルネスティングＳＥＩメッセージまたは同様のＳＥＩメッセージは、次の欠
点を有し得る。第１に、Ｈ．２６４／ＡＶＣにおけるＳＥＩ　ＮＡＬユニットは１バイト
のＮＡＬユニットヘッダのみを有するので、バッファリング期間ＳＥＩメッセージまたは
ピクチャタイミングＳＥＩメッセージの動作点との関連付けのために、ＨＥＶＣ　ＳＥＩ
　ＮＡＬユニットのＮＡＬユニットヘッダの中のｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿
６ｂｉｔｓおよびｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１で搬送される情報を使用する方法
がないことがある。第２に、各々のネストされたＳＥＩメッセージは、１つの動作点のみ
と関連付けられることが可能である。
【０１０８】
　[0113]本開示の１つまたは複数の技法は、バッファリング期間ＳＥＩメッセージ、ピク
チャタイミングＳＥＩメッセージ、またはサブピクチャタイミングＳＥＩメッセージで搬
送され得るａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔｓ（）シンタックス
構造を通じて、バッファリング期間ＳＥＩメッセージ、ピクチャタイミングＳＥＩメッセ
ージ、またはサブピクチャタイミングＳＥＩメッセージが適用される動作点を明確に規定
するための機構を提供することができる。この機構は、ＳＥＩ　ＮＡＬユニットのＮＡＬ
ユニットヘッダ中のシンタックス要素ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ
およびｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１で搬送される情報を使用する可能にでき、複
数の動作点によって、同じバッファリング期間ＳＥＩメッセージ、ピクチャタイミングＳ
ＥＩメッセージまたはサブピクチャタイミングＳＥＩメッセージで運ばれる情報の共有を
可能にできる。
【０１０９】
　[0114]図２は、本開示の技法を実装し得る例示的なビデオエンコーダ２０を示すブロッ
ク図である。図２は、説明のために提供されるものであり、本開示で広く例示され説明さ
れる技法を限定するものと見なされるべきではない。説明の目的で、本開示は、ＨＥＶＣ
コーディングの文脈でビデオエンコーダ２０を説明する。しかしながら、本開示の技法は
、他のコーディング標準または方法に適用可能であり得る。
【０１１０】
　[0115]図２の例では、ビデオエンコーダ２０は、予測処理ユニット１００と、残差生成
ユニット１０２と、変換処理ユニット１０４と、量子化ユニット１０６と、逆量子化ユニ
ット１０８と、逆変換処理ユニット１１０と、再構成ユニット１１２と、フィルタユニッ
ト１１４と、復号されたピクチャのバッファ１１６と、エントロピー符号化ユニット１１
８とを含む。予測処理ユニット１００は、インター予測処理ユニット１２０とイントラ予
測処理ユニット１２６とを含む。インター予測処理ユニット１２０は、動き推定ユニット
１２２と動き補償ユニット１２４とを含む。他の例では、ビデオエンコーダ２０は、より
多数の、より少数の、または異なる機能コンポーネントを含み得る。
【０１１１】
　[0116]ビデオエンコーダ２０はビデオデータを受信することができる。ビデオエンコー
ダ２０はビデオデータのピクチャのスライス中の各ＣＴＵを符号化することができる。Ｃ
ＴＵの各々は、等しいサイズのルーマコーディングツリーブロック（ＣＴＢ：coding　tr
ee　block）およびピクチャの対応するＣＴＢと関連付けられ得る。ＣＴＵの符号化の一
部として、予測処理ユニット１００は、４分木区分を実行して、ＣＴＵのＣＴＢを徐々に
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より小さくなるブロックに分割することができる。より小さいブロックは、ＣＵのコーデ
ィングブロックであり得る。たとえば、予測処理ユニット１００は、ＣＴＵと関連付けら
れるＣＴＢを４つの等しいサイズのサブブロックに区分することができ、サブブロックの
１つまたは複数を４つの等しいサイズのサブサブブロックに区分することができ、以下同
様である。
【０１１２】
　[0117]ビデオエンコーダ２０は、ＣＴＵのＣＵを符号化して、ＣＵの符号化された表現
（すなわち、コーディングされたＣＵ）を生成することができる。ＣＵを符号化すること
の一部として、予測処理ユニット１００は、ＣＵの１つまたは複数のＰＵの中で、ＣＵと
関連付けられるコーディングブロックを区分することができる。したがって、各ＰＵは、
ルーマ予測ブロックおよび対応するクロマ予測ブロックと関連付けられ得る。ビデオエン
コーダ２０およびビデオデコーダ３０は、様々なサイズを有するＰＵをサポートすること
ができる。ＣＵのサイズは、ＣＵのルーマコーディングブロックのサイズを指すことがあ
り、かつＰＵのサイズは、ＰＵのルーマ予測ブロックのサイズを指すことがある。特定の
ＣＵのサイズを２Ｎ×２Ｎと仮定すると、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３
０は、イントラ予測のために２Ｎ×２ＮまたはＮ×ＮのＰＵサイズをサポートすることが
でき、インター予測のために２Ｎ×２Ｎ、２Ｎ×Ｎ、Ｎ×２Ｎ、Ｎ×Ｎ、または同様の対
称的なＰＵサイズをサポートすることができる。ビデオエンコーダ２０およびビデオデコ
ーダ３０はまた、インター予測のために、２Ｎ×ｎＵ、２Ｎ×ｎＤ、ｎＬ×２Ｎ、および
ｎＲ×２ＮのＰＵサイズのための非対称的な区分をサポートすることができる。
【０１１３】
　[0118]インター予測処理ユニット１２は、ＣＵの各ＰＵに対してインター予測を実行す
ることによって、ＰＵの予測データを生成することができる。ＰＵの予測データは、ＰＵ
の予測ブロックとＰＵの動き情報とを含み得る。インター予測ユニット１２０は、ＰＵが
Ｉスライス中にあるか、Ｐスライス中にあるか、またはＢスライス中にあるかに応じて、
ＣＵのＰＵに対して異なる動作を実行することができる。Ｉスライス中では、すべてのＰ
Ｕがイントラ予測される。したがって、ＰＵがＩスライス中にある場合、インター予測処
理ユニット１２０は、ＰＵに対してインター予測を実行しない。したがって、Ｉモード(
登録商標)で符号化されたブロックに対して、予測ブロックは、同じフレーム内の前に符
号化された隣接ブロックからの空間的予測を使用して形成される。
【０１１４】
　[0119]ＰＵがＰスライス中にある場合、動き推定ユニット１２２は、ＰＵの参照領域の
ための参照ピクチャのリスト（たとえば、「ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０」）中の参照ピクチ
ャを探索し得る。ＰＵの参照領域は、ＰＵの予測ブロックに最も密接に対応するサンプル
ブロックを含む参照ピクチャ内の領域であり得る。動き推定ユニット１２２は、ＰＵの参
照領域を含む参照ピクチャのＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０中の位置を示す参照インデックスを
生成し得る。加えて、動き推定ユニット１２２は、ＰＵの予測ブロックと参照領域と関連
付けられる参照位置の間の、空間的な変位を示す動きベクトルを生成し得る。たとえば、
動きベクトルは現在のピクチャ中の座標から参照ピクチャ中の座標までのオフセットを提
供する、２次元ベクトルであり得る。動き推定ユニット１２２は、ＰＵの動き情報として
、参照インデックスと動きベクトルとを出力し得る。動き補償ユニット１２４は、ＰＵの
動きベクトルによって示される参照位置における実際のサンプルまたは補間されたサンプ
ルに基づいて、ＰＵの予測ブロックを生成し得る。
【０１１５】
　[0120]ＰＵがＢスライス中にある場合、動き推定ユニット１２２は、ＰＵに対して単方
向予測または双方向予測を実行することができる。ＰＵについて単方向予測を実行するた
めに、動き推定ユニット１２２は、ＰＵの参照領域について、ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０の
参照ピクチャまたは第２の参照ピクチャリスト（「ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ２」）を探索し
得る。動き推定ユニット１２２は、参照領域を含む参照ピクチャのＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ
０またはＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１中の位置を示す参照インデックスと、ＰＵのサンプルブ
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ロックと参照領域と関連付けられる参照位置との間の空間的な変位を示す動きベクトルと
、参照ピクチャがＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０の中にあるか、またはＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１
の中にあるかを示す１つまたは複数の予測方向インジケータとを、ＰＵの動き情報として
出力することができる。動き補償ユニット１２４は、ＰＵの動きベクトルによって示され
る参照領域における実際のサンプルまたは補間されたサンプルに少なくとも一部基づいて
、ＰＵの予測ブロックを生成し得る。
【０１１６】
　[0121]動き推定ユニット１２２は、ＰＵについて双方向インター予測を実行するために
、ＰＵの参照領域についてＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０の中の参照ピクチャを探索することが
でき、ＰＵの別の参照領域についてＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１の中の参照ピクチャを探索す
ることもできる。動き推定ユニット１２２は、参照領域を含む参照ピクチャのＲｅｆＰｉ
ｃＬｉｓｔ０およびＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１の中の位置を示す、参照インデックスを生成
し得る。加えて、動き推定ユニット１２２は、参照領域と関連付けられる参照位置とＰＵ
のサンプルブロックとの間の空間的な変位を示す動きベクトルを生成することができる。
ＰＵの動き情報は、ＰＵの参照インデックスと、動きベクトルとを含み得る。動き補償ユ
ニット１２４は、ＰＵの動きベクトルによって示される参照領域における実際のサンプル
または補間されたサンプルに少なくとも一部基づいて、ＰＵの予測ブロックを生成し得る
。
【０１１７】
　[0122]イントラ予測処理ユニット１２６は、ＰＵに対してイントラ予測を実行すること
によって、ＰＵの予測データを生成することができる。ＰＵの予測データは、ＰＵの予測
ブロックと様々なシンタックス要素とを含み得る。イントラ予測処理ユニット１２６は、
Ｉスライス、Ｐスライス、およびＢスライスの中のＰＵに対してイントラ予測を実行する
ことができる。
【０１１８】
　[0123]ＰＵに対してイントラ予測を実行するために、イントラ予測処理ユニット１２６
は、複数のイントラ予測モードを使用して、ＰＵの予測データの複数のセットを生成する
ことができる。イントラ予測モードを使用してＰＵの予測データのセットを生成するため
に、イントラ予測処理ユニット１２６は、そのイントラ予測モードと関連付けられた方向
へと、ＰＵのサンプルブロック全体にわたって、隣接するＰＵのサンプルブロックからサ
ンプルを延ばすことができる。隣接するＰＵは、ＰＵ、ＣＵ、およびＣＴＵについて左か
ら右、上から下の符号化順序を仮定すると、ＰＵの上、右上、左上、または左にあり得る
。イントラ予測処理ユニット１２６は、様々な数のイントラ予測モード、たとえば３３個
の方向のイントラ予測モードを使用することができる。いくつかの例では、イントラ予測
モードの数は、ＰＵと関連付けられた領域のサイズに依存し得る。
【０１１９】
　[0124]予測処理ユニット１００は、ＰＵのためにインター予測処理ユニット１２０によ
って生成された予測データ、またはＰＵのためにイントラ予測処理ユニット１２６によっ
て生成された予測データの中から、ＣＵのＰＵの予測データを選択することができる。い
くつかの例では、予測処理ユニット１００は、予測データのセットのレート／ひずみ測定
基準に基づいて、ＣＵのＰＵの予測データを選択する。選択された予測データの予測ブロ
ックは、本明細書では、選択された予測ブロックと呼ばれ得る。
【０１２０】
　[0125]残差生成ユニット１０２は、ＣＵのルーマコーディングブロック、Ｃｂコーディ
ングブロック、およびＣｒコーディングブロックならびにＣＵのＰＵの選択された予測ル
ーマブロック、予測Ｃｂブロック、および予測Ｃｒブロックに基づいて、ＣＵのルーマ残
差ブロックと、Ｃｂ残差ブロックと、Ｃｒ残差ブロックとを生成することができる。たと
えば、残差生成ユニット１０２は、残差ブロック中の各サンプルが、ＣＵのコーディング
ブロック中のサンプルとＣＵのＰＵの対応する選択された予測ブロック中の対応するサン
プルとの間の差に等しい値を有するように、ＣＵの残差ブロックを生成することができる
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。
【０１２１】
　[0126]変換処理ユニット１０４は、４分木区分を実行して、ＣＵと関連付けられた残差
ブロックをＣＵのＴＵと関連付けられた変換ブロックに区分することができる。したがっ
て、ＴＵは、ルーマ変換ブロックおよび２つのクロマ変換ブロックと関連付けられ得る。
ＣＵのＴＵのルーマ変換ブロックおよびクロマ変換ブロックのサイズおよび位置は、ＣＵ
のＰＵの予測ブロックのサイズおよび位置に基づくこともまたは基づかないこともある。
「残差４分木」（ＲＱＴ）として知られる４分木構造は、領域の各々と関連付けられたノ
ードを含み得る。ＣＵのＴＵは、ＲＱＴのリーフノードに対応し得る。
【０１２２】
　[0127]変換処理ユニット１０４は、ＴＵの変換ブロックに１つまたは複数の変換を適用
することによって、ＣＵの各ＴＵのための変換係数ブロックを生成することができる。変
換処理ユニット１０４は、ＴＵと関連付けられた変換ブロックに様々な変換を適用し得る
。たとえば、変換処理ユニット１０４は、離散コサイン変換（ＤＣＴ）、方向変換、また
は概念的に同様の変換を変換ブロックに適用し得る。いくつかの例において、変換処理ユ
ニット１０４は変換ブロックに変換を適用しない。そのような例では、変換ブロックは変
換係数ブロックとして扱われ得る。
【０１２３】
　[0128]量子化ユニット１０６は、係数ブロック中の変換係数を量子化し得る。量子化処
理は、変換係数の一部またはすべてと関連付けられたビット深度を低減し得る。たとえば
、量子化の間にｎビットの変換係数がｍビット変換係数へと切り捨てられてよく、この場
合、ｎはｍよりも大きい。量子化ユニット１０６は、ＣＵと関連付けられた量子化パラメ
ータ（ＱＰ）値に基づいてＣＵのＴＵと関連付けられた係数ブロックを量子化することが
できる。ビデオエンコーダ２０は、ＣＵと関連付けられたＱＰの値を調整することによっ
て、ＣＵと関連付けられた係数ブロックに適用される量子化の程度を調整することができ
る。量子化は情報の損失をもたらすことがあり、したがって、量子化された変換係数は、
元の係数よりも低い精度を有することがある。
【０１２４】
　[0129]逆量子化ユニット１０８および逆変換処理ユニット１１０は、それぞれ、係数ブ
ロックに逆量子化および逆変換を適用して、係数ブロックから残差ブロックを再構成し得
る。再構成ユニット１１２は、再構成された残差ブロックを、予測処理ユニット１００に
よって生成された１つまたは複数の予測ブロックからの対応するサンプルに追加して、Ｔ
Ｕと関連付けられた再構成された変換ブロックを生成し得る。このようにＣＵの各ＴＵの
ための変換ブロックを再構成することによって、ビデオエンコーダ２０は、ＣＵのコーデ
ィングブロックを再構成し得る。
【０１２５】
　[0130]フィルタユニット１１４は、１つまたは複数のデブロッキング動作を実行して、
ＣＵと関連付けられたコーディングブロック中のブロッキングアーティファクトを低減す
ることができる。復号されたピクチャのバッファ１１６は、フィルタユニット１１４が、
再構成されたコーディングブロックに対して１回または複数のデブロッキング動作を実行
した後、再構成されたコーディングブロックを記憶し得る。インター予測ユニット１２０
は、再構成されたコーディングブロックを含む参照ピクチャを使用して、他のピクチャの
ＰＵに対してインター予測を実行し得る。加えて、イントラ予測処理ユニット１２６は、
復号されたピクチャのバッファ１１６の中の再構成されたコーディングブロックを使用し
て、ＣＵと同じピクチャの中の他のＰＵに対してイントラ予測を実行することができる。
【０１２６】
　[0131]エントロピー符号化ユニット１１８は、ビデオエンコーダ２０の他の機能コンポ
ーネントからデータを受け取ることができる。たとえば、エントロピー符号化ユニット１
１８は、量子化ユニット１０６から係数ブロックを受け取ることができ、予測処理ユニッ
ト１００からシンタックス要素を受け取ることができる。エントロピー符号化ユニット１
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１８は、このデータに対して１つまたは複数のエントロピー符号化動作を実行して、エン
トロピー符号化されたデータを生成することができる。たとえば、エントロピー符号化ユ
ニット１１８は、コンテキスト適応型可変長コーディング（ＣＡＶＬＣ：context-adapti
ve　variable　length　coding）動作、ＣＡＢＡＣ動作、可変－可変（Ｖ２Ｖ：variable
-to-variable）長コーディング動作、シンタックスベースコンテキスト適応型バイナリ算
術コーディング（ＳＢＡＣ：syntax-based　context-adaptive　binary　arithmetic　co
ding）動作、確率間隔区分エントロピー（ＰＩＰＥ：Probability　Interval　Partition
ing　Entropy）コーディング動作、指数ゴロム符号化動作、または別のタイプのエントロ
ピー符号化動作をデータに対して実行し得る。ビデオエンコーダ２０は、エントロピー符
号化ユニット１１８によって生成されたエントロピー符号化されたデータを含むビットス
トリームを出力することができる。たとえば、ビットストリームはＣＵのＲＱＴを表すデ
ータを含み得る。
【０１２７】
　[0132]本開示の他の箇所で示されるように、ビデオエンコーダ２０はビットストリーム
でＶＰＳをシグナリングすることができる。ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８
では、ＶＰＳの特定のシンタックス要素（すなわち、ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿
ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］、ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］
、およびｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｌａｔｅｎｃｙ＿ｉｎｃｒｅａｓｅ［ｉ］）は値Ｈｉｇｈｅｓ
ｔＴｉｄに関して定義され、ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄは定義されない。本開示の１つまたは
複数の技法によれば、ＶＰＳのこれらのシンタックス要素は、値ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉ
ｇｈｅｓｔＴｉｄに関して定義されてよく、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄは
、本開示の他の箇所で説明されるＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ、ように定義
される。以下の表３は、本開示の１つまたは複数の技法による、ＶＰＳのシンタックスを
示す。
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【表３】

【０１２８】
　[0133]表３の斜字の部分および、本開示全体の他のシンタックス表またはセマンティク
スの説明は、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８との差を示し得る。本開示の１
つまたは複数の技法によれば、ＶＰＳの以下のシンタックス要素のセマンティクスは、次
のように変更され得る。ＶＰＳの他のシンタックス要素のセマンティクスは、ＨＥＶＣ　
Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８　の場合と同じままであり得る。
【０１２９】
ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］は、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨ
ｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しいときの、ピクチャ記憶バッファの単位での、復号された
ピクチャのバッファの要求されるサイズを規定する。ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿
ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］の値は、両端を含めて、０からＭａｘＤｐｂＳｉｚｅ（Ａ．４
項で規定されるような）の範囲にあるものとする。ｉが０より大きいとき、ｖｐｓ＿ｍａ
ｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］は、ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿
ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ－１］以上であるものとする。
【０１３０】
ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］は、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉ
ｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しいときの、復号順序においていずれかのピクチャに先行し出
力順序においてそのピクチャに後続するピクチャの最大の許容される数を示す。ｖｐｓ＿
ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］の値は、両端を含めて、０からｖｐｓ
＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］の範囲にあるものとする。ｉが０
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より大きいとき、ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］は、ｖｐｓ
＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ－１］以上であるものとする。
【０１３１】
０に等しくないｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｌａｔｅｎｃｙ＿ｉｎｃｒｅａｓｅ［ｉ］は、ＭａｘＬ
ａｔｅｎｃｙＰｉｃｔｕｒｅｓ［ｉ］をｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉ
ｃｓ［ｉ］＋ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｌａｔｅｎｃｙ＿ｉｎｃｒｅａｓｅ［ｉ］に設定すること
によって規定されるような、ＭａｘＬａｔｅｎｃｙＰｉｃｔｕｒｅｓ［ｉ］の値を計算す
るために使用される。ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｌａｔｅｎｃｙ＿ｉｎｃｒｅａｓｅ［ｉ］が０に
等しくないとき、ＭａｘＬａｔｅｎｃｙＰｉｃｔｕｒｅｓ［ｉ］の値は、ＴａｒｇｅｔＤ
ｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しいときの、出力順序でコーディングされたビデオシ
ーケンス中のいずれかのピクチャに先行し復号順序においてそのピクチャの後に続き得る
ピクチャの最大の数を規定する。ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｌａｔｅｎｃｙ＿ｉｎｃｒｅａｓｅ［
ｉ］が０に等しいとき、対応する制限は表現されない。ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｌａｔｅｎｃｙ
＿ｉｎｃｒｅａｓｅ［ｉ］の値は、両端を含めて、０から２32－２の範囲にあるものとす
る。
【０１３２】
　[0134]上で示されたように、ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［
ｉ］、ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］、およびｖｐｓ＿ｍａ
ｘ＿ｌａｔｅｎｃｙ＿ｉｎｃｒｅａｓｅ［ｉ］のセマンティクスは、ＴａｒｇｅｔＤｅｃ
ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄに関して定義され得る。対照的に、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄ
ｒａｆｔ　８は、ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］と、ｖｐ
ｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］と、ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｌａｔｅｎ
ｃｙ＿ｉｎｃｒｅａｓｅ［ｉ］とをＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄに関して定義し、Ｈｉｇｈｅｓ
ｔＴｉｄは定義されない。
【０１３３】
　[0135]表３の例示的なシンタックスにおいて示されるように、ＶＰＳは、ｏｐｅｒａｔ
ｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｓ（）シンタックス構造とｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅ
ｔｅｒｓ（）シンタックス構造のペアを含む。ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタ
ックス構造は、ＨＲＤパラメータのセットを規定するシンタックス要素を含む。ｏｐｅｒ
ａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｓ（）シンタックス構造は、動作点のセット
を特定するシンタックス要素を含む。ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構
造において規定されるＨＲＤパラメータのセットは、対応するｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏ
ｉｎｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｓ（）シンタックス構造におけるシンタックス要素によって特
定される動作点に適用可能であり得る。以下の表４は、ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔ
＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｓ（）シンタックス構造についての例示的なシンタックスを提供する
。
【表４】

【０１３４】
　[0136]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクション７．４．４は、ｏｐ＿
ｐｏｉｎｔシンタックス構造のセマンティクスを記述する。本開示の１つまたは複数の技
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法によれば、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクション７．４．４は、表
４のｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｓ（）シンタックス構造のため
のセマンティクスを提供するように次のように変更され得る。
【０１３５】
ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｓ（ｏｐＩｄｘ）シンタックス構造
は、ビデオパラメータセット中のｏｐＩｄｘ番目のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シ
ンタックス構造が適用される動作点のＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔに含まれるｎｕｈ＿ｒｅ
ｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ値のセットを規定する。
【０１３６】
ｏｐ＿ｎｕｍ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｖａｌｕｅｓ＿ｍｉｎｕｓ１［ｏｐＩｄｘ］＋１は、
ビデオパラメータセット中のｏｐＩｄｘ番目のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタ
ックス構造が適用される動作点のＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔに含まれるｎｕｈ＿ｒｅｓｅ
ｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ値の数を規定する。ｏｐ＿ｎｕｍ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿
ｖａｌｕｅｓ＿ｍｉｎｕｓ１［ｏｐＩｄｘ］は、６３以下であるものとする。この仕様に
適合するビットストリームでは、ｏｐ＿ｎｕｍ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｖａｌｕｅｓ＿ｍｉ
ｎｕｓ１［ｏｐＩｄｘ］は０に等しいものとする。この仕様のこのバージョンでは、ｏｐ
＿ｎｕｍ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｖａｌｕｅｓ＿ｍｉｎｕｓ１［ｏｐＩｄｘ］の値は０に等
しいことが要求されるが、デコーダは、ｏｐ＿ｎｕｍ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｖａｌｕｅｓ
＿ｍｉｎｕｓ１［ｏｐＩｄｘ］シンタックスにおいて他の値が現れることを許容するもの
とする。
【０１３７】
ｏｐ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ［ｏｐＩｄｘ］［ｉ］は、ビデオパラメータセット中のｏｐＩｄ
ｘ番目のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造が適用される動作点のＯｐ
ＬａｙｅｒＩｄＳｅｔに含まれるｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの値
のｉ番目の値を規定する。ｉがｊに等しくなく、ｉとｊの両方が両端を含めて０からｏｐ
＿ｎｕｍ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｖａｌｕｅｓ＿ｍｉｎｕｓ１の範囲にあるとき、ｏｐ＿ｌ
ａｙｅｒ＿ｉｄ［ｏｐＩｄｘ］［ｉ］のいずれの値も、ｏｐ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ［ｏｐＩ
ｄｘ］［ｊ］に等しくないものとする。ｏｐ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ［０］［０］は０に等し
いと推測される。
【０１３８】
　[0137]上で示されたように、ｏｐ＿ｎｕｍ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｖａｌｕｅｓ＿ｍｉｎ
ｕｓ１［ｏｐＩｄｘ］シンタックス要素＋１は、ビデオパラメータセット中のｏｐＩｄｘ
番目のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造が適用される動作点のＯｐＬ
ａｙｅｒＩｄＳｅｔに含まれるｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ値の数
を規定する。対照的に、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８は、ｏｐ＿ｎｕｍ＿
ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｖａｌｕｅｓ＿ｍｉｎｕｓ１［ｏｐＩｄｘ］シンタックス要素＋１が
ｏｐＩｄｘによって特定される動作点に含まれるｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿
６ｂｉｔｓ値の数を規定すると、規定する。同様に、表４の例では、ｏｐ＿ｌａｙｅｒ＿
ｉｄ［ｏｐＩｄｘ］［ｉ］シンタックス要素は、ビデオパラメータセット中のｏｐＩｄｘ
番目のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造が適用される動作点のＯｐＬ
ａｙｅｒＩｄＳｅｔに含まれるｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの値の
ｉ番目の値を規定する。対照的に、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８は、ｏｐ
＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ［ｏｐＩｄｘ］［ｉ］シンタックス要素はｏｐＩｄｘによって特定さ
れる動作点に含まれるｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓのｉ番目の値を
規定すると、規定する。
【０１３９】
　[0138]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクション７．４．２．２は、Ｓ
ＰＳのセマンティクスを記述する。本開示の１つまたは複数の技法によれば、ＨＥＶＣ　
Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクション７．４．２．２に対して以下の変更が行わ
れ得る。ＳＰＳの他のシンタックス要素のセマンティクス(semantics)は、ＨＥＶＣ　Ｗ
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ｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８　の場合と同じであり得る。
【０１４０】
ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］は、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨ
ｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しいときの、ピクチャ記憶バッファの単位での、復号された
ピクチャのバッファの最大の要求されるサイズを規定する。ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐ
ｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］の値は、両端を含めて、０からＭａｘＤｐｂＳｉｚｅ（
Ａ．４項で規定されるような）の範囲にあるものとする。ｉが０より大きいとき、ｓｐｓ
＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］は、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐ
ｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ－１］以上であるものとする。ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿
ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］の値は、ｉの各値に対して、ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ
＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］以下であるものとする。
【０１４１】
ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］は、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉ
ｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しいときの、復号順序においていずれかのピクチャに先行し出
力順序においてそのピクチャに後続するピクチャの最大の許容される数を示す。ｓｐｓ＿
ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］の値は、両端を含めて、０からｓｐｓ
＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］の範囲にあるものとする。ｉが０
より大きいとき、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］は、ｓｐｓ
＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ－１］以上であるものとする。ｓｐｓ
＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］の値は、ｉの各値に対して、ｖｐｓ
＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］以下であるものとする。
【０１４２】
０に等しくないｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｌａｔｅｎｃｙ＿ｉｎｃｒｅａｓｅ［ｉ］は、ＭａｘＬ
ａｔｅｎｃｙＰｉｃｔｕｒｅｓ［ｉ］をｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉ
ｃｓ［ｉ］＋ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｌａｔｅｎｃｙ＿ｉｎｃｒｅａｓｅ［ｉ］に等しく設定す
ることによって規定されるような、ＭａｘＬａｔｅｎｃｙＰｉｃｔｕｒｅｓ［ｉ］の値を
計算するために使用される。ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｌａｔｅｎｃｙ＿ｉｎｃｒｅａｓｅ［ｉ］
が０に等しくないとき、ＭａｘＬａｔｅｎｃｙＰｉｃｔｕｒｅｓ［ｉ］の値は、Ｔａｒｇ
ｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しいときの、出力順序においてコーディングさ
れたビデオシーケンス中のいずれかのピクチャに先行し復号順序においてそのピクチャの
後に続き得るピクチャの最大の数を規定する。ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｌａｔｅｎｃｙ＿ｉｎｃ
ｒｅａｓｅ［ｉ］が０に等しいとき、対応する制限は表現されない。ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｌ
ａｔｅｎｃｙ＿ｉｎｃｒｅａｓｅ［ｉ］の値は、両端を含めて、０から２32－２の範囲に
あるものとする。ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｌａｔｅｎｃｙ＿ｉｎｃｒｅａｓｅ［ｉ］の値は、ｉ
の各値に対して、ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｌａｔｅｎｃｙ＿ｉｎｃｒｅａｓｅ［ｉ］以下である
ものとする。
【０１４３】
　[0139]上で示されたように、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［
ｉ］、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］、およびｓｐｓ＿ｍａ
ｘ＿ｌａｔｅｎｃｙ＿ｉｎｃｒｅａｓｅ［ｉ］のセマンティクスは、ＴａｒｇｅｔＤｅｃ
ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄに関して定義される。ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄは
、本開示の他の箇所で説明されたように決定される。対照的に、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎ
ｇ　Ｄｒａｆｔ　８は、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］、
ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］、およびｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｌ
ａｔｅｎｃｙ＿ｉｎｃｒｅａｓｅ［ｉ］のセマンティクスをＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄに関し
て定義し、ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄは定義されない。
【０１４４】
　[0140]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクション７．４．５．１は、一
般的なスライスヘッダのセマンティクスを記述する。本開示の１つまたは複数の技法によ
れば、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクション７．４．５．１に対して
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以下の変更が行われ得る。ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクション７．
４．５．１の他の部分は同じままであり得る。
【０１４５】
ｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇは、ＩＤＲピクチャまたは
ＢＬＡピクチャの復号の後で復号されたピクチャのバッファ中の以前に復号されたピクチ
ャがどのように扱われるかを規定する。Ａｎｎｅｘ　Ｃを参照されたい。現在のピクチャ
がＣＲＡピクチャであるとき、または、現在のピクチャがビットストリーム中の最初のピ
クチャであるＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャであるとき、ｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏ
ｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇの値は復号処理に影響を与えない。現在のピクチャ
がビットストリーム中のピクチャではないＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャであり、
アクティブシーケンスパラメータセットから導出されたｐｉｃ＿ｗｉｄｔｈ＿ｉｎ＿ｌｕ
ｍａ＿ｓａｍｐｌｅｓまたはｐｉｃ＿ｈｅｉｇｈｔ＿ｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｓａｍｐｌｅｓま
たはｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇ
ｈｅｓｔＴｉｄ］の値が、先行するピクチャに対してアクティブであるシーケンスパラメ
ータセットから導出されたｐｉｃ＿ｗｉｄｔｈ＿ｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｓａｍｐｌｅｓまたは
ｐｉｃ＿ｈｅｉｇｈｔ＿ｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｓａｍｐｌｅｓまたはｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ
＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］の値とは異
なるとき、１に等しいｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇは、
ｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇの実際の値にかかわらず、
デコーダによって推測され得る（しかし推測されるべきではない）。
【０１４６】
　[0141]上で示されたように、ｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌ
ａｇのセマンティクスは、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［Ｔａ
ｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］に関して定義される。ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇ
ｈｅｓｔＴｉｄは、本開示の他の箇所で説明されたように決定される。対照的に、ＨＥＶ
Ｃ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８は、ｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉ
ｃｓ＿ｆｌａｇのセマンティクスをｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎ
ｇ［ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］に関して定義し、ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄは定義されない。
【０１４７】
　[0142]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクション８．１は、一般的な復
号処理を記述する。本開示の１つまたは複数の技法によれば、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ
　Ｄｒａｆｔ　８の一般的な復号処理は、次のように変更され得る。
【０１４８】
この処理の入力はビットストリームであり、出力は復号されたピクチャのリストである。
【０１４９】
復号されるべきＶＣＬ　ＮＡＬユニットのｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉ
ｔｓの値のセットを規定する、セットＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔが、次の
ように規定される。
【０１５０】
－この仕様で規定されない何らかの外部手段がＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔ
を設定するために利用可能である場合、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔは外部
手段によって設定される。
【０１５１】
－そうではなく、復号処理がＣ．１項で規定されるようにビットストリーム適合試験にお
いて呼び出される場合、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔはＣ．１項で規定され
るように設定される。
【０１５２】
－それ以外の場合、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔは、ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖ
ｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの１つの値のみを含み、その値は０に等しい。
【０１５３】
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復号されるべき最高の一時的なサブレイヤを特定する変数ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅ
ｓｔＴｉｄは、次のように規定される。
【０１５４】
－この仕様で規定されない何らかの外部手段がＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ
を設定するために利用可能である場合、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄは外部
手段によって設定される。
【０１５５】
－そうではなく、復号処理がＣ．１項で規定されるようにビットストリーム適合試験にお
いて呼び出される場合、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄはＣ．１項で規定され
るように設定される。
【０１５６】
－それ以外の場合、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄは、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｓｕ
ｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｍｉｎｕｓ１に設定される。
【０１５７】
入力としてＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄとＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩ
ｄＳｅｔとを用いて、１０．１項で規定されるようなサブビットストリーム抽出処理が適
用され、出力がＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅと呼ばれるビットストリームに割り
当てられる。
【０１５８】
次のことが、ＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅ中の各々のコーディングされたピクチ
ャ（現在のピクチャと呼ばれ、これは変数ＣｕｒｒＰｉｃによって示される）に当てはま
る。
【０１５９】
ｃｈｒｏｍａ＿ｆｏｒｍａｔ＿ｉｄｃの値に応じて、現在のピクチャのサンプルアレイの
数は次の通りである。
【０１６０】
－ｃｈｒｏｍａ＿ｆｏｒｍａｔ＿ｉｄｃが０に等しい場合、現在のピクチャは１つのサン
プルアレイＳLからなる。
【０１６１】
－それ以外の場合（ｃｈｒｏｍａ＿ｆｏｒｍａｔ＿ｉｄｃが０に等しくない）、現在のピ
クチャは３つのサンプルアレイＳL、ＳCb、ＳCrからなる。
【０１６２】
現在のピクチャのための復号処理は、７項からのシンタックス要素と大文字の変数とを入
力として用いる。各ＮＡＬユニット中の各シンタックス要素のセマンティクスを解釈する
とき、および「ビットストリーム」またはその一部（たとえば、コーディングされたビデ
オシーケンス）が関与するとき、ビットストリームまたはその一部は、Ｂｉｔｓｔｒｅａ
ｍＴｏＤｅｃｏｄｅまたはその一部を意味する。
【０１６３】
すべてのデコーダが数値的に同一の結果を生むことになるように、復号処理が規定される
。本明細書で説明される処理に対して同一の結果を生むいずれかの復号処理は、この仕様
の復号処理の要件に適合する。
【０１６４】
現在のピクチャがＣＲＡピクチャであるとき、次のことが当てはまる。
【０１６５】
－この仕様で規定されない何らかの外部手段が変数ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａ
ｇを設定するために利用可能である場合、ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇは外部
手段によって提供される値に設定される。
【０１６６】
－それ以外の場合、ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇの値は０に設定される。
【０１６７】
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現在のピクチャがＣＲＡピクチャでありＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇが１に等
しいとき、次のことが、各々のコーディングされたスライスＮＡＬユニットに対する解析
と復号の処理の間に当てはまる。
【０１６８】
－ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅの値はＢＬＡ＿Ｗ＿ＬＰに設定される。
【０１６９】
－ｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇの値は１に設定される。
【０１７０】
注記１－設定が現在のピクチャおよび復号順序で後続のピクチャの復号に影響を与えない
とき、たとえば、要求されるときに利用可能なピクチャ記憶バッファが常にあるとき、デ
コーダの実装形態は、ｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇの値
を０に設定することを選び得る。
【０１７１】
この節で言及される各ピクチャは、完全なコーディングされたピクチャである。
【０１７２】
ｓｅｐａｒａｔｅ＿ｃｏｌｏｕｒ＿ｐｌａｎｅ＿ｆｌａｇの値に応じて、復号処理は次の
ように構築される。
【０１７３】
－ｓｅｐａｒａｔｅ＿ｃｏｌｏｕｒ＿ｐｌａｎｅ＿ｆｌａｇが０に等しい場合、出力され
ている現在のピクチャについて復号処理が１回呼び出される。
【０１７４】
－それ以外の場合（ｓｅｐａｒａｔｅ＿ｃｏｌｏｕｒ＿ｐｌａｎｅ＿ｆｌａｇが１に等し
い）、復号処理は３回呼び出される。復号処理への入力は、同一の値のｃｏｌｏｕｒ＿ｐ
ｌａｎｅ＿ｉｄを有するコーディングされたピクチャのすべてのＮＡＬユニットである。
特定の値のｃｏｌｏｕｒ＿ｐｌａｎｅ＿ｉｄを有するＮＡＬユニットの復号処理は、その
特定の値のｃｏｌｏｕｒ＿ｐｌａｎｅ＿ｉｄを有する単色のカラーフォーマットを伴うコ
ーディングされたビデオシーケンスのみがビットストリーム中に存在するかのように、規
定される。３つの復号処理の各々の出力は、現在のピクチャの３つのサンプルアレイに割
り当てられ、０に等しいｃｏｌｏｕｒ＿ｐｌａｎｅ＿ｉｄを有するＮＡＬユニットはＳL

に割り当てられ、１に等しいｃｏｌｏｕｒ＿ｐｌａｎｅ＿ｉｄを有するＮＡＬユニットは
ＳCbに割り当てられ、２に等しいｃｏｌｏｕｒ＿ｐｌａｎｅ＿ｉｄを有するＮＡＬユニッ
トはＳCrに割り当てられる。
【０１７５】
注記１－変数ＣｈｒｏｍａＡｒｒａｙＴｙｐｅは、ｓｅｐａｒａｔｅ＿ｃｏｌｏｕｒ＿ｐ
ｌａｎｅ＿ｆｌａｇが１に等しくｃｈｒｏｍａ＿ｆｏｒｍａｔ＿ｉｄｃが３に等しいとき
、０として導出される。復号処理において、この変数の値が評価されて、０に等しいｃｈ
ｒｏｍａ＿ｆｏｒｍａｔ＿ｉｄｃを有する単色ピクチャの動作と同一の動作をもたらす。
【０１７６】
復号処理は、現在のピクチャＣｕｒｒＰｉｃについて次のように動作する。
【０１７７】
１．ＮＡＬユニットの復号は８．２項で規定される。
【０１７８】
２．８．３項の処理はスライスレイヤおよびその上のレイヤのシンタックス要素を使用し
て復号処理を規定する。
【０１７９】
－ピクチャ順序カウントに関する変数および関数が、８．３．１項において導出される（
この導出は、ピクチャの最初のスライスのみに対して呼び出される必要がある）。
【０１８０】
－８．３．２項における参照ピクチャセットのための復号処理が呼び出され、参照ピクチ
ャは、「参照のために使用されない」または「長期参照のために使用される」として標識
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され得る（この復号処理は、ピクチャの最初のスライスのみに対して呼び出される必要が
ある）。
【０１８１】
－現在のピクチャがＢＬＡピクチャであるとき、またはビットストリーム中の最初のピク
チャであるＣＲＡピクチャであるとき、８．３．３項で規定される利用不可能な参照ピク
チャを生成するための復号処理が呼び出される（この復号処理はピクチャの最初のスライ
スのみに対して呼び出される必要がある）。
【０１８２】
－ＰｉｃＯｕｔｐｕｔＦｌａｇは次のように設定される。
【０１８３】
－現在のピクチャがＴＦＤピクチャであり、復号順序において前のＲＡＰピクチャが、Ｂ
ＬＡピクチャ、またはビットストリーム中の最初のコーディングされたピクチャであるＣ
ＲＡピクチャである場合、ＰｉｃＯｕｔｐｕｔＦｌａｇは０に等しく設定される。
【０１８４】
－それ以外の場合、ＰｉｃＯｕｔｐｕｔＦｌａｇはｐｉｃ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｆｌａｇに等
しく設定される。
【０１８５】
－各々のＰスライスまたはＢスライスのための復号処理の開始時に、８．３．４項で規定
される参照ピクチャリスト構築のための復号処理が、参照ピクチャリスト０（ＲｅｆＰｉ
ｃＬｉｓｔ０）の導出のために、またＢスライスを復号するときは参照ピクチャリスト１
（ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１）の導出のために呼び出される。
【０１８６】
－現在のピクチャのすべてのスライスが復号された後で、復号されたピクチャは「短期参
照のために使用される」と標識される。
【０１８７】
３．８．４項、８．５項．８．６項、および８．７項の処理は、コーディングツリーユニ
ットレイヤおよびその上のレイヤにおけるシンタックス要素を使用して復号処理を規定す
る。
【０１８８】
　[0143]本開示の他の箇所で示されるように、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　
８において、復号処理がビットストリーム適合試験のために呼び出されるとき、シンタッ
クス要素のセマンティクスがＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔの値として明確に
規定されず、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄが適切に設定されない。一般的な
復号処理に対する上で示される修正は、この問題を改善し得る。上で示されたように、一
般的な復号処理がビットストリーム適合試験のために呼び出されるとき、ＴａｒｇｅｔＤ
ｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔおよびＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄの値は、Ｃ．
１項で規定されるように設定される。下で説明されるように、Ｃ．１項の修正されたバー
ジョンは、試験対象の動作点に対応するサブビットストリーム中に存在するｎｕｈ＿ｒｅ
ｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ値のセットに、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄ
Ｓｅｔを設定することができる。Ｃ．１項の修正されたバージョンは、試験対象の動作点
に対応するサブビットストリーム中に存在する最大のＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ値に、Ｔａｒ
ｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄを設定することができる。
【０１８９】
　[0144]このようにして、ビデオデコーダ３０のようなデバイスは、ビットストリーム適
合試験を実行することの一部として、復号処理を実行することができる。復号処理を実行
することは、ビットストリーム抽出処理を実行して、レイヤ識別子のターゲットセットお
よびターゲットの最高の一時的な識別子によって定義される動作点の動作点表現を、ビッ
トストリームから抽出することを備え得る。レイヤ識別子のターゲットセットは、動作点
表現の中に存在するレイヤ識別子のシンタックス要素の値を含んでよく、レイヤ識別子の
ターゲットセットはビットストリームのレイヤ識別子のシンタックス要素の値のサブセッ
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トである。ターゲットの最高の一時的な識別子は、動作点表現の中に存在する最大の一時
的な識別子に等しくてよく、ターゲットの最高の一時的な識別子はビットストリーム中に
存在する最大の一時的な識別子以下である。さらに、デバイスは、動作点表現のＮＡＬユ
ニットを復号することができる。
【０１９０】
　[0145]上のセクション８．１に対する修正で示されたように、復号処理は、ビットスト
リーム適合試験の一部として実行されるとは限らない。復号処理がビットストリーム適合
試験の一部として実行されないいくつかの例では、デバイスは、ビットストリーム抽出処
理を実行して、ビットストリームから動作点の動作点表現を抽出することができる。この
場合、０が、動作点表現の中に存在するレイヤ識別子のシンタックス要素（たとえば、ｎ
ｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ）の唯一の値であってよく、ビットスト
リーム中に存在する最大の一時的な識別子は、動作点の動作点表現の中に存在する最大の
一時的な識別子に等しい。デバイスは、第２の動作点の動作点表現のＮＡＬユニットを復
号することができる。
【０１９１】
　[0146]代替的に、デバイスは、レイヤ識別子のターゲットセットとターゲットの最高の
一時的な識別子とを、外部ソースから受信することができる。レイヤ識別子のターゲット
セットは、レイヤ識別子のターゲットセットおよびターゲットの最高の一時的な識別子に
よって定義される動作点の動作点表現の中に存在する、レイヤ識別子のシンタックス要素
の値を含み得る。ターゲットの最高の一時的な識別子は、動作点の動作点表現の中に存在
する最大の一時的な識別子に等しくてよい。さらに、デバイスは、ビットストリーム抽出
処理を実行して、ビットストリームから動作点の動作点表現を抽出することができる。加
えて、デバイスは、動作点の動作点表現のＮＡＬユニットを復号することができる。
【０１９２】
　[0147]さらに、本開示の１つまたは複数の技法によれば、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　
Ｄｒａｆｔ　８の１０．１項で記述されるサブビットストリーム抽出処理は、次のように
変更され得る。
【０１９３】
両端を含めて０から６の範囲にあるいずれかの値に等しいｔＩｄＴａｒｇｅｔを有し、値
０のみを含むｌａｙｅｒＩｄＳｅｔＴａｒｇｅｔを有する、この項で規定される処理の出
力に含まれるいずれかのサブビットストリームが、この仕様に適合することが、ビットス
トリーム適合の要件である。
【０１９４】
注記－適合するビットストリームは、ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ
が０に等しくＴｅｍｐｏｒａｌＩｄが０に等しい、１つまたは複数のコーディングされた
スライスのＮＡＬユニットを含む。
【０１９５】
この処理への入力は、変数ｔＩｄＴａｒｇｅｔおよびセットｌａｙｅｒＩｄＳｅｔＴａｒ
ｇｅｔである。
【０１９６】
この処理の出力はサブビットストリームである。
【０１９７】
サブビットストリームは、ｔＩｄＴａｒｇｅｔよりも大きいＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ、また
はｌａｙｅｒＩｄＳｅｔＴａｒｇｅｔ中の値ではないｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒ
ｏ＿６ｂｉｔｓを有するすべてのＮＡＬユニットをビットストリームから除去することに
よって、導出される。
【０１９８】
　[0148]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８の１０．１項では、上でｌａｙｅｒ
ＩｄＳｅｔＴａｒｇｅｔが使用される箇所で、変数名ｔａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄ
Ｓｅｔが使用される。ｌａｙｅｒＩｄＳｅｔＴａｒｇｅｔを使用するための、ＨＥＶＣ　
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Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔの１０．１項に対する上で示された変更は、サブビットスト
リーム抽出処理で使用されるレイヤ識別子のセットと、本開示の他の箇所で説明されるよ
うに特定の定義を有するｔａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔとの間に差異があり得
ることを明らかにする役割を果たし得る。
【０１９９】
　[0149]さらに、本開示の１つまたは複数の技法によれば、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　
Ｄｒａｆｔ　８のセクションＡ．４．１の全般的なティアおよびレベルの仕様は、次のよ
うに変更され得る。本開示では、「プロファイル」はビットストリームシンタックスのサ
ブセットを指し得る。「ティア」および「レベル」は、各プロファイル内で規定され得る
。ティアのレベルは、ビットストリーム中のシンタックス要素の値に課された制約の規定
されたセットであり得る。これらの制約は、値に関する単純な制限であり得る。
【０２００】
　[0150]代替的に、制約は、値の算術的な組合せ（たとえば、ピクチャの幅×ピクチャの
高さ×毎秒復号されるピクチャの数）に関する制約の形態をとり得る。下位のティアのた
めに規定されたレベルは、上位のティアのために規定されたレベルよりも制約される。本
開示の例によれば、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８の「一般的なレベルの仕
様」セクション（すなわち、セクションＡ．４．１）は、「一般的なティアおよびレベル
の仕様」へと表題を変えられ、文章は次のように変更される。表Ａ－１はＨＥＶＣ　Ｗｏ
ｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８と同じままであり得る。
【０２０１】
ティアの能力の比較の目的で、０に等しいｇｅｎｅｒａｌ＿ｔｉｅｒ＿ｆｌａｇを有する
ティアは、１に等しいｇｅｎｅｒａｌ＿ｔｉｅｒ＿ｆｌａｇを有するティアよりも下位の
ティアであると見なされるものとする。
【０２０２】
レベルの能力の比較の目的で、特定のティアに対して、より下位のレベルはより低い値の
ｇｅｎｅｒａｌ＿ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃを有する。
【０２０３】
次のことが、この付記における制約を表現するために規定される。
【０２０４】
－アクセスユニットｎを、復号順序でｎ番目のアクセスユニットとし、最初のアクセスユ
ニットがアクセスユニット０（すなわち、０番目のアクセスユニット）である。
【０２０５】
－ピクチャｎを、コーディングされたピクチャまたはアクセスユニットｎの対応する復号
されたピクチャとする。
【０２０６】
－変数ｆＲを、１÷３００に設定されるようにする。
【０２０７】
規定されたレベルにおけるプロファイルに適合するビットストリームは、Ａｎｎｅｘ　Ｃ
で規定されるような各ビットストリーム適合試験に対する以下の制約に従うものとする。
【０２０８】
ａ）Ｃ．２．２項において規定されるようなＣＰＢからのアクセスユニットｎ（ただしｎ
＞０）の名目除去時間が、ピクチャｎ－１のＰｉｃＳｉｚｅＩｎＳａｍｐｌｅｓＹの値に
対してｔr,n（ｎ）－ｔr（ｎ－１）がＭａｘ（ＰｉｃＳｉｚｅＩｎＳａｍｐｌｅｓＹ÷Ｍ
ａｘＬｕｍａＳＲ，ｆＲ）以上であるという制約を満たし、ＭａｘＬｕｍａＳＲはピクチ
ャｎ－１に適用される表Ａ－１において規定される値である。
【０２０９】
ｂ）Ｃ．３．２項で規定されるような、ＤＰＢからのピクチャの連続する出力時間の間の
差が、ピクチャｎのＰｉｃＳｉｚｅＩｎＳａｍｐｌｅｓＹの値に対して、Δｔo,dpb（ｎ
）≧Ｍａｘ（ＰｉｃＳｉｚｅＩｎＳａｍｐｌｅｓＹ÷ＭａｘＬｕｍａＳＲ，ｆＲ）である
という制約を満たし、ＭａｘＬｕｍａＳＲは、ピクチャｎが出力されるピクチャであり出
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力されるビットストリームの最後のピクチャではないという条件のもとで、ピクチャｎの
ために表Ａ－１において規定される値である。
【０２１０】
ｃ）ＰｉｃＳｉｚｅＩｎＳａｍｐｌｅｓＹ≦ＭａｘＬｕｍａＰＳであり、ＭａｘＬｕｍａ
ＰＳは表Ａ－１で規定される。
【０２１１】
ｄ）ｐｉｃ＿ｗｉｄｔｈ＿ｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｓａｍｐｌｅｓ≦Ｓｑｒｔ（ＭａｘＬｕｍａ
ＰＳ×８）
ｅ）ｐｉｃ＿ｈｅｉｇｈｔ＿ｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｓａｍｐｌｅｓ≦Ｓｑｒｔ（ＭａｘＬｕｍ
ａＰＳ×８）
ｆ）ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇ
ｈｅｓｔＴｉｄ］≦ＭａｘＤｐｂＳｉｚｅであり、ＭａｘＤｐｂＳｉｚｅは次の式によっ
て規定される。
【数１】

【０２１２】
ここで、ＭａｘＬｕｍａＰＳは表Ａ－１で規定され、ＭａｘＤｐｂＰｉｃＢｕｆは６に等
しい。
【０２１３】
表Ａ－１は、各ティアの各レベルに対する制限を規定する。表Ａ－１のＭｉｎＣＲパラメ
ータ列の使用が、Ａ．４．２項で規定される。
【０２１４】
ビットストリームが適合するティアおよびレベルは、次のように、シンタックス要素ｇｅ
ｎｅｒａｌ＿ｔｉｅｒ＿ｆｌａｇおよびｇｅｎｅｒａｌ＿ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃによって示
されるものとする。
【０２１５】
－表Ａ－１におけるティア制約仕様によれば、０に等しいｇｅｎｅｒａｌ＿ｔｉｅｒ＿ｆ
ｌａｇはＭａｉｎティアに対する適合を示し、１に等しいｇｅｎｅｒａｌ＿ｔｉｅｒ＿ｆ
ｌａｇはＨｉｇｈティアに対する適合を示す。ｇｅｎｅｒａｌ＿ｔｉｅｒ＿ｆｌａｇは、
レベル４未満のレベルに対しては０に等しいものとする（「－」によって標識された表Ａ
－１のエントリーに対応する）。表Ａ－１におけるＭａｘＢＲおよびＭａｘＣＰＢ以外の
レベルの制限は、ＭａｉｎティアとＨｉｇｈティアの両方に対して共通である。



(48) JP 6009679 B2 2016.10.19

10

20

30

40

50

【０２１６】
－ｇｅｎｅｒａｌ＿ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃは、表Ａ－１で規定されるレベル数の３０倍の値
に等しく設定されるものとする。
【０２１７】
　[0151]上の項目（ｆ）で示されたように、規定されたレベルにおけるプロファイルに適
合するビットストリームは、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［Ｔ
ａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］≦ＭａｘＤｐｂＳｉｚｅであるという制約に従
う。ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄは、本開示の他の箇所で説明される方式で
定義され得る。対照的に、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８は、規定されたレ
ベルにおけるプロファイルに適合するビットストリームがｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉ
ｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｍｉｎｕ
ｓ１］≦ＭａｘＤｐｂＳｉｚｅであるという制約に従うことを、項目（ｆ）について示す
。本開示の他の箇所で示されるように、パラメータｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂ
ｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］は、レベル制約において適切に選択されないことがある。本開示
の１つまたは複数の技法によれば、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎ
ｇ［ｉ］のインデックスｉとして、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｌａｙｅｒｓ＿
ｍｉｎｕｓ１をＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄで置き換えることは、Ｔａｒｇ
ｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄの明確に規定された値に等しいｉについてレベル制約が
一貫して選択されることを確実にする。
【０２１８】
　[0152]このようにして、ＨＲＤの復号処理は、シンタックス要素のアレイ（たとえば、
ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［］）を、ＳＰＳから、復号する
ことができ、アレイ中のシンタックス要素の各々は、ＨＲＤのＤＰＢの最大の要求される
サイズを示す。さらに、デバイスがＨＲＤ動作を実行するとき、デバイスは、ターゲット
の最高の一時的な識別子（たとえば、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ）に基づ
いて、アレイ中の特定のシンタックス要素（たとえば、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ
＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］）を決定することが
できる。さらに、デバイスは、特定のシンタックス要素の値が最大のＤＰＢサイズ（たと
えば、ＭａｘＤｐｂＳｉｚｅ）より大きいとき、ビットストリームがビデオコーディング
標準に適合しないと決定することができる。
【０２１９】
　[0153]さらに、本開示の１つまたは複数の例示的な技法によれば、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋ
ｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＡ．４．２は、次のように変更され得る。ＨＥＶＣ
　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＡ．４．２は、Ｍａｉｎプロファイルの
ためのプロファイル固有のレベル制限を記述する。表Ａ－２はＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ
　Ｄｒａｆｔ　８と同じままであり得る。
【０２２０】
規定されたティアおよびレベルにおけるＭａｉｎプロファイルに適合するビットストリー
ムは、Ａｎｎｅｘ　Ｃにおいて規定されるようなビットストリーム適合試験に対する以下
の制約に従うものとする。
【０２２１】
ａ）ピクチャ中のスライスの数（ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇは０または
１のいずれかに等しい）は、ＭａｘＳｌｉｃｅｓＰｅｒＰｉｃｔｕｒｅ以下であり、Ｍａ
ｘＳｌｉｃｅｓＰｅｒＰｉｃｔｕｒｅは表Ａ－１で規定される。
【０２２２】
ｂ）ＶＣＬ　ＨＲＤパラメータに対して、ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘの少なくとも１つの値
に対して、ＢｉｔＲａｔｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］≦ｃｐｂＢｒＶｃｌＦａｃｔｏｒ
×ＭａｘＢＲ、かつ、ＣｐｂＳｉｚｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］≦ｃｐｂＢｒＶｃｌＦ
ａｃｔｏｒ×ＭａｘＣＰＢであり、ｃｐｂＢｒＶｃｌＦａｃｔｏｒは表Ａ－２で規定され
、ＢｉｔＲａｔｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］およびＣｐｂＳｉｚｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌ
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Ｉｄｘ］は次のように与えられる。
【０２２３】
－ｖｃｌ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇが１に等しい場合
、ＢｉｔＲａｔｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］およびＣｐｂＳｉｚｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌ
Ｉｄｘ］は、それぞれ式Ｅ－４５およびＥ－４６によって、Ｃ．１項で規定されるように
選択されるシンタックス要素を使用して、与えられる。
【０２２４】
－それ以外の場合（ｖｃｌ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ
が０に等しい）、ＢｉｔＲａｔｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］およびＣｐｂＳｉｚｅ［Ｓ
ｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］は、ＶＣＬ　ＨＲＤパラメータのためにＥ．２．３項で規定され
るように推測される。
【０２２５】
ＭａｘＢＲおよびＭａｘＣＰＢは、それぞれ、ｃｐｂＢｒＶｃｌＦａｃｔｏｒビット／秒
およびｃｐｂＢｒＶｃｌＦａｃｔｏｒビットの単位で、表Ａ－１において規定される。ビ
ットストリームは、両端を含めて、０からｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［Ｔａｒｇｅｔ
ＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］の範囲にあるＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘの少なくとも１つの
値に対して、これらの条件を満たすものとする。
【０２２６】
ｃ）ＮＡＬ　ＨＲＤパラメータに対して、ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘの少なくとも１つの値
に対して、ＢｉｔＲａｔｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］≦ｃｐｂＢｒＮａｌＦａｃｔｏｒ
×ＭａｘＢＲ、かつ、ＣｐｂＳｉｚｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］≦ｃｐｂＢｒＮａｌＦ
ａｃｔｏｒ×ＭａｘＣＰＢであり、ｃｐｂＢｒＮａｌＦａｃｔｏｒは表Ａ－２で規定され
、ＢｉｔＲａｔｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］およびＣｐｂＳｉｚｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌ
Ｉｄｘ］は次のように与えられる。
【０２２７】
－ｎａｌ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇが１に等しい場合
、ＢｉｔＲａｔｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］およびＣｐｂＳｉｚｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌ
Ｉｄｘ］は、それぞれ式Ｅ－４５およびＥ－４６によって、Ｃ．１項で規定されるように
選択されるシンタックス要素を使用して、与えられる。
【０２２８】
－それ以外の場合（ｎａｌ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ
が０に等しい）、ＢｉｔＲａｔｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］およびＣｐｂＳｉｚｅ［Ｓ
ｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］は、ＮＡＬ　ＨＲＤパラメータのためにＥ．２．３項で規定され
るように推測される。
【０２２９】
ＭａｘＢＲおよびＭａｘＣＰＢは、それぞれ、ｃｐｂＢｒＮａｌＦａｃｔｏｒビット／秒
およびｃｐｂＢｒＮａｌＦａｃｔｏｒビットの単位で、表Ａ－１において規定される。ビ
ットストリームは、両端を含めて、０からｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［Ｔａｒｇｅｔ
ＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］の範囲にあるＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘの少なくとも１つの
値に対して、これらの条件を満たすものとする。
【０２３０】
ｄ）アクセスユニット０に対するＮｕｍＢｙｔｅｓＩｎＮＡＬｕｎｉｔ変数の合計は、ピ
クチャ０のＰｉｃＳｉｚｅＩｎＳａｍｐｌｅｓＹの値に対して、１．５×（Ｍａｘ（Ｐｉ
ｃＳｉｚｅＩｎＳａｍｐｌｅｓＹ，ｆＲ×ＭａｘＬｕｍａＳＲ）＋ＭａｘＬｕｍａＳＲ×
（ｔr（０）－ｔr,n（０）））÷ＭｉｎＣＲ以下であり、ＭａｘＬｕｍａＰＲおよびＭｉ
ｎＣＲは、ピクチャ０に適用される表Ａ－１で規定される値である。
【０２３１】
ｅ）ｎ＞０であるアクセスユニットｎに対するＮｕｍＢｙｔｅｓＩｎＮＡＬｕｎｉｔ変数
の合計は、１．５×ＭａｘＬｕｍａＳＲ×（ｔr（ｎ）－ｔr（ｎ－１））÷ＭｉｎＣＲ以
下であり、ＭａｘＬｕｍａＳＲおよびＭｉｎＣＲは、ピクチャｎに適用される表Ａ－１で
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規定される値である。
【０２３２】
ｆ）レベル５およびそれより高いレベルに対して、変数ＣｔｂＳｉｚｅＹは３２または６
４に等しいものとする。
【０２３３】
ｇ）ＮｕｍＰｏｃＴｏｔａｌＣｕｒｒの値は、８以下であるものとする。
【０２３４】
ｈ）ｎｕｍ＿ｔｉｌｅ＿ｃｏｌｕｍｎｓ＿ｍｉｎｕｓ１の値はＭａｘＴｉｌｅＣｏｌｓよ
りも小さいものとし、ｎｕｍ＿ｔｉｌｅ＿ｒｏｗｓ＿ｍｉｎｕｓ１はＭａｘＴｉｌｅＲｏ
ｗｓよりも小さいものとし、ＭａｘＴｉｌｅＣｏｌｓおよびＭａｘＴｉｌｅＲｏｗｓは表
Ａ－１に規定されるようなものである。
【０２３５】
　[0154]本開示の他の箇所で示されるように、パラメータｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１
［ｉ］は、レベル制約において適切に選択されないことがある。ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎ
ｇ　Ｄｒａｆｔ　８は、「両端を含めて０からｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１の範囲にあ
るＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘの少なくとも１つの値に対してビットストリームがこれらの条
件を満たすものとする．．．」ことを規定する。本開示の１つまたは複数の技法に従って
、ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］のインデックスｉとしてＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉ
ｇｈｅｓｔＴｉｄを規定することは、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄの明確に
規定された値に等しいｉについてレベル制約が一貫して選択されることを確実にする。
【０２３６】
　[0155]さらに、本開示の１つまたは複数の技法によれば、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　
Ｄｒａｆｔ　８のＡｎｎｅｘ　Ｃの一般的なＣ．１項が修正され得る。ＨＥＶＣ　Ｗｏｒ
ｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のＣ．１項の図Ｃ－１および図Ｃ－２は、ＨＥＶＣ　ＷＤ８と
同じままであり得る。ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のＣ．１項の文章は、
次のように変更され得る。
【０２３７】
この付録は、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）と、ビットストリームおよびデコーダの適合を
確認するためのＨＲＤの使用とを規定する。
【０２３８】
２つのタイプのビットストリームが、この仕様のためのＨＲＤ適合確認を受ける。Ｔｙｐ
ｅ　Ｉのビットストリームと呼ばれる第１のタイプのビットストリームは、ビットストリ
ーム中のすべてのアクセスユニットのための、ＶＣＬ　ＮＡＬユニットと、ＦＤ＿ＮＵＴ
に等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを有するＮＡＬユニット（フィラーデータＮＡＬユ
ニット）とのみを含むＮＡＬユニットストリームである。Ｔｙｐｅ　ＩＩビットストリー
ムと呼ばれる第２のタイプのビットストリームは、ビットストリーム中のすべてのアクセ
スユニットのためのＶＣＬ　ＮＡＬユニットおよびフィラーデータＮＡＬユニットに加え
て、次のうちの少なくとも１つを含む。
【０２３９】
－フィラーデータＮＡＬユニット以外の追加の非ＶＣＬ　ＮＡＬユニット、
－（Ａｎｎｅｘ　Ｂで規定されるように）ＮＡＬユニットストリームからバイトストリー
ムを形成する、すべてのｌｅａｄｉｎｇ＿ｚｅｒｏ＿８ｂｉｔｓ、ｚｅｒｏ＿ｂｙｔｅ、
ｓｔａｒｔ＿ｃｏｄｅ＿ｐｒｅｆｉｘ＿ｏｎｅ＿３ｂｙｔｅｓ、およびｔｒａｉｌｉｎｇ
＿ｚｅｒｏ＿８ｂｉｔｓシンタックス要素。
【０２４０】
図Ｃ－１は、ＨＲＤによって確認されるビットストリーム適合点のタイプを示す。
【０２４１】
ＨＲＤのために必要とされる非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットのシンタックス要素（またはシン
タックス要素のいくつかのためのそれらのデフォルト値）は、７節のセマンティクスの項
、Ａｎｎｅｘ　ＤおよびＥで規定される。
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【０２４２】
２つのタイプのＨＲＤパラメータ（ＮＡＬ　ＨＲＤパラメータおよびＶＣＬ　ＨＲＤパラ
メータ）が使用される。ＨＲＤパラメータは、ビデオパラメータセットシンタックス構造
を通じて、または、シーケンスパラメータセットシンタックス構造の一部である、Ｅ．１
項およびＥ．２項で規定されるようなビデオ使用可能性情報を通じてシグナリングされる
。
【０２４３】
ビットストリームの適合を確認するために、複数の試験が必要とされ得る。各試験に対し
て、次のステップが記載された順序で適用される。
【０２４４】
１．ＴａｒｇｅｔＯｐとして示される、試験対象の動作点が選択される。ＴａｒｇｅｔＯ
ｐは、ｔａｒｇｅｔＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔに等しいＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔおよび
ｔａｒｇｅｔＯｐＴｉｄに等しいＯｐＴｉｄによって特定される。ｔａｒｇｅｔＯｐＬａ
ｙｅｒＩｄＳｅｔは、ＴａｒｇｅｔＯｐと関連付けられるビットストリームのサブセット
の中に存在するｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの値のセットを含み、
試験対象のビットストリームの中に存在するｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂ
ｉｔｓの値のサブセットであるものとする。ｔａｒｇｅｔＯｐＴｉｄは、ＴａｒｇｅｔＯ
ｐと関連付けられるビットストリームのサブセットの中に存在する最大のＴｅｍｐｏｒａ
ｌＩｄに等しく、試験対象のビットストリームの中に存在する最大のＴｅｍｐｏｒａｌＩ
ｄ以下であるものとする。
【０２４５】
２．ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔはｔａｒｇｅｔＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔ
に設定され、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄはｔａｒｇｅｔＯｐＴｉｄに設定
され、ＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅは、入力としてＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈ
ｅｓｔＴｉｄおよびＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔを伴う、１０．１項で規定
されるようなサブビットストリーム抽出処理の出力に設定される。
【０２４６】
３．ＴａｒｇｅｔＯｐに適用可能なｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造
およびｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造が選択
される。ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔが値０のみを含む場合、アクティブシ
ーケンスパラメータセット中のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造が選
択される。それ以外の場合、アクティブシーケンスパラメータセットの中にあり（または
外部手段を通じて提供され）、両端を含めて０からｏｐ＿ｎｕｍ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｖ
ａｌｕｅｓ＿ｍｉｎｕｓ１［ｏｐＩｄｘ］の範囲にあるｉに対してｏｐ＿ｌａｙｅｒ＿ｉ
ｄ［ｏｐＩｄｘ］［ｉ］によって規定される値のセットがＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒ
ＩｄＳｅｔと同一である、ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造が選択さ
れる。選択されたｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造の中で、Ｂｉｔｓ
ｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅがＴｙｐｅ　Ｉのビットストリームである場合、条件「ｉｆ
（ｖｃｌ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ）」に直ちに従う
ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓ
ｔＴｉｄ）シンタックス構造が選択され（この場合、変数ＮａｌＨｒｄＭｏｄｅＦｌａｇ
は０に等しく設定される）、それ以外の場合（ＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅがＴ
ｙｐｅ　ＩＩのビットストリームである）、条件「ｉｆ（ｖｃｌ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅ
ｔｅｒｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ）」（この場合、変数ＮａｌＨｒｄＭｏｄｅＦｌａ
ｇは０に等しく設定される）または条件「ｉｆ（ｎａｌ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ
＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ）」（この場合、変数ＮａｌＨｒｄＭｏｄｅＦｌａｇは１に
等しく設定される）のいずれかに直ちに従うｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅ
ｔｅｒｓ（ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ）シンタックス構造が選択され、フ
ィラーデータＮＡＬユニットを除くすべての非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットが前者の場合にお
いてＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅから廃棄され、その結果がＢｉｔｓｔｒｅａｍ
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ＴｏＤｅｃｏｄｅに割り当てられる。
【０２４７】
４．ＴａｒｇｅｔＯｐに適用可能なバッファリング期間ＳＥＩメッセージと関連付けられ
るアクセスユニットが、ＨＲＤ当初化点として選択され、アクセスユニット０と呼ばれる
。
【０２４８】
５．タイミング情報を含むＳＥＩメッセージが選択される。ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐ
ｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔｓ（）シンタックス構造によって示されるような、アクセス
ユニット０においてコーディングされＴａｒｇｅｔＯｐに適用されるバッファリング期間
ＳＥＩメッセージが選択される。アクセスユニット０から始まるＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏ
Ｄｅｃｏｄｅ中の各アクセスユニットに対して、ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｅｒａｔｉ
ｏｎ＿ｐｏｉｎｔｓ（）シンタックス構造によって示されるような、アクセスユニットと
関連付けられＴａｒｇｅｔＯｐに適用されるピクチャタイミングＳＥＩメッセージが選択
され、ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇが１に等しく、ｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍ
ｓ＿ｉｎ＿ｐｉｃ＿ｔｉｍｉｎｇ＿ｓｅｉ＿ｆｌａｇが０に等しいとき、ａｐｐｌｉｃａ
ｂｌｅ＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔｓ（）シンタックス構造によって示されるよう
な、アクセスユニット中の復号ユニットと関連付けられＴａｒｇｅｔＯｐに適用されるサ
ブピクチャタイミングＳＥＩメッセージが選択される。
【０２４９】
６．ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘの値が選択される。選択されたＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘは、
両端を含めて０からｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔ
Ｔｉｄ］の範囲にあるものとし、ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨ
ｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］は、上で選択されたようなｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａ
ｍｅｔｅｒｓ（ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ）シンタックス構造において見
出される。
【０２５０】
７．当初のＣＰＢの除去遅延および遅延オフセットが選択され、アクセスユニット０と関
連付けられるＴＦＤアクセスユニットがＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅから廃棄さ
れ得る。アクセスユニット０の中のコーディングされたピクチャが、ＣＲＡ＿ＮＵＴまた
はＢＬＡ＿Ｗ＿ＬＰに等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを有し、選択されたバッファリ
ング期間ＳＥＩメッセージの中のｒａｐ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌ
ａｇが１に等しい場合、ＮａｌＨｒｄＭｏｄｅＦｌａｇに対応するｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐ
ｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］およびｉｎｉｔｉａｌ＿ｃ
ｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｏｆｆｓｅｔ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］によって
表されるデフォルトの当初のＣＰＢの除去遅延および遅延オフセット（この場合、変数Ｄ
ｅｆａｕｌｔＩｎｉｔＣｐｂＰａｒａｍｓＦｌａｇが１に等しく設定される）、またはＮ
ａｌＨｒｄＭｏｄｅＦｌａｇに対応するｉｎｉｔｉａｌ＿ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａ
ｌ＿ｄｅｌａｙ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］およびｉｎｉｔｉａｌ＿ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｒ
ｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｏｆｆｓｅｔ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］によって表される
代替的な当初のＣＰＢの除去遅延および遅延オフセット（この場合、変数Ｄｅｆａｕｌｔ
ＩｎｉｔＣｐｂＰａｒａｍｓＦｌａｇが０に等しく設定される）のいずれかが選択され、
アクセスユニット０と関連付けられるＴＦＤアクセスユニットは後者の場合Ｂｉｔｓｔｒ
ｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅから廃棄され、その結果がＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅ
に割り当てられる。それ以外の場合、デフォルトの当初のＣＰＢの除去遅延および遅延オ
フセットが選択される（この場合、変数ＤｅｆａｕｌｔＩｎｉｔＣｐｂＰａｒａｍｓＦｌ
ａｇが１に等しく設定される）。
【０２５１】
実行されるビットストリーム適合試験の数はＮ１×Ｎ２×Ｎ３×（Ｎ４×２＋Ｎ５）に等
しく、Ｎ１、Ｎ２、Ｎ３、Ｎ４、およびＮ５の値は次のように規定される。
【０２５２】
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－Ｎ１は、試験対象のビットストリームに含まれる動作点の数である。
【０２５３】
－ＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅがＴｙｐｅ　Ｉのビットストリームである場合、
Ｎ２は１に等しく、それ以外の場合（ＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅがＴｙｐｅ　
ＩＩのビットストリームである）、Ｎ２は２に等しい。
【０２５４】
－Ｎ３は、ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］
＋１に等しい。
【０２５５】
－Ｎ４は、ＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅにおいてＴａｒｇｅｔＯｐに適用可能な
バッファリング期間ＳＥＩメッセージと関連付けられるアクセスユニットの数であり、こ
れらのアクセスユニット中のコーディングされたピクチャは、ＣＲＡ＿ＮＵＴまたはＢＬ
Ａ＿Ｗ＿ＬＰに等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを有し、ＴａｒｇｅｔＯｐに適用可能
な関連付けられるバッファリング期間ＳＥＩメッセージは、１に等しいｒａｐ＿ｃｐｂ＿
ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇを有する。
【０２５６】
－Ｎ５は、ＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅにおいてＴａｒｇｅｔＯｐに適用可能な
バッファリング期間ＳＥＩメッセージと関連付けられるアクセスユニットの数であり、こ
れらのアクセスユニットの各々の中のコーディングされたピクチャは、ＣＲＡ＿ＮＵＴお
よびＢＬＡ＿Ｗ＿ＬＰの１つに等しくないｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを有し、または、
ＴａｒｇｅｔＯｐに適用可能な関連付けられるバッファリング期間ＳＥＩメッセージは、
０に等しいｒａｐ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇを有する。
【０２５７】
ＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅがＴｙｐｅ　ＩＩのビットストリームであるとき、
「ｉｆ（ｖｃｌ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ）」という
条件に直ちに従うｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（ＴａｒｇｅｔＤ
ｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ）シンタックス構造が選択される場合、試験が図Ｃ－１に示さ
れるＴｙｐｅ　Ｉの適合点において行われ、ＶＣＬおよびフィラーデータＮＡＬユニット
のみが、入力ビットレートおよびＣＰＢ記憶のためにカウントされ、それ以外の場合（「
ｉｆ（ｎａｌ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ）」という条
件に直ちに従うｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（ＴａｒｇｅｔＤｅ
ｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ）シンタックス構造が選択される）、試験が図Ｃ－１に示される
Ｔｙｐｅ　ＩＩの適合点において行われ、（Ｔｙｐｅ　ＩＩのＮＡＬユニットストリーム
の）すべてのＮＡＬユニットまたは（バイトストリーム）のすべてのバイトが、入力ビッ
トレートおよびＣＰＢ記憶のためにカウントされる。
【０２５８】
注記３－図Ｃ－１に示されるＴｙｐｅ　ＩＩの適合点のためにＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘの
値によって確立されるＮＡＬ　ＨＲＤパラメータは、ＶＢＲの場合に（０に等しいｃｂｒ
＿ｆｌａｇ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］）、ＩｎｉｔＣｐｂＲｅｍｏｖａｌＤｅｌａｙ［
ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］、ＢｉｔＲａｔｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］、およびＣｐｂ
Ｓｉｚｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］の同じ値に対して、図Ｃ－１に示されるＴｙｐｅ　
Ｉの適合点に対するＶＣＬ　ＨＲＤ適合を確立するのにも十分である。これは、Ｔｙｐｅ
　Ｉの適合点へのデータフローがＴｙｐｅ　ＩＩの適合点へのデータフローのサブセット
であることと、ＶＢＲの場合に、ＣＰＢが空になることと次のピクチャが到達し始めるこ
とが予定される時間まで空のままであることとを許容されることが原因である。たとえば
、２－９節に規定された復号処理を使用して、Ａｎｎｅｘ　Ａに規定されるプロファイル
の１つまたは複数に適合するコーディングされたビデオシーケンスを復号するとき、Ａ．
４．２項の項目ｃ）におけるプロファイル適合のためにＮＡＬ　ＨＲＤパラメータに対し
て設定される境界の中に入るだけではなく、Ａ．４．２項の項目ｂ）におけるプロファイ
ル適合のためにＶＣＬ　ＨＲＤパラメータに対して設定される境界の中にも入る、ＮＡＬ
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　ＨＲＤパラメータがＴｙｐｅ　ＩＩの適合点に対して提供されるとき、Ｔｙｐｅ　Ｉの
適合点に対するＶＣＬ　ＨＲＤの適合も、Ａ．４．２項の項目ｂ）の境界の中に入ること
が確実にされる。
【０２５９】
ＶＣＬ　ＮＡＬユニットおよび対応するバッファリング期間ＳＥＩメッセージおよびピク
チャタイミングＳＥＩメッセージにおいて参照されるすべてのビデオパラメータセット、
シーケンスパラメータセット、およびピクチャパラメータセットは、ビットストリーム中
で（非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットによって）、またはこの仕様において規定されない他の手
段によって、タイムリーな方式でＨＲＤに運ばれるものとする。
【０２６０】
Ａｎｎｅｘ　Ｃ、Ｄ、およびＥにおいて、非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットの「存在」の規定は
、それらのＮＡＬユニット（またはそれらの一部のみ）がこの仕様によって規定されない
他の手段によってデコーダ（またはＨＲＤ）に運ばれるときも、満たされる。ビットをカ
ウントする目的で、ビットストリーム中に実際に存在する適切なビットのみがカウントさ
れる。
【０２６１】
注記１－例として、ビットストリーム中に存在するもの以外の手段によって運ばれる非Ｖ
ＣＬ　ＮＡＬユニットの、ビットストリーム中に存在するＮＡＬユニットに対する同期は
、仮にエンコーダがその非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットをビットストリーム中で運ぶことを決
めていればその非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットがビットストリーム中でそれらの点の間に存在
していたであろうビットストリーム中の２つの点を示すことによって、達成され得る。
【０２６２】
非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットの内容がビットストリーム内に存在するもの以外の何らかの手
段によって適用のために運ばれるとき、非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットの内容の表現は、この
仕様で規定されるのと同じシンタックスを使用することを要求されない。
【０２６３】
注記２－ＨＲＤ情報がビットストリーム内に含まれるとき、ビットストリームに含まれる
情報のみに基づいて、この項の要件に対するビットストリームの適合を確かめることが可
能である。すべての「スタンドアロン」のＴｙｐｅ　Ｉのビットストリームの場合にそう
であるように、ＨＲＤ情報がビットストリーム中に存在しないとき、適合は、ＨＲＤデー
タがこの仕様で規定されない何らかの他の手段によって与えられるときにのみ、確かめら
れ得る。
【０２６４】
ＨＲＤは、図Ｃ－２に示されるように、コーディングされたピクチャのバッファ（ＣＰＢ
）と、瞬時復号処理と、復号されたピクチャのバッファ（ＤＰＢ）と、出力のクロッピン
グとを含む。
【０２６５】
各ビットストリーム適合試験に対して、ＣＰＢサイズ（ビットの数）は、式Ｅ－４６によ
って規定されるようなＣｐｂＳｉｚｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］であり、ＳｃｈｅｄＳ
ｅｌＩｄｘおよびＨＲＤパラメータは、この項において上で規定されたように選択される
。ＤＰＢサイズ（ピクチャ記憶バッファの数）は、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂ
ｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］である。
【０２６６】
変数ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＰｒｅｆｅｒｒｅｄＦｌａｇは、外部手段によって規定されるか
、または外部手段によって規定されないときは０に設定される。
【０２６７】
変数ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇは次のように導出される。
【０２６８】
ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇ＝ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＰｒｅｆｅｒｒｅｄＦｌａｇ＆＆ｓｕ
ｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ（Ｃ－１）
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ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇが０に等しい場合、ＣＰＢは、アクセスユニットレベルで動
作し、各復号ユニットはアクセスユニットである。それ以外の場合、ＣＰＢは、サブピク
チャレベルで動作し、各復号ユニットはアクセスユニットのサブセットである。
【０２６９】
ＨＲＤは次のように動作する。規定された到着スケジュールに従ってＣＰＢに流れる復号
ユニットと関連付けられるデータは、ＨＳＳによって配信される。各復号ユニットと関連
付けられるデータは、復号ユニットのＣＰＢ除去時間に瞬時復号処理によって瞬時に除去
され復号される。各々の復号されたピクチャは、ＤＰＢの中に配置される。復号されたピ
クチャは、Ｃ．３．１項またはＣ．５．２項で規定されるように、ＤＰＢから除去される
。
【０２７０】
各ビットストリーム適合試験のためのＣＰＢの動作は、Ｃ．２項に規定される。瞬時デコ
ーダ動作は、２－９節に規定される。各ビットストリーム適合試験のためのＤＰＢの動作
は、Ｃ．３項で規定される。各ビットストリーム適合試験のための出力のクロッピングは
、Ｃ．３．２項およびＣ．５．２項で規定される。
【０２７１】
列挙された配信スケジュールの数、ならびにそれらの関連付けられるビットレートおよび
バッファサイズに関する、ＨＳＳおよびＨＲＤ情報は、Ｅ．１．１項、Ｅ．１．２項、Ｅ
．２．１項、およびＥ．２．２項で規定される。ＨＲＤは、Ｄ．１．１項およびＤ．２．
１項で規定されるように、バッファリング期間ＳＥＩメッセージによって規定されるよう
に当初化される。ＣＰＢからの復号ユニットの除去のタイミングおよびＤＰＢからの復号
されたピクチャの出力のタイミングは、Ｄ．１．２項およびＤ．２．１項で規定されるよ
うにピクチャタイミングＳＥＩメッセージにおいて規定される。特定の復号ユニットに関
するすべてのタイミング情報が、復号ユニットのＣＰＢ除去時間よりも前に到達するもの
とする。
【０２７２】
ビットストリーム適合の要件はＣ．４項で規定され、Ｃ．５項で規定されるようにデコー
ダの適合を確認するためにＨＲＤが使用される。
【０２７３】
注記３－ビットストリームを生成するために使用されるすべてのピクチャのレートおよび
クロックがビットストリームでシグナリングされる値と厳密に一致するという仮定のもと
で、適合は保証されるが、実際のシステムでは、これらの各々はシグナリングされる値ま
たは規定される値から変動し得る。
【０２７４】
この付記におけるすべての算術演算は、丸め誤差が広まり得ないように実際の値により行
われる。たとえば、復号ユニットの除去の直前のまたはその直後のＣＰＢ中のビットの数
は必ずしも整数であるとは限らない。
【０２７５】
変数ｔcは、次のように導出され、クロックティックと呼ばれる。
【数２】

【０２７６】
変数ｔc_subは、次のように導出され、サブピクチャクロックティックと呼ばれる。
【数３】

【０２７７】
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次のことが、この付記における制約を表現するために規定される。
【０２７８】
－アクセスユニットｎを、復号順序でｎ番目のアクセスユニットとし、最初のアクセスユ
ニットがアクセスユニット０（すなわち、０番目のアクセスユニット）である。
【０２７９】
－ピクチャｎを、アクセスユニットｎのコーディングされたピクチャまたは復号されたピ
クチャとする。
【０２８０】
－復号ユニットｍを、復号順序でｍ番目の復号ユニットとし、最初の復号ユニットが復号
ユニット０である。
【０２８１】
　[0156]上のＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＣ．１に対する修
正は、ビットストリーム適合試験を明確にし得る。上で示されたように、復号処理がＨＥ
ＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８におけるビットストリーム適合試験のために呼び
出されるとき、シンタックス要素のセマンティクスがＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄ
Ｓｅｔの値として明確に規定されず、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄが適切に
設定されない。セクションＣ．１に対する修正は、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳ
ｅｔおよびＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄの定義を明確にする。
【０２８２】
　[0157]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＣ．１に対する上記の
修正で示されるように、デバイスは、動作点を選択し、動作点のレイヤ識別子のターゲッ
トセット（ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔ）と最高の一時的な識別子（Ｔａｒ
ｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ）とを決定する、ＨＲＤ動作（ビットストリーム適合
試験のような）を実行することができる。さらに、ＨＲＤ動作において、デバイスは、動
作点に適用可能なＨＲＤパラメータのセットを選択し、ＨＲＤパラメータの選択されたセ
ットを使用して、復号処理を実行するＨＲＤを構成することができる。特定の動作点に適
用可能なＨＲＤパラメータのセットは、当初のＣＰＢの除去遅延、ＣＰＢサイズ、ビット
レート、当初のＤＰＢの出力遅延、ＤＰＢサイズなどを規定するパラメータを含み得る。
ＨＲＤ動作は、復号処理を実行することを含み得る。
【０２８３】
　[0158]いくつかの例では、デバイスは、ＶＰＳ中のＨＲＤパラメータ（たとえば、ｈｒ
ｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造）の１つまたは複数のセットおよびＳＰ
Ｓ中のＨＲＤパラメータのセットの中から、動作点に適用可能なＨＲＤパラメータのセッ
トを選択することができる。いくつかの例では、デバイスは、動作点のレイヤ識別子セッ
トがＳＰＳと関連付けられるコーディングされたビデオシーケンス中に存在するすべての
レイヤ識別子のセットを含むとき、ＳＰＳ中のＨＲＤパラメータのセットが特定の動作点
に適用可能であると決定することができる。さらに、いくつかの例では、デバイスは、動
作点のターゲットレイヤ識別子セット（たとえば、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳ
ｅｔ）が値０のみを含むと決定したことに応答して、ＳＰＳ中のＨＲＤパラメータのセッ
トを選択することができる。いくつかの例では、デバイスは、レイヤ識別子のセット（た
とえば、ｏｐ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ［］［］）が動作点のターゲットレイヤ識別子セット（
たとえば、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔ）と同一であると決定したことに応
答して、ＶＰＳ中のＨＲＤパラメータのセットを選択することができる。
【０２８４】
　[0159]さらに、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＣ．１に対す
る上記の修正および本開示の他の部分で示されるように、デバイスは、ＨＲＤのＤＰＢの
最大の要求されるサイズを各々示すシンタックス要素のアレイ（ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ
＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［］）を、ＳＰＳから、復号することができる。デバイス
は、ターゲットの最高の一時的な識別子に基づいて、アレイ中の特定のシンタックス要素
（すなわち、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅ
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ｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］）を決定することができる。上で示されたように、ＤＰＢ中の
ピクチャ記憶バッファの数は、特定のシンタックス要素によって示される（すなわち、Ｄ
ＰＢサイズ（ピクチャ記憶バッファの数）はｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆ
ｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］である）。
【０２８５】
　[0160]加えて、復号処理は、ＨＲＤパラメータの選択されたセットを含む、ＨＲＤパラ
メータシンタックス構造（ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（））を復号することができる
。ＨＲＤパラメータの選択されたセットは、ビットストリーム中の代替的なＣＰＢ仕様の
数を各々示す、シンタックス要素のアレイ（ｃｂｐ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［］）を含む
。デバイスがＨＲＤ動作を実行するとき、デバイスが、ターゲットの最高の一時的な識別
子（ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ）に基づいて、アレイ中の特定のシンタッ
クス要素（ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］
）を選択でき、０からその特定のシンタックス要素の値までの範囲にあるスケジューラ選
択インデックス（ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ）を選択できることを、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉ
ｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＣ．１に対する修正は明確にする。デバイスは、スケ
ジューラ選択インデックスに少なくとも一部基づいて、ＨＲＤのＣＰＢの当初のＣＰＢの
除去遅延を決定することができる。
【０２８６】
　[0161]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＣ．２．１は、ビット
ストリームの適合のためのＤＰＢからのピクチャの除去に関する。本開示の１つまたは複
数の例示的な技法によれば、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＣ
．２．１は、次のように変更され得る。
【０２８７】
この項の仕様は、Ｃ．１項で規定されるように選択されるＤＰＢパラメータの各セットに
独立に適用される。
【０２８８】
現在のピクチャの復号の前の（ただし、現在のピクチャの最初のスライスのスライスヘッ
ダを解析した後の）ＤＰＢからのピクチャの除去は、（現在のピクチャを含んでいる）ア
クセスユニットｎの最初の復号ユニットのＣＰＢ除去時間に瞬時に起こり、次のように進
行する。
【０２８９】
８．３．２項で規定されるような、参照ピクチャセットのための復号処理が呼び出され得
る。
【０２９０】
現在のピクチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャである場合、次のことが当てはま
る。
【０２９１】
１．ＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャが復号される最初のピクチャではなく、アクテ
ィブシーケンスパラメータセットから導出されたｐｉｃ＿ｗｉｄｔｈ＿ｉｎ＿ｌｕｍａ＿
ｓａｍｐｌｅｓまたはｐｉｃ＿ｈｅｉｇｈｔ＿ｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｓａｍｐｌｅｓまたはｓ
ｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓ
ｔＴｉｄ］の値が、それぞれ、先行するピクチャについてアクティブであったシーケンス
パラメータセットから導出されたｐｉｃ＿ｗｉｄｔｈ＿ｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｓａｍｐｌｅｓ
またはｐｉｃ＿ｈｅｉｇｈｔ＿ｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｓａｍｐｌｅｓまたはｓｐｓ＿ｍａｘ＿
ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］の値
とは異なるとき、ｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇは、ｎｏ
＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇの実際の値にかかわらず、ＨＲ
Ｄによって１に等しいと推測される。
【０２９２】
注記－デコーダの実装形態は、ｐｉｃ＿ｗｉｄｔｈ＿ｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｓａｍｐｌｅｓ、
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ｐｉｃ＿ｈｅｉｇｈｔ＿ｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｓａｍｐｌｅｓ、またはｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅ
ｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］の変更に
関して、ＨＲＤよりも適切にピクチャまたはＤＰＢサイズの変更を扱おうと試みるものと
する。
【０２９３】
２．ｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇが１に等しいとき、ま
たは１に等しいと推測されるとき、ＤＰＢ中のすべてのピクチャ記憶バッファは、それら
が含んでいるピクチャの出力を伴わずに空にされ、ＤＰＢ充満度は０に設定され得る。
【０２９４】
以下の条件の両方が真である、ＤＰＢ中のすべてのピクチャｋがＤＰＢから除去される。
【０２９５】
－ピクチャｋが、「参照のために使用されない」と標識される。
【０２９６】
－ピクチャｋが、０に等しいＰｉｃＯｕｔｐｕｔＦｌａｇを有するか、またはそのＤＰＢ
出力時間が、現在のピクチャｎの（復号ユニットｍとして示される）最初の復号ユニット
のＣＰＢ除去時間以下である、すなわち、ｔo,dpb（ｋ）≦ｔr（ｍ）である。
【０２９７】
ピクチャがＤＰＢから除去されると、ＤＰＢ充満度は１だけデクリメントされ得る。
【０２９８】
　[0162]本開示の他の箇所で示されるように、パラメータｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉ
ｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］は、ＨＲＤ動作において適切に選択されないことがある。
ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８は、上で示されたように、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿
ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］の代
わりにｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］を単に示す。ＨＥＶ
Ｃ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８は、セクションＣ．２．１においてインデックスｉ
のセマンティクスを示さない。本開示の１つまたは複数の技法によれば、ＴａｒｇｅｔＤ
ｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄをｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ
］のインデックスｉとして規定することは、ＤＰＢからピクチャを除去するＨＲＤ動作を
実行するときに、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄの明確に規定された値に等し
いｉがｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］において使用される
ことを、確実にし得る。
【０２９９】
　[0163]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＣ．２．１に対する上
記の修正で示されるように、デバイスは、ＨＲＤのＤＰＢの最大の要求されるサイズを各
々示すシンタックス要素の第１のアレイ（ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅ
ｒｉｎｇ［］）を、現在のピクチャについてアクティブであるＳＰＳから復号することが
できる。加えて、デバイスは、ＨＲＤのＤＰＢの最大の要求されるサイズを各々示すシン
タックス要素の第２のアレイ（ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［
］）を、現在のピクチャについてアクティブであるＳＰＳから復号することができる。デ
バイスは、ターゲットの最高の一時的な識別子（ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉ
ｄ）に基づいて、第１のアレイ中の第１のシンタックス要素（ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿
ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］）を決定する
ことができる。加えて、デバイスは、ターゲットの最高の一時的な識別子に基づいて、第
２のアレイ中の第２のシンタックス要素（ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅ
ｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］）を決定することができる。現在
のピクチャが瞬時復号リフレッシュ（ＩＤＲ）ピクチャまたはブロークンリンクアクセス
（ＢＬＡ）ピクチャであり、第１のシンタックス要素の値が第２のシンタックス要素の値
と異なるとき、デバイスは、第３のシンタックス要素によって示される値とは関係なく、
第３のシンタックス要素の値（ｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌ
ａｇ）を推測することができる。第３のシンタックス要素は、ＩＤＲピクチャまたはＢＬ
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Ａピクチャの復号の後、ＤＰＢ中の以前に復号されたピクチャがどのように扱われるかを
規定し得る。
【０３００】
　[0164]ＩＤＲピクチャは、各スライスセグメントがＩＤＲ＿Ｗ＿ＬＰまたはＩＤＲ＿Ｎ
＿ＬＰに等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを有する、ランダムアクセスポイント（ＲＡ
Ｐ）ピクチャであり得る。ＩＤＲピクチャは、Ｉスライスのみを含み、復号順序でビット
ストリーム中で最初のピクチャであってよく、または、ビットストリーム中でより後に現
れてよい。ＩＤＲ＿Ｎ＿ＬＰに等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを有するＩＤＲピクチ
ャは、ビットストリーム中に存在する、関連付けられる先行ピクチャを有さない。先行ピ
クチャは、出力順序で関連付けられるＲＡＰピクチャに先行するピクチャである。ＩＤＲ
＿Ｗ＿ＬＰに等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを有するＩＤＲピクチャは、ビットスト
リーム中に存在する、関連付けられる廃棄するものとタグ付けされた（ＴＦＤ：tagged-f
or-discard）ピクチャを有さず、しかし、ビットストリーム中に関連付けられるＤＬＰピ
クチャを有し得る。
【０３０１】
　[0165]ＢＬＡピクチャは、ＢＬＡ＿Ｗ＿ＴＦＤ、ＢＬＡ＿Ｗ＿ＤＬＰ、またはＢＬＡ＿
Ｎ＿ＬＰに等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを各スライスセグメントが有する、ＲＡＰ
ピクチャである。ＢＬＡ＿Ｗ＿ＴＦＤに等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを有するＢＬ
Ａピクチャは、ビットストリーム中に存在する、関連付けられるＴＦＤピクチャを有し得
る。ＢＬＡ＿Ｎ＿ＬＰに等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを有するＢＬＡピクチャは、
ビットストリーム中に存在する、関連付けられる先行ピクチャを有さない。ＢＬＡ＿Ｗ＿
ＤＬＰに等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを有するＢＬＡピクチャは、ビットストリー
ム中に存在する、関連付けられるＴＦＤピクチャを有さず、しかし、ビットストリーム中
に関連付けられるＤＬＰピクチャを有し得る。
【０３０２】
　[0166]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＣ．３は、ビットスト
リーム適合動作を記述する。本開示の１つまたは複数の例示的な技法によれば、ＨＥＶＣ
　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＣ．３は、次のように修正され得る。
【０３０３】
この仕様に適合するコーディングされたデータのビットストリームは、この項で規定され
るすべての要件を満たすものとする。
【０３０４】
ビットストリームは、この付記の範囲外においてこの仕様で規定される、シンタックス、
セマンティクス、および制約に従って解釈されるものとする。
【０３０５】
ビットストリーム中の最初のコーディングされたピクチャは、ＲＡＰピクチャ、すなわち
、ＩＤＲピクチャ、ＣＲＡピクチャ、またはＢＬＡピクチャであるものとする。
【０３０６】
復号される各々の現在のピクチャに対して、変数ｍａｘＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔおよびｍ
ｉｎＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔを、それぞれ、次のピクチャのＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＶａ
ｌ値の最大値および最小値に等しく設定させる。
【０３０７】
－現在のピクチャ。
【０３０８】
－０に等しいＴｅｍｐｏｒａｌＩｄを有する、復号順序で前にあるピクチャ。
【０３０９】
－現在のピクチャの参照ピクチャセット中の短期参照ピクチャ。
【０３１０】
－１に等しいＰｉｃＯｕｔｐｕｔＦｌａｇを有し、ｔr（ｎ）＜ｔr（ｃｕｒｒＰｉｃ）か
つｔo,dpb（ｎ）≧ｔr（ｃｕｒｒＰｉｃ）であるすべてのピクチャｎ、ただしｃｕｒｒＰ
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ｉｃは現在のピクチャである。
【０３１１】
次の条件のすべてが、ビットストリーム適合試験の各々に対して満たされるものとする。
【０３１２】
１．バッファリング期間ＳＥＩメッセージと関連付けられる、ｎ＞０である各アクセスユ
ニットｎに対して、Δｔg,90（ｎ）は
【数４】

【０３１３】
によって規定され、ＩｎｉｔＣｐｂＲｅｍｏｖａｌＤｅｌａｙ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ
］の値は次のように制約されるものとする。
【０３１４】
－ｃｂｒ＿ｆｌａｇ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］が０に等しい場合、

【数５】

【０３１５】
である。
【０３１６】
－それ以外の場合（ｃｂｒ＿ｆｌａｇ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］が１に等しい）、
【数６】

【０３１７】
である。
【０３１８】
注記４－各ピクチャの除去時間におけるＣＰＢ中のビットの正確な数は、どのバッファリ
ング期間ＳＥＩメッセージがＨＲＤを当初化するために選択されるかに依存し得る。エン
コーダは、このことを、どのバッファリング期間ＳＥＩメッセージがＨＲＤを当初化する
ために選択されるかに関係なくすべての規定された制約が順守されるべきであることを確
実にするために考慮しなければならず、それは、ＨＲＤがバッファリング期間ＳＥＩメッ
セージのいずれかの１つにおいて当初化され得るからである。
【０３１９】
２．ＣＰＢオーバーフローは、ＣＰＢ中のビットの総数がＣＰＢサイズよりも大きい条件
として、規定される。ＣＰＢはオーバーフローしてはならないものとする。
【０３２０】
３．ＣＰＢアンダーフローは、復号ユニットｍの名目ＣＰＢ除去時間ｔr,n（ｍ）が、ｍ
の少なくとも１つの値に対して、復号ユニットｍの最終ＣＰＢ到着時間ｔaf（ｍ）よりも
小さいという条件として規定される。ｌｏｗ＿ｄｅｌａｙ＿ｈｒｄ＿ｆｌａｇが０に等し
いとき、ＣＰＢはアンダーフローしてはならないものとする。
【０３２１】
４．ｌｏｗ＿ｄｅｌａｙ＿ｈｒｄ＿ｆｌａｇが１に等しいとき、ＣＰＢアンダーフローは
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復号ユニットｍにおいて発生し得る。この場合、復号ユニットｍを含むアクセスユニット
ｎの最終ＣＰＢ到着時間ｔaf（ｎ）は、復号ユニットｍを含むアクセスユニットｎの名目
ＣＰＢ除去時間ｔr,n（ｎ）よりも大きいものとする。
【０３２２】
５．（復号順序で２番目のピクチャから開始する）ＣＰＢからのピクチャの名目除去時間
は、Ａ．４．１項からＡ．４．２項で表されるｔr,n（ｎ）およびｔr（ｎ）に対する制約
を満たすものとする。
【０３２３】
６．復号される各々の現在のピクチャに対して、Ｃ．３．１項で規定されるような、ＤＰ
Ｂからのピクチャの除去のための処理の呼出しの後、「参照のために使用される」と標識
される、または１に等しいＰｉｃＯｕｔｐｕｔＦｌａｇを有しｔo,dpb（ｎ）≧ｔr（ｃｕ
ｒｒＰｉｃ）である（ただしｃｕｒｒＰｉｃは現在のピクチャである）、すべてのピクチ
ャｎを含む、ＤＰＢ中の復号されたピクチャの数は、Ｍａｘ（０，ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅ
ｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］－１）以
下であるものとする。
【０３２４】
７．すべての参照ピクチャが、予測のために必要とされるときにＤＰＢ中に存在するもの
とする。１に等しいＯｕｔｐｕｔＦｌａｇを有する各ピクチャは、Ｃ．３項で規定される
処理の１つによるピクチャの出力時間の前にピクチャがＤＰＢから除去されない限り、ピ
クチャのＤＰＢ出力時間においてＤＰＢ中に存在するものとする。
【０３２５】
８．復号される各々の現在のピクチャに対して、ｍａｘＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔ－ｍｉｎ
ＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔの値は、ＭａｘＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＬｓｂ／２よりも小さい
ものとする。
【０３２６】
９．ピクチャの出力時間と、出力順序でそのピクチャの後にあり１に等しいＰｉｃＯｕｔ
ｐｕｔＦｌａｇを有する最初のピクチャの出力時間との差である、式Ｃ－１７によって与
えられるようなΔto,dpb（ｎ）の値は、２～９節で規定される復号処理を使用してビット
ストリームで規定されるプロファイル、ティア、およびレベルに対して、Ａ．４．１項で
表される制約を満たすものとする。
【０３２７】
　[0167]本開示の他の箇所で示されるように、パラメータｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉ
ｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］は、ビットストリーム適合動作において適切に選択されな
いことがある。セクションＣ．３の項目６において、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａ
ｆｔ　８は、「ＤＰＢ中の復号されたピクチャの数は．．．Ｍｉｎ（０，ｓｐｓ＿ｍａｘ
＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ］－１）以下であるもの
とする」ことを示し、ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄは定義されない。本開示の１つまたは複数の
技法によれば、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄをｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐ
ｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］のインデックスｉとして規定することは、ビットストリ
ーム適合動作を実行するときに、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄの明確に規定
された値に等しいｉがｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］にお
いて使用されることを、確実にし得る。
【０３２８】
　[0168]デバイスがＨＲＤ動作の一部として復号処理を実行するとき、デバイスは、ＨＲ
ＤのＤＰＢの最大の要求されるサイズを各々示すシンタックス要素のアレイ（ｓｐｓ＿ｍ
ａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［］）を、ＳＰＳから復号することができる
。さらに、ＨＲＤ動作を実行することの一部として、デバイスは、ターゲットの最高の一
時的な識別子（ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ）に基づいて、アレイ中の特定
のシンタックス要素を決定することができる。さらに、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒ
ａｆｔ　８のセクションＣ．３に対する上記の修正において示されるように、デバイスは



(62) JP 6009679 B2 2016.10.19

10

20

30

40

50

、ＤＰＢ中の復号されたピクチャの数が、０と特定のシンタックス要素の値から１を引い
たものとのうちの大きい方以下であるかどうかに少なくとも一部基づいて、ビットストリ
ームがビデオコーディング標準に適合するかどうかを決定することができる。
【０３２９】
　[0169]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＣ．４は、デコーダの
適合を記述する。本開示の１つまたは複数の例示的な技法によれば、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋ
ｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＣ．４は、次のように変更され得る。
【０３３０】
この仕様に適合するデコーダは、この項で規定されるすべての要件を満たすものとする。
【０３３１】
特定のプロファイル、ティア、およびレベルに対する適合を主張するデコーダは、ＶＣＬ
　ＮＡＬユニットにおいて参照されるすべてのビデオパラメータセット、シーケンスパラ
メータセット、およびピクチャパラメータセット、ならびに、適切なバッファリング期間
ＳＥＩメッセージおよびピクチャタイミングＳＥＩメッセージが、タイムリーな方式で、
ビットストリーム中で（非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットによって）、またはこの仕様によって
規定されない外部手段によって、デコーダに運ばれるとすれば、Ａｎｎｅｘ　Ａで規定さ
れる方式で、Ｃ．４項で規定されるビットストリーム適合の要件に適合するすべてのビッ
トストリームの復号に成功することが可能であるものとする。
【０３３２】
予約されたものとして規定される値を有するシンタックス要素をビットストリームが含み
、予約された値を有するシンタックス要素を含むシンタックス要素またはＮＡＬユニット
の値をデコーダが無視するものとすることが規定され、ビットストリームがそれ以外のこ
とについてこの仕様に適合するとき、適合するデコーダは、それが適合するビットストリ
ームを復号し規定されるような予約された値を有するシンタックス要素を含むシンタック
ス要素またはＮＡＬユニットの値を無視するのと同じ方式で、ビットストリームを復号す
るものとする。
【０３３３】
出力タイミングの適合および出力順序の適合という、デコーダにより主張され得る２つの
タイプの適合がある。
【０３３４】
デコーダの適合を確認するために、Ｃ．４項によって規定されるような、主張されたプロ
ファイル、ティア、およびレベルに適合するテストビットストリームが、ＨＲＤと試験対
象のデコーダ（ＤＵＴ）の両方に、仮想ストリームスケジューラ（ＨＳＳ）によって配信
される。ＨＲＤによって出力されるすべてのピクチャは、ＤＵＴによっても出力され、か
つＨＲＤによって出力される各ピクチャに対して、対応するピクチャに対してＤＵＴによ
って出力されるすべてのサンプルの値は、ＨＲＤによって出力されるサンプルの値に等し
いものとする。
【０３３５】
出力タイミングについてのデコーダの適合のために、ビットレートおよびＣＰＢサイズが
規定されたプロファイル、ティア、およびレベルについてＡｎｎｅｘ　Ａで規定されるよ
うに制約される、ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘの値のサブセットのみから選択される配信スケ
ジュールとともに、または、ビットレートおよびＣＰＢサイズがＡｎｎｅｘ　Ａで規定さ
れるように制約される、以下で規定されるような「補間された」配信スケジュールととも
に、ＨＳＳが上で説明されたように動作する。同じ配信スケジュールがＨＲＤとＤＵＴの
両方に使用される。
【０３３６】
０よりも大きいｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉ
ｄ］を伴うＨＲＤパラメータおよびバッファリング期間ＳＥＩメッセージが存在するとき
、デコーダは、次のように、ピークビットレートｒと、ＣＰＢサイズｃ（ｒ）と、当初の
ＣＰＢの除去遅延（ｆ（ｒ）÷ｒ）とを有するものとして規定される「補間された」配信
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スケジュールを使用して動作するＨＳＳから配信されるようなビットストリームを復号す
ることが可能であるものとする。
【０３３７】
　いずれかのＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ＞０、および、ＢｉｔＲａｔｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌ
Ｉｄｘ－１］≦ｒ≦ＢｉｔＲａｔｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］となり、ｒおよびｃ（ｒ
）が規定されたプロファイル、ティア、およびレベルに対する最大のビットレートおよび
バッファサイズについてＡｎｎｅｘ　Ａで規定されるような制限の範囲内にあるような、
ｒに対して、
【数７】

【０３３８】
である。
【０３３９】
注記１－ＩｎｉｔＣｐｂＲｅｍｏｖａｌＤｅｌａｙ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］は、バッ
ファリング期間ごとに異なっていることがあり、再計算されなければならない。
【０３４０】
出力タイミングについてのデコーダの適合のために、上で説明されたようなＨＲＤが使用
され、ピクチャ出力のタイミング（最初のビットの配信時間に対する）は、最大である固
定された遅延まで、ＨＲＤとＤＵＴの両方に対して同じである。
【０３４１】
出力順序についてのデコーダの適合に関して、次のことが当てはまる。
【０３４２】
－ＨＳＳは、ビットストリームＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅをＤＵＴからの「要
求によって」ＤＵＴに配信し、これは、ＤＵＴが処理を進めるためにさらなるビットを必
要とするときにのみＨＳＳがビットを（復号順序で）配信することを意味する。
【０３４３】
注記２－これは、この試験に対して、ＤＵＴのコーディングされたピクチャのバッファが
、最大の復号ユニットのサイズと同じ小ささであってよいことを意味する。
【０３４４】
－以下で説明されるような修正されたＨＲＤが使用され、ビットレートおよびＣＰＢサイ
ズがＡｎｎｅｘ　Ａで規定されるように制約されるように、ＨＳＳは、ビットストリーム
ＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅで規定されるスケジュールの１つによって、ビット
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ストリームをＨＲＤに配信する。出力されるピクチャの順序は、ＨＲＤとＤＵＴの両方に
ついて同じであるものとする。
【０３４５】
－出力順序についてのデコーダの適合のために、ＣＰＢサイズは、式Ｅ－４６によって規
定されるようなＣｐｂＳｉｚｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］であり、ＳｃｈｅｄＳｅｌＩ
ｄｘおよびＨＲＤパラメータは、Ｃ．１項において上で規定されたように選択される。Ｄ
ＰＢサイズはｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅ
ｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］である。ＨＲＤのためのＣＰＢからの除去時間は、最終ビット
の到着時間に等しく、復号は即時である。このＨＲＤのＤＰＢの動作は、Ｃ．５．１項か
らＣ．５．３項で記述されるようなものである。
【０３４６】
　[0170]本開示の他の箇所で示されるように、パラメータｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１
［ｉ］およびｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］は、デコーダ
適合要件において適切に選択されないことがある。たとえば、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ
　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＣ．４は、ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１のためのインデ
ックスを規定しない。本開示の１つまたは複数の技法によれば、ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎ
ｕｓ１［ｉ］およびｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］のイン
デックスｉとして、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄを規定することは、Ｔａｒ
ｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄの明確に規定された値に等しいｉについてデコーダ適
合動作が一貫して実行されることを確実にする。
【０３４７】
　[0171]さらに、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＣ．４．２は
、デコーダの適合のためのＤＰＢからのピクチャの除去を記述する。本開示の１つまたは
複数の例示的な技法によれば、セクションＣ．４．２の表題は、「ＤＰＢからのピクチャ
の除去」から「ＤＰＢからのピクチャの出力および除去」に変更され得る。ＨＥＶＣ　Ｗ
ｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＣ．４．２の文章は、次のように変更され得
る。
【０３４８】
現在のピクチャの復号の前の（ただし、現在のピクチャの最初のスライスのスライスヘッ
ダを解析した後の）ＤＰＢからのピクチャの出力および除去は、現在のピクチャを含むア
クセスユニットの最初の復号ユニットがＣＰＢから除去されるときに瞬時に起こり、次の
ように進行する。
【０３４９】
８．３．２項で規定されるような、参照ピクチャセットのための復号処理が呼び出され得
る。
【０３５０】
－現在のピクチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャである場合、次のことが当ては
まる。
【０３５１】
１．ＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャが復号される最初のピクチャではなく、アクテ
ィブシーケンスパラメータセットから導出されたｐｉｃ＿ｗｉｄｔｈ＿ｉｎ＿ｌｕｍａ＿
ｓａｍｐｌｅｓまたはｐｉｃ＿ｈｅｉｇｈｔ＿ｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｓａｍｐｌｅｓまたはｓ
ｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓ
ｔＴｉｄ］の値が、それぞれ、先行するピクチャについてアクティブであったシーケンス
パラメータセットから導出されたｐｉｃ＿ｗｉｄｔｈ＿ｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｓａｍｐｌｅｓ
またはｐｉｃ＿ｈｅｉｇｈｔ＿ｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｓａｍｐｌｅｓまたはｓｐｓ＿ｍａｘ＿
ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］の値
とは異なるとき、ｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇは、ｎｏ
＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇの実際の値にかかわらず、ＨＲ
Ｄによって１に等しいと推測される。
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【０３５２】
注記－デコーダの実装形態は、ｐｉｃ＿ｗｉｄｔｈ＿ｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｓａｍｐｌｅｓ、
ｐｉｃ＿ｈｅｉｇｈｔ＿ｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｓａｍｐｌｅｓ、またはｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅ
ｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］の変更に
関して、ＨＲＤよりも適切にピクチャまたはＤＰＢサイズの変更を扱おうと試みるものと
する。
【０３５３】
２．ｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇが、１に等しいとき、
または１に等しいと推測されるとき、ＤＰＢ中のすべてのピクチャ記憶バッファは、それ
らが含むピクチャの出力を伴わずに空にされる。
【０３５４】
３．ｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇが１に等しくなく、１
に等しいと推測されないとき、「出力のために必要とされない」および「参照のために使
用されない」と標識されるピクチャを含むピクチャ記憶バッファが（出力を伴わずに）空
にされ、ＤＰＢ中のすべての空ではないピクチャ記憶バッファが、Ｃ．５．２．１項で規
定される「バンピング」処理を繰り返し呼び出すことによって空にされる。
【０３５５】
－それ以外の場合（現在のピクチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャである）、「
出力のために必要とされない」および「参照のために使用されない」と標識されるピクチ
ャを含むピクチャ記憶バッファが（出力を伴わずに）空にされる。以下の条件の１つまた
は複数が真であるとき、Ｃ．５．２．１項で規定される「バンピング」処理が、現在の復
号されたピクチャを記憶するための空のピクチャ記憶バッファが存在するまで、繰り返し
呼び出される。
【０３５６】
１．「出力のために必要とされる」と標識されるＤＰＢ中のピクチャの数は、ｓｐｓ＿ｍ
ａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］
より大きい。
【０３５７】
２．ＤＰＢ中のピクチャの数は、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［
ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］に等しい。
【０３５８】
「バンピング」処理
次の場合、「バンピング処理」が呼び出される。
【０３５９】
－Ｃ．５．２項で規定されるように、現在のピクチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピク
チャであり、ｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇが１に等しく
なく、１に等しくないと推測される。
【０３６０】
－Ｃ．５．２項で規定されるように、現在のピクチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピク
チャではなく、「出力のために必要とされる」と標識されるＤＰＢ中のピクチャの数がｓ
ｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔ
Ｔｉｄ］より大きい。
【０３６１】
－Ｃ．５．２項で規定されるように、現在のピクチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピク
チャではなく、ＤＰＢ中のピクチャの数がｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅ
ｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］に等しい。
【０３６２】
「バンピング」処理は、次の順序付けられたステップからなる。
【０３６３】
１．出力が最初のピクチャが、「出力のために必要とされる」と標識されるＤＰＢ中のす
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て選択される。
【０３６４】
２．ピクチャが、ピクチャのためのアクティブシーケンスパラメータセットで規定される
クロッピング方形を使用してクロッピングされ、クロッピングされたピクチャが出力され
、ピクチャが「出力のために必要とされない」と標識される。
【０３６５】
３．クロッピングされ出力されたピクチャを含んだピクチャ記憶バッファが、「参照のた
めに使用されない」と標識されるピクチャを含む場合、ピクチャ記憶バッファが空にされ
る。
【０３６６】
　[0172]本開示の他の箇所で示されるように、パラメータｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉ
ｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］およびｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃ
ｓ［ｉ］は、ＤＰＢからのピクチャの除去のようなＨＲＤ動作において適切に選択されな
いことがある。本開示の１つまたは複数の技法によれば、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅ
ｓｔＴｉｄをｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］およびｓｐｓ
＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］のインデックスｉとして規定するこ
とは、ＤＰＢからピクチャを除去するＨＲＤ動作を実行するときに、ＴａｒｇｅｔＤｅｃ
ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄの明確に規定された値に等しいｉがｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉ
ｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］およびｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃ
ｓ［ｉ］において使用されることを、確実にし得る。
【０３６７】
　[0173]デバイスがＨＲＤ動作の間に復号処理を実行するとき、デバイスは、ＨＲＤのＤ
ＰＢの最大の要求されるサイズを各々示すシンタックス要素のアレイ（ｓｐｓ＿ｍａｘ＿
ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［］）を、ＳＰＳから復号することができる。さら
に、デバイスがＨＲＤ動作を実行するとき、デバイスは、ターゲットの最高の一時的な識
別子に基づいて、アレイ中の特定のシンタックス要素（ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ
＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］）を決定することが
できる。さらに、デバイスは、現在のピクチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャで
はなく、出力のために必要とされると標識されたＤＰＢ中のピクチャの数が特定のシンタ
ックス要素の値より大きいとき、ＤＰＢの１つまたは複数のピクチャ記憶バッファを空に
するバンピング処理を実行することができる。
【０３６８】
　[0174]同様に、デバイスがＨＲＤ動作の間に復号処理を実行するとき、デバイスは、Ｈ
ＲＤのＤＰＢの最大の要求されるサイズを各々示すシンタックス要素のアレイ（ｓｐｓ＿
ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［］）を、ＳＰＳから復号することができ
る。さらに、デバイスがＨＲＤ動作を実行するとき、デバイスは、ターゲットの最高の一
時的な識別子に基づいて、アレイ中の特定のシンタックス要素（ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ
＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ］）を決定す
ることができる。さらに、デバイスは、現在のピクチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピ
クチャではなく、ＤＰＢ中のピクチャの数が特定のシンタックス要素によって示されるも
のに等しいとき、ＤＰＢの１つまたは複数のピクチャ記憶バッファを空にするバンピング
処理を実行することができる。
【０３６９】
　[0175]さらに、本開示の１つまたは複数の技法によれば、ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐ
ｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔｓ（）シンタックス構造および関連付けられるセマンティク
スが、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８に追加され得る。以下の表５は、ａｐ
ｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔｓ（）シンタックス構造の例示的な
シンタックスを示す。
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【表５】

【０３７０】
　[0176]表５に示されるａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔ（）シ
ンタックス構造は、シンタックス構造と関連付けられるＳＥＩメッセージが適用される動
作点を規定する。ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔ（）シンタッ
クス構造と関連付けられるＳＥＩメッセージ（関連付けられるＳＥＩメッセージとも呼ば
れる）は、ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔ（）シンタックス構
造を含むＳＥＩメッセージである。ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉ
ｎｔ（）シンタックス構造と関連付けられるＳＥＩメッセージは、バッファリング期間Ｓ
ＥＩメッセージ、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージ、またはサブピクチャタイミング
ＳＥＩメッセージであり得る。
【０３７１】
　[0177]デフォルトの動作点は、両端を含めて値０からｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅ
ｒｏ＿６ｂｉｔｓを含むＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔによって特定される動作点として定義
されてよく、ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓは、関連付けられるＳＥ
Ｉメッセージを含むＳＥＩ　ＮＡＬユニットのＮＡＬユニットヘッダにおいてコーディン
グされ、ＯｐＴｉｄは、関連付けられるＳＥＩメッセージを含むＳＥＩ　ＮＡＬユニット
のＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ値に等しい。あるいは、デフォルトの動作点は、関連付けられる
ＳＥＩメッセージを含むＳＥＩ　ＮＡＬユニットのＮＡＬユニットヘッダ中のｎｕｈ＿ｒ
ｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓのみを含むＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔによって特
定される動作点として定義されてよく、ＯｐＴｉｄは、関連付けられるＳＥＩメッセージ
を含むＳＥＩ　ＮＡＬユニットのＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ値に等しい。あるいは、デフォル
トの動作点は、値０のみを含むＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔによって特定される動作点とし
て定義されてよく、ＯｐＴｉｄは、関連付けられるＳＥＩメッセージを含むＳＥＩ　ＮＡ
ＬユニットのＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ値に等しい。
【０３７２】
　[0178]ｄｅｆａｌｕｔ＿ｏｐ＿ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｆｌａｇが１に等しい場合、関
連付けられるＳＥＩメッセージが適用される動作点は、デフォルトの動作点、およびｏｐ
ｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｓ（ｉ）によって規定されるようなＯｐ
ＬａｙｅｒＩｄＳｅｔおよびｏｐ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ［ｉ］に等しいＯｐＴｉｄに
よって特定されるｎｕｍ＿ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｓ＿ｍｉｎｕｓ１動作点であり、
ｉは両端を含めて０からｎｕｍ＿ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｓ＿ｍｉｎｕｓ１の範囲に
ある。それ以外の場合（ｄｅｆａｌｕｔ＿ｏｐ＿ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｆｌａｇが０に
等しい）、関連付けられるＳＥＩメッセージが適用される動作点は、ｏｐｅｒａｔｉｏｎ



(68) JP 6009679 B2 2016.10.19

10

20

30

40

＿ｐｏｉｎｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｓ（ｉ）によって規定されるようなＯｐＬａｙｅｒＩｄ
Ｓｅｔおよびｏｐ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ［ｉ］に等しいＯｐＴｉｄによって特定され
るｎｕｍ＿ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｓ＿ｍｉｎｕｓ１＋１動作点であってよく、ｉは
両端を含めて０からｎｕｍ＿ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｓ＿ｍｉｎｕｓ１＋１の範囲に
ある。
【０３７３】
　[0179]さらに、表５の例示的なシンタックスにおいて、ｎｕｍ＿ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ
＿ｏｐｓ＿ｍｉｎｕｓ１シンタックス要素＋１は、関連付けられるＳＥＩメッセージが適
用される動作点の数を規定する。ｎｕｍ＿ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｓ＿ｍｉｎｕｓ１
の値は、両端値を含めて０から６３の範囲にあり得る。表５の例では、１に等しいｄｅｆ
ａｕｌｔ＿ｏｐ＿ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｆｌａｇシンタックス要素は、関連付けられる
ＳＥＩメッセージがデフォルトの動作点に適用されることを規定する。０に等しいｄｅｆ
ａｕｌｔ＿ｏｐ＿ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｆｌａｇシンタックス要素は、関連付けられる
ＳＥＩメッセージがデフォルトの動作点に適用されないことを規定する。ｏｐ＿ｔｅｍｐ
ｏｒａｌ＿ｉｄ［ｉ］シンタックス要素は、ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ
＿ｐｏｉｎｔ（）シンタックス構造において明示的にシグナリングされるｉ番目のＯｐＴ
ｉｄ値を規定する。ｏｐ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ［ｉ］の値は、両端を含めて、０から
６の範囲にあり得る。
【０３７４】
　[0180]上で示されたように、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８は、関連付け
られるｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｓ（）シンタックス構造がｎ
ｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの複数の値（すなわち、ＨＥＶＣのマル
チビュー拡張、３ＤＶ拡張、またはスケーラブルビデオコーディング拡張における複数の
レイヤＩＤ）を含むｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造に、バッファリ
ング期間ＳＥＩメッセージまたはピクチャタイミングＳＥＩメッセージを関連付ける方法
を提供しない。ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔ（）シンタック
ス構造を含むことは、この問題を少なくとも部分的に解決し得る。ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ
＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔ（）シンタックス構造は、バッファリング期間ＳＥＩ
メッセージ、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージ、またはサブピクチャタイミングＳＥ
Ｉメッセージが適用される動作点を明確に規定し得る。このことは、ＳＥＩ　ＮＡＬユニ
ットのＮＡＬユニットヘッダ中のシンタックス要素ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ
＿６ｂｉｔｓおよびｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１で搬送される情報の使用を可能
にでき、複数の動作点と関連付けられるビデオデータの処理のために、同じバッファリン
グ期間、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージまたはサブピクチャタイミングＳＥＩメッ
セージで運ばれる情報の共有を可能にできる。
【０３７５】
　[0181]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＤ．１．１は、バッフ
ァリング期間ＳＥＩメッセージのシンタックスを記述する。本開示の１つまたは複数の例
示的な技法によれば、バッファリング期間ＳＥＩメッセージは、以下の表６に示されるよ
うに変更され得る。バッファリング期間ＳＥＩメッセージシンタックスに対する変更は、
バッファリング期間ＳＥＩメッセージがａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐ
ｏｉｎｔｓ（）シンタックス構造を含むことを可能にし得る。
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【表６】

【０３７６】
　[0182]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＤ．２．１は、バッフ
ァリング期間ＳＥＩメッセージのシンタックス要素のセマンティクスを記述する。本開示
の１つまたは複数の技法によれば、ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ＿ｐｅｒｉｏｄ（ｐａｙｌｏａｄ
Ｓｉｚｅ）シンタックス構造のセマンティクスは次のように変更され得る。言及されない
シンタックス要素のセマンティクスは、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８の場
合と同じである。
【０３７７】
バッファリング期間ＳＥＩメッセージは、当初のＣＰＢの除去遅延および当初のＣＰＢの
除去遅延のオフセットの情報を提供する。
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【０３７８】
次のことが、バッファリング期間ＳＥＩメッセージのシンタックスおよびセマンティクス
に当てはまる。
【０３７９】
－シンタックス要素ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔ
ｈ＿ｍｉｎｕｓ１およびｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌ
ａｇ、ならびに、変数ＮａｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇ、ＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒ
ｅｓｅｎｔＦｌａｇ、ＣｐｂＳｉｚｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］、ＢｉｔＲａｔｅ［Ｓ
ｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］、およびＣｐｂＣｎｔは、バッファリング期間ＳＥＩメッセージ
が適用される動作点のいずれにも適用可能なｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタッ
クス構造およびｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構
造において見出されるシンタックス要素において見出され、またはそれから導出される。
【０３８０】
－異なるＯｐＴｉｄ値ｔＩｄＡとｔＩｄＢとを有する、バッファリング期間ＳＥＩメッセ
ージが適用されるいずれかの２つの動作点は、その２つの動作点に適用可能なｈｒｄ＿ｐ
ａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造においてコーディングされるｃｐｂ＿ｃｎｔ＿
ｍｉｎｕｓ１［ｔＩｄＡ］およびｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｔＩｄＢ］の値が同一
であることを示す。
【０３８１】
－異なるＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔ値ｌａｙｅｒＩｄＳｅｔＡとｌａｙｅｒＩｄＳｅｔＢ
とを有する、バッファリング期間ＳＥＩメッセージが適用されるいずれかの２つの動作点
は、その２つの動作点に適用可能な２つのｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタック
ス構造に対して、それぞれ、ｎａｌ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿
ｆｌａｇおよびｖｃｌ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇの値
が同一であることを示す。
【０３８２】
－ビットストリーム（またはその一部）は、バッファリング期間ＳＥＩメッセージが適用
される動作点のいずれかと関連付けられるビットストリームのサブセット（またはその一
部）を指す。
【０３８３】
ＮａｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇまたはＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａ
ｇが１に等しい場合、規定された動作点に適用可能なバッファリング期間ＳＥＩメッセー
ジは、コーディングされたビデオシーケンス中のいずれかのアクセスユニットに存在する
可能性があり、規定された動作点に適用可能なバッファリング期間ＳＥＩメッセージは、
各ＲＡＰアクセスユニット中に、かつ、復元点ＳＥＩメッセージと関連付けられる各アク
セスユニット中に存在するものとする。それ以外の場合（ＮａｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎ
ｔＦｌａｇまたはＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが０に等しい）、コーディン
グされたビデオシーケンス中のアクセスユニットは、規定された動作点に適用可能なバッ
ファリング期間ＳＥＩメッセージを有さないものとする。
【０３８４】
注記－いくつかの適用例では、バッファリング期間ＳＥＩメッセージの頻繁な存在が望ま
しいことがある。
【０３８５】
バッファリング期間ＳＥＩメッセージを含み０に等しいｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅ
ｒｏ＿６ｂｉｔｓを有するＳＥＩ　ＮＡＬユニットが存在するとき、ＳＥＩ　ＮＡＬユニ
ットは、復号順序において、アクセスユニット中で最初のＶＣＬ　ＮＡＬユニットに先行
するものとする。
【０３８６】
バッファリング期間は、復号順序において連続的なバッファリング期間ＳＥＩメッセージ
の２つのインスタンスの間のアクセスユニットのセットとして規定される。
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【０３８７】
変数ＣｐｂＣｎｔはｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｔＩｄ］＋１に等しくなるように導
出され、ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｔＩｄ］は、バッファリング期間ＳＥＩメッセ
ージが適用されｔＩｄに等しいＯｐＴｉｄを有する動作点のいずれにも適用可能な、ｈｒ
ｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造においてコーディングされる。
【０３８８】
ｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄは、アクティブシーケンスパラメータセット
を指す。ｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値は、バッファリング期間ＳＥＩ
メッセージと関連付けられるコーディングされたピクチャによって参照されるピクチャパ
ラメータセット中のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値に等しいものとする
。ｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値は、両端を含めて、０から３１の範囲
にあるものとする。
【０３８９】
１に等しいｒａｐ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇは、ｉｎｉｔｉａ
ｌ＿ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］シンタッ
クス要素およびｉｎｉｔｉａｌ＿ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｏｆｆ
ｓｅｔ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］シンタックス要素の存在を規定する。存在しないとき
、ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇの値は０に等しいと推測さ
れ得る。関連付けられるピクチャがＣＲＡピクチャでもＢＬＡピクチャでもないとき、ａ
ｌｔ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇの値は０に等しいものとする。
【０３９０】
ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］およ
びｉｎｉｔｉａｌ＿ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩ
ｄｘ］は、ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ番目のＣＰＢに対して、それぞれ、デフォルトの当初
のＣＰＢの除去遅延と、代替的な当初のＣＰＢの除去遅延とを規定する。シンタックス要
素は、ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕ
ｓ１＋１によって与えられるビットの長さを有し、その単位は９０ｋＨｚのクロックであ
る。シンタックス要素の値は、０に等しくないものとし、９０ｋＨｚのクロック単位での
ＣＰＢサイズの時間等価物である、９００００×（ＣｐｂＳｉｚｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩ
ｄｘ］÷ＢｉｔＲａｔｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］）以下であるものとする。
【０３９１】
ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｏｆｆｓｅｔ［ＳｃｈｅｄＳｅ
ｌＩｄｘ］およびｉｎｉｔｉａｌ＿ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｏｆ
ｆｓｅｔ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］は、ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ番目のＣＰＢに対して
、それぞれ、デフォルトの当初のＣＰＢの除去のオフセットと、代替的な当初のＣＰＢの
除去のオフセットとを規定する。シンタックス要素は、ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍ
ｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１によって与えられるビットの長
さを有し、その単位は９０ｋＨｚのクロックである。これらのシンタックス要素は、デコ
ーダによって使用され得ず、Ａｎｎｅｘ　Ｃにおいて規定される配信スケジューラ（ＨＳ
Ｓ）のみのために必要とされ得る。
【０３９２】
　[0183]バッファリング期間ＳＥＩメッセージは、ＨＲＤパラメータ（たとえば、ｉｎｉ
ｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］、ｉｎｉｔ
ｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｏｆｆｓｅｔ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ
］、ｉｎｉｔｉａｌ＿ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ＳｃｈｅｄＳｅｌ
Ｉｄｘ］、およびｉｎｉｔｉａｌ＿ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｏｆ
ｆｓｅｔ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］）を含み得る。上で示されたように、ＨＥＶＣ　Ｗ
ｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８は、関連付けられるｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔ＿ｌ
ａｙｅｒ＿ｉｄｓ（）シンタックス構造がｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉ
ｔｓの複数の値（すなわち、ＨＥＶＣのマルチビュー拡張、３ＤＶ拡張、またはスケーラ
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ブルビデオコーディング拡張における複数のレイヤＩＤ）を含む、ＶＰＳ中のｈｒｄ＿ｐ
ａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造に、バッファリング期間ＳＥＩメッセージを関
連付ける方法を提供しない。したがって、本開示の１つまたは複数の技法によれば、バッ
ファリング期間ＳＥＩメッセージ中のａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏ
ｉｎｔｓ（）シンタックス要素は、バッファリング期間ＳＥＩメッセージが適用される動
作点を規定する。
【０３９３】
　[0184]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＤ．１．２は、ピクチ
ャタイミングＳＥＩメッセージのシンタックスを示す。本開示の１つまたは複数の技法に
よれば、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージのシンタックスは、以下の表７に示される
ように変更され得る。ピクチャタイミングＳＥＩメッセージシンタックスに対する変更は
、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージがａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿
ｐｏｉｎｔｓ（）シンタックス構造を含むことを可能にし得る。
【表７】

【０３９４】
　[0185]加えて、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージのセマンティクスは次のように変
更され得る。以下で言及されないｐｉｃ＿ｔｉｍｉｎｇ（ｐａｙｌｏａｄＳｉｚｅ）シン
タックス構造のシンタックス要素のセマンティクスは、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒ
ａｆｔ　８における場合と同じであり得る。
【０３９５】
ピクチャタイミングＳＥＩメッセージは、ＳＥＩメッセージと関連付けられるアクセスユ
ニットに対するＣＰＢ除去遅延およびＤＰＢ出力遅延の情報を提供する。
【０３９６】
次のことが、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージのシンタックスおよびセマンティクス
に当てはまる。
【０３９７】
－シンタックス要素ｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ
、ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１、ｄｐｂ＿ｏｕｔ
ｐｕｔ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１、およびｄｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａ
ｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１、ならびに、変数ＣｐｂＤｐｂＤｅｌａｙ
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ｓＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇは、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージが適用される動作点
のいずれにも適用可能なｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造およびｓｕ
ｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造において見出され
るシンタックス要素において見出され、またはそれから導出される。
【０３９８】
－ビットストリーム（またはその一部）は、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージが適用
される動作点のいずれかと関連付けられるビットストリームのサブセット（またはその一
部）を指す。
【０３９９】
注記１－ピクチャタイミングＳＥＩメッセージのシンタックスは、ピクチャタイミングＳ
ＥＩメッセージが適用される動作点に適用可能なｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シン
タックス構造の内容に依存する。これらのｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタック
ス構造は、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージと関連付けられるコーディングされたピ
クチャに対してアクティブであるビデオパラメータセットおよび／またはシーケンスパラ
メータセットの中にある。ピクチャタイミングＳＥＩメッセージが、ビットストリーム中
の最初のアクセスユニット、ＩＤＲアクセスユニット、またはＢＬＡアクセスユニットで
あるＣＲＡアクセスユニットと関連付けられるとき、それが同じアクセスユニット内のバ
ッファリング期間ＳＥＩメッセージによって先行されない限り、ビデオパラメータセット
およびシーケンスパラメータセットのアクティブ化（および、ビットストリーム中の最初
のピクチャではないＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャに対しては、コーディングされ
たピクチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャであるという決定）は、コーディング
されたピクチャの最初のコーディングされたスライスＮＡＬユニットの復号まで発生しな
い。コーディングされたピクチャのコーディングされたスライスＮＡＬユニットがＮＡＬ
ユニット順序でピクチャタイミングＳＥＩメッセージの後にあるので、デコーダが、アク
ティブビデオパラメータセットおよび／またはアクティブシーケンスパラメータセットを
決定するまで、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージを含むＲＢＳＰを記憶し、次いで、
ピクチャタイミングＳＥＩメッセージの解析を実行する必要がある場合があり得る。
【０４００】
ビットストリームにおけるピクチャタイミングＳＥＩメッセージの存在は、次のように規
定される。
【０４０１】
－ＣｐｂＤｐｂＤｅｌａｙｓＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが１に等しい場合、規定された動作
点に適用可能な１つのピクチャタイミングＳＥＩメッセージは、コーディングされたビデ
オシーケンスのあらゆるアクセスユニットの中に存在するものとする。
【０４０２】
－それ以外の場合（ＣｐｂＤｐｂＤｅｌａｙｓＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが０に等しい）、
規定された動作点に適用可能なピクチャタイミングＳＥＩメッセージは、コーディングさ
れたビデオシーケンスのいずれのアクセスユニットの中にも存在しないものとする。
【０４０３】
ピクチャタイミングＳＥＩメッセージを含み０に等しいｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅ
ｒｏ＿６ｂｉｔｓを有するＳＥＩ　ＮＡＬユニットが存在するとき、ＳＥＩ　ＮＡＬユニ
ットは、復号順序において、アクセスユニット中で最初のＶＣＬ　ＮＡＬユニットに先行
するものとする。
【０４０４】
ａｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｍｉｎｕｓ＋１は、ＨＲＤがアクセスユニ
ットレベルで動作するとき、先行するアクセスユニット中の直近のバッファリング期間Ｓ
ＥＩメッセージと関連付けられるアクセスユニットのＣＰＢからの除去の後、ピクチャタ
イミングＳＥＩメッセージと関連付けられるアクセスユニットデータをバッファから除去
するまでに、何個のクロックティックを待つべきかを規定する。この値は、ＨＳＳのため
のＣＰＢへのアクセスユニットデータの最早の可能な到着時間を計算するためにも使用さ
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れる。そのシンタックス要素は、ビットの長さがｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿
ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１によって与えられる固定長のコードである。
【０４０５】
注記２－シンタックス要素ａｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｍｉｎｕｓ１の
（ビットの）長さを決定するｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉ
ｎｕｓ１の値は、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージと関連付けられるコーディングさ
れたピクチャに対してアクティブであるビデオパラメータセットまたはシーケンスパラメ
ータセット中でコーディングされるｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ
＿ｍｉｎｕｓ１の値であるが、ａｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｍｉｎｕｓ
１＋１は、異なるコーディングされたビデオシーケンスのアクセスユニットであり得る、
バッファリング期間ＳＥＩメッセージを含む先行するアクセスユニットの除去時間に対す
るクロックティックの数を規定する。
【０４０６】
ｐｉｃ＿ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙが、ピクチャのＤＰＢ出力時間を計算するた
めに使用される。ｐｉｃ＿ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙは、アクセスユニット中の
最後の復号ユニットのＣＰＢからの除去の後、復号されたピクチャがＤＰＢから出力され
るまでに、何個のクロックティックを待つべきかを規定する。
【０４０７】
注記３－ピクチャは、それが依然として「短期参照のために使用される」または「長期参
照のために使用される」と標識されているとき、その出力時間においてＤＰＢから除去さ
れない。
【０４０８】
注記４－１つのｐｉｃ＿ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙのみが、復号されたピクチャ
に対して規定される。
【０４０９】
シンタックス要素ｐｉｃ＿ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙの長さは、ｄｐｂ＿ｏｕｔ
ｐｕｔ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１によってビット単位で与えられる
。ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｍｉｎＴｉｄ］が１に等しい
とき、ｍｉｎＴｉｄが、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージが適用されるすべての動作
点のＯｐＴｉｄ値の最小値である場合、ｐｉｃ＿ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙは０
に等しいものとする。
【０４１０】
出力タイミング適合デコーダから出力されるいずれかのピクチャのｐｉｃ＿ｄｐｂ＿ｏｕ
ｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙから導出される出力時間は、復号順序でいずれかの後続のコーディ
ングされたビデオシーケンス中のすべてのピクチャのｐｉｃ＿ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄ
ｅｌａｙから導出される出力時間に先行するものとする。
【０４１１】
このシンタックス要素の値によって確立されるピクチャ出力順序は、ＰｉｃＯｒｄｅｒＣ
ｎｔＶａｌの値によって確立される順序と同じ順序であるものとする。
【０４１２】
１に等しいか、または１に等しいと推測されるｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿
ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇを伴うＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャに復号順序において先行
することが原因で「バンピング」処理によって出力されないピクチャについて、ｐｉｃ＿
ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙから導出される出力時間は、同じコーディングされた
ビデオシーケンス内のすべてのピクチャに対するＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＶａｌの増大す
る値とともに増大するものとする。
【０４１３】
１に等しいｄｕ＿ｃｏｍｍｏｎ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｆｌａｇは、シ
ンタックス要素ｄｕ＿ｃｏｍｍｏｎ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｍｉｎｕｓ
１が存在することを規定する。０に等しいｄｕ＿ｃｏｍｍｏｎ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ
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＿ｄｅｌａｙ＿ｆｌａｇは、シンタックス要素ｄｕ＿ｃｏｍｍｏｎ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖ
ａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｍｉｎｕｓ１が存在しないことを規定する。
【０４１４】
ｄｕ＿ｃｏｍｍｏｎ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｍｉｎｕｓ１＋１は、ピク
チャタイミングＳＥＩメッセージと関連付けられるアクセスユニット中の各復号ユニット
のＣＰＢからの除去までに、復号順序において前にある復号ユニットのＣＰＢからの除去
の後、何個のサブピクチャクロックティック（Ｅ．２．１項参照）を待つべきかを規定す
る。この値は、Ａｎｎｅｘ　Ｃに規定されるように、ＨＳＳのためのＣＰＢへの、復号ユ
ニットデータの最早の可能な到着時間を計算するためにも使用される。このシンタックス
要素は、そのビットの長さがｄｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ
＿ｍｉｎｕｓ１＋１によって与えられる、固定長のコードである。
【０４１５】
　[0186]上で示されたように、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８は、関連付け
られるｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｓ（）シンタックス構造がｎ
ｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの複数の値（すなわち、ＨＥＶＣのマル
チビュー拡張、３ＤＶ拡張、またはスケーラブルビデオコーディング拡張における複数の
レイヤＩＤ）を含む、ＶＰＳ中のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造に
、ピクチャタイミング期間ＳＥＩメッセージを関連付ける方法を提供しない。したがって
、本開示の１つまたは複数の技法によれば、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージ中のａ
ｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔｓ（）シンタックス要素は、バッ
ファリング期間ＳＥＩメッセージが適用される動作点を規定する。
【０４１６】
　[0187]さらに、本開示の１つまたは複数の技法によれば、サブピクチャタイミングＳＥ
Ｉメッセージのシンタックスは、以下の表８に示されるように変更され得る。サブピクチ
ャタイミングＳＥＩメッセージに対する変更は、サブピクチャタイミングＳＥＩメッセー
ジがａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔｓ（）シンタックス構造を
含むことを可能にし得る。ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８では、サブピクチ
ャタイミングＳＥＩメッセージは、ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉ
ｎｔｓ（）シンタックス構造を含まない。
【表８】

【０４１７】
　[0188]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＤ．２．２．２は、サ
ブピクチャタイミングＳＥＩメッセージのセマンティクスを記述する。本開示の１つまた
は複数の技法によれば、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＤ．２
．２．２は、次のように修正され得る。
【０４１８】
サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージは、ＳＥＩメッセージと関連付けられる復号ユ
ニットに対するＣＰＢ除去遅延情報を提供する。
【０４１９】
次のことが、サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージのシンタックスおよびセマンティ
クスに当てはまる。
【０４２０】
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－シンタックス要素ｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ
およびｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１、ならびに、
変数ＣｐｂＤｐｂＤｅｌａｙｓＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇは、サブピクチャタイミングＳＥ
Ｉメッセージが適用される動作点のいずれにも適用可能なｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ
（）シンタックス構造およびｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シ
ンタックス構造において見出されるシンタックス要素において見出され、またはそれから
導出される。
【０４２１】
－ビットストリーム（またはその一部）は、サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージが
適用される動作点のいずれかと関連付けられるビットストリームのサブセット（またはそ
の一部）を指す。
【０４２２】
ビットストリームにおけるサブピクチャタイミングＳＥＩメッセージの存在は、次のよう
に規定される。
【０４２３】
－ＣｐｂＤｐｂＤｅｌａｙｓＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが１に等しく、ｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃ
ｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇが１に等しい場合、規定された動作点に
適用可能な１つのサブピクチャタイミングＳＥＩメッセージが、コーディングされたビデ
オシーケンス中の各復号ユニットの中に存在し得る。
【０４２４】
－それ以外の場合（ＣｐｂＤｐｂＤｅｌａｙｓＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが０に等しく、ま
たはｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇが０に等しい）
、規定された動作点に適用可能なサブピクチャタイミングＳＥＩメッセージは、コーディ
ングされたビデオシーケンス中に存在しないものとする。
【０４２５】
サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージと関連付けられる復号ユニットは、復号順序で
、サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージを含むＳＥＩ　ＮＡＬユニットと、それに続
く、サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージを含むいずれかの後続のＳＥＩ　ＮＡＬユ
ニットを含まないがその直前までのアクセスユニット中のすべての後続のＮＡＬユニット
を含む、サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージを含まない１つまたは複数のＮＡＬユ
ニットとからなる。各復号ユニット中に少なくとも１つのＶＣＬ　ＮＡＬユニットがある
ものとする。ＶＣＬ　ＮＡＬユニットと関連付けられるすべての非ＶＣＬ　ＮＡＬユニッ
トが、同じ復号ユニットに含まれるものとする。
【０４２６】
ｄｕ＿ｓｐｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｍｉｎｕｓ１＋１は、先行するア
クセスユニット中の直近のバッファリング期間ＳＥＩメッセージと関連付けられるアクセ
スユニット中の最後の復号ユニットのＣＰＢからの除去の後、サブピクチャタイミングＳ
ＥＩメッセージと関連付けられる復号ユニットをＣＰＢから除去するまでに、何個のサブ
ピクチャクロックティックを待つべきかを規定する。この値は、Ａｎｎｅｘ　Ｃに規定さ
れるように、ＨＳＳのためのＣＰＢへの、復号ユニットデータの最早の可能な到着時間を
計算するためにも使用される。このシンタックス要素は、そのビットの長さがｃｐｂ＿ｒ
ｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１によって与えられる、固定
長のコードによって表される。
【０４２７】
注記－シンタックス要素ｄｕ＿ｓｐｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｍｉｎｕ
ｓ１の（ビットの）長さを決定するｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ
＿ｍｉｎｕｓ１の値は、サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージと関連付けられる復号
ユニットを含むアクセスユニットに対してアクティブであるビデオパラメータセットまた
はシーケンスパラメータセット中でコーディングされるｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌ
ａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１の値であるが、ｄｕ＿ｓｐｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａ
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ｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｍｉｎｕｓ１＋１は、異なるコーディングされたビデオシーケンスのア
クセスユニットであり得る、バッファリング期間ＳＥＩメッセージを含む先行するアクセ
スユニット中の最後の復号ユニットの除去時間に対するサブピクチャクロックティックの
数を規定する。
【０４２８】
　[0189]ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＥ．２．２は、ＨＲＤ
パラメータのセマンティクスを記述する。本開示の１つまたは複数の技法によれば、ＨＥ
ＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＥ．２．２は、次のように変更され
得る。以下で言及されないＨＲＤパラメータのシンタックス要素のセマンティクスは、Ｈ
ＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８における場合と同じであり得る。
【０４２９】
ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造は、ＨＲＤ動作で使用されるＨＲＤ
パラメータを提供する。ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造がビデオパ
ラメータセットに含まれるとき、シンタックス構造が適用される動作点のＯｐＬａｙｅｒ
ＩｄＳｅｔに含まれるｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ値の数のセット
は、７．４．４項に規定されるように、ビデオパラメータセット中の対応するｏｐｅｒａ
ｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｓ（）シンタックス構造によって規定されるか
、または暗黙的に導出されるかのいずれかである。ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シ
ンタックス構造がシーケンスパラメータセットに含まれるとき、適用可能な動作点は、値
０のみを含むＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔを伴うすべての動作点である。あるいは、ｈｒｄ
＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造がシーケンスパラメータセットに含まれる
とき、適用可能な動作点は、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔと同一のＯｐＬａ
ｙｅｒＩｄＳｅｔを伴うすべての動作点である。
【０４３０】
（ビデオパラメータセットまたはシーケンスパラメータセットのいずれかの中の）コーデ
ィングされたビデオシーケンス中のすべてのｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタッ
クス構造に対して、同じ動作点に適用される１より大きいシンタックス構造は存在すべき
ではないという、ビットストリーム適合の要件がある。あるいは、同じ動作点に適用され
る、ビデオパラメータセット中の１より大きいｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタ
ックス構造が存在すべきではないことが、要求される。あるいは、値０のみを含むＯｐＬ
ａｙｅｒＩｄＳｅｔを伴う動作点に適用される、ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シン
タックス構造をビデオパラメータセットが含むべきではないことが、要求される。
【０４３１】
ｄｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１は、ピク
チャタイミングＳＥＩメッセージのｄｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｍｉｎ
ｕｓ１［ｉ］およびｄｕ＿ｃｏｍｍｏｎ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｍｉｎ
ｕｓ１シンタックス要素のビット単位の長さを規定する。
【０４３２】
ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１は、ピクチャタ
イミングＳＥＩメッセージ中のａｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｍｉｎｕｓ
１シンタックス要素およびサブピクチャタイミングＳＥＩメッセージ中のｄｕ＿ｓｐｔ＿
ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｍｉｎｕｓ１シンタックス要素の、ビット単位の
長さを規定する。ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１シ
ンタックス要素が存在しないとき、それは２３に等しいと推測される。
【０４３３】
ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１は、ピクチャタイ
ミングＳＥＩメッセージ中のｐｉｃ＿ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙシンタックス要
素のビット単位の長さを規定する。ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿
ｍｉｎｕｓ１シンタックス要素が存在しないとき、それは２３に等しいと推測される。
【０４３４】
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１に等しいｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿ｆｌａｇ［ｉ］は、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉ
ｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しいとき、出力順序においていずれかの２つの連続するピクチ
ャのＨＲＤ出力時間の間の時間的な距離が次のように制約されることを示す。０に等しい
ｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿ｆｌａｇ［ｉ］は、出力順序においていずれかの２つの
連続するピクチャのＨＲＤ出力時間の間の時間的な距離にそのような制約が適用されない
ことを示す。
【０４３５】
ｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿ｆｌａｇ［ｉ］が存在しないとき、それは０に等しいと
推測される。
【０４３６】
ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しく、ピクチャｎを含むコーディング
されたビデオシーケンスに対してｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿ｆｌａｇ［ｉ］が１に
等しいとき、式Ｃ－１７で規定されるようなΔo,dpb（ｎ）に対して計算される値は、ｔc

×（ｐｉｃ＿ｄｕｒａｔｉｏｎ＿ｉｎ＿ｔｃｓ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］＋１）に等しいもの
とし、ｔcは、式Ｃ－１７における使用のために規定される後続のピクチャｎｎに対して
次の条件の１つまたは複数が真であるとき、（ピクチャｎを含むコーディングされたビデ
オシーケンスに対するｔcの値を使用して）式Ｃ－１で規定されるようなものである。
【０４３７】
－ピクチャｎｎが、ピクチャｎと同じコーディングされたビデオシーケンス中にある。
【０４３８】
－ピクチャｎｎが異なるコーディングされたビデオシーケンス中にあり、ｆｉｘｅｄ＿ｐ
ｉｃ＿ｒａｔｅ＿ｆｌａｇ［ｉ］がピクチャｎｎを含むコーディングされたビデオシーケ
ンスにおいて１に等しく、ｎｕｍ＿ｕｎｉｔｓ＿ｉｎ＿ｔｉｃｋ÷ｔｉｍｅ＿ｓｃａｌｅ
の値が両方のコーディングされたビデオシーケンスに対して同じであり、ｐｉｃ＿ｄｕｒ
ａｔｉｏｎ＿ｉｎ＿ｔｃ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］の値が両方のコーディングされたビデオシ
ーケンスに対して同じである。
【０４３９】
ｐｉｃ＿ｄｕｒａｔｉｏｎ＿ｉｎ＿ｔｃ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］＋１は、ＴａｒｇｅｔＤｅ
ｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しいときの、コーディングされたビデオシーケンス中の
出力順序でいずれかの２つの連続するピクチャのＨＲＤ出力時間の間の、クロックティッ
ク(clock tiks)単位での時間的な差を規定する。ｐｉｃ＿ｄｕｒａｔｉｏｎ＿ｉｎ＿ｔｃ
＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］の値は、両端を含めて、０から２０４７の範囲にあるものとする。
【０４４０】
ｌｏｗ＿ｄｅｌａｙ＿ｈｒｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］は、Ａｎｎｅｘ　Ｃで規定されるように、
ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しいときのＨＲＤ動作モードを規定す
る。ｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿ｆｌａｇ［ｉ］が１に等しいとき、ｌｏｗ＿ｄｅｌ
ａｙ＿ｈｒｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］は０に等しいものとする。
【０４４１】
注記３－ｌｏｗ＿ｄｅｌａｙ＿ｈｒｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］が１に等しいとき、アクセスユニ
ットによって使用されるビットの数が原因で名目ＣＰＢ除去時間に違反する「大きいピク
チャ」が許容される。そのような「大きいピクチャ」は時折発生するだけであることが予
測されるが、要求はされない。
【０４４２】
ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］＋１は、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ
がｉに等しいときの、コーディングされたビデオシーケンスのビットストリーム中の代替
的なＣＰＢ仕様の数を規定する。ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］の値は、両端を含
めて、０から３１の範囲にあるものとする。ｌｏｗ＿ｄｅｌａｙ＿ｈｒｄ＿ｆｌａｇ［ｉ
］が１に等しいとき、ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］は０に等しいものとする。ｃ
ｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］が存在しないとき、それは０に等しいと推測される。
【０４４３】



(79) JP 6009679 B2 2016.10.19

10

20

30

40

50

　[0190]本開示の他の箇所で説明されたように、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ
　８において、ＶＰＳ中のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造のみがＨ
ＲＤ動作のために選択され得るが、ＳＰＳ中のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタ
ックス構造は決して選択されない。ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造
のセマンティクスに対する上で示された変更は、ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シン
タックス構造がＳＰＳに含まれるとき、ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス
構造が適用可能な動作点がＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔと同一のＯｐＬａｙ
ｅｒＩｄＳｅｔを伴うすべての動作点であり得ることを、明確にする。修正された一般的
な復号処理において上で示されたように、外部手段がセットＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅ
ｒＩｄＳｅｔに適用可能である場合、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔは外部手
段によって規定され得る。それ以外の場合、復号処理がビットストリーム適合試験におい
て呼び出される場合、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔは、試験対象の動作点の
レイヤ識別子のセットであり得る。それ以外の場合、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄ
Ｓｅｔは、０に等しい１つだけのレイヤ識別子（すなわち、ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿
ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの１つだけの値）を含み得る。一例では、外部手段は、端末の実装
形態の一部であり、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔの値を設定する機能を提供
する、ＡＰＩであり得る。この例では、端末の実装形態は、デコーダの実装形態と、デコ
ーダの実装形態の一部ではないいくつかの機能とを備え得る。
【０４４４】
　[0191]このようにして、デバイス（ビデオエンコーダ２０、ビデオデコーダ３０、追加
のデバイス２１、または別のデバイスのような）は、ビデオパラメータセット中のＨＲＤ
パラメータのセットおよびＳＰＳ中のＨＲＤパラメータのセットの中から、特定の動作点
に適用可能なＨＲＤパラメータのセットを選択することができる。加えて、デバイスは、
特定の動作点に適用可能なＨＲＤパラメータのセットに少なくとも一部基づいて、その特
定の動作点と関連付けられるビットストリームのサブセットがビデオコーディング標準に
適合するかどうかを試験する、ビットストリーム適合試験を実行することができる。
【０４４５】
　[0192]上で示されたように、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクション
Ｅ．２．２は、ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造がシーケンスパラメ
ータセットに含まれるとき、適用可能な動作点がＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅ
ｔと同一のＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔを伴うすべての動作点であることを示すように、修
正され得る。さらに、上で説明されたように、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔ
がｔａｒｇｅｔＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔに設定され、ｔａｒｇｅｔＯｐＬａｙｅｒＩｄ
Ｓｅｔは、ＴａｒｇｅｔＯｐと関連付けられるビットストリームのサブセット中に存在す
るｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの値のセットを含む。Ｔａｒｇｅｔ
Ｏｐは、ＨＲＤ動作における試験対象の動作点である。さらに、ＨＲＤ動作（たとえば、
ビットストリーム適合試験およびデコーダ適合試験）は、一般的な復号処理を呼び出すこ
とができる。
【０４４６】
　[0193]上で説明されたように、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクショ
ン８．１は、１０．１項で規定されるようなサブビットストリーム抽出処理が、Ｔａｒｇ
ｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄおよびＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔを入力
として伴って適用され、出力がＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅと呼ばれるビットス
トリームに割り当てられることを規定するように、修正され得る。したがって、Ｂｉｔｓ
ｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅ中に存在するｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉ
ｔｓの値のみが、ＴｅｓｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔ中のｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿
ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの値（すなわち、ＴａｒｇｅｔＯｐと関連付けられるビットストリ
ームのサブセット中に存在するｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓのセッ
ト）である。セクション８．１はさらに、各ＮＡＬユニット中の各シンタックス要素のセ
マンティクスを解釈するとき、および「ビットストリーム」またはその一部（たとえば、
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コーディングされたビデオシーケンス）が関与するとき、ビットストリームまたはその一
部がＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅまたはその一部を意味することを説明する。
【０４４７】
　[0194]したがって、ＨＲＤパラメータのセマンティクスを記述するセクション（たとえ
ば、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＥ．２．２）を解釈すると
き、「コーディングされたビデオシーケンス」という用語はＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅ
ｃｏｄｅの一部を意味する。ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔは、Ｂｉｔｓｔｒ
ｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅ中に存在するｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ
のすべての値のセットと等価である。「ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス
構造がシーケンスパラメータセットに含まれるとき、適用可能な動作点はＴａｒｇｅｔＤ
ｅｃＬａｙｅｒＩｄＳｅｔと同一のＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔを伴うすべての動作点であ
る」という、ＨＲＤパラメータのセマンティクスを説明するセクションにおける語句は、
「ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造がシーケンスパラメータセットに
含まれるとき、適用可能な動作点はＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅの中に存在する
ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓのセットと同一のＯｐＬａｙｅｒＩｄ
Ｓｅｔを伴うすべての動作点である」ことと等価であるということになる。
【０４４８】
　[0195]「コーディングされたビデオシーケンス」はＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄ
ｅの一部であるので、コーディングされたビデオシーケンス中に存在するｎｕｈ＿ｒｅｓ
ｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓのセットは、ＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅの
中に存在するｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓのセットのサブセットで
ある。したがって、「ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造がシーケンス
パラメータセットに含まれるとき、適用可能な動作点はＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏ
ｄｅの中に存在するｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの値のセットと同
一のＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔを伴うすべての動作点である」という語句は、「ｈｒｄ＿
ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造がシーケンスパラメータセットに含まれると
き、適用可能な動作点はコーディングされたビデオシーケンス中に存在するｎｕｈ＿ｒｅ
ｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓのすべての値を含むＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔを伴
うすべての動作点である」ことを必然的に伴う。言い換えると、動作点のｎｕｈ＿ｒｅｓ
ｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓのセットがＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅの中
に存在するｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓのセットと同一である場合
、動作点のｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓのセットは、Ｂｉｔｓｔｒ
ｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅのコーディングされたビデオシーケンス中に存在するすべてのｎ
ｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ値を必然的に含む。この語句において、
「コーディングされたビデオシーケンス」は特定のＳＰＳと関連付けられるコーディング
されたビデオシーケンスを指し得る。
【０４４９】
　[0196]ＨＲＤ動作を実行するとき、デバイスは、ＶＰＳにおいて示されるｈｒｄ＿ｐａ
ｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造およびＳＰＳにおいて示されるｈｒｄ＿ｐａｒａ
ｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造の中から、ＴａｒｇｅｔＯｐに適用可能なｈｒｄ＿ｐ
ａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造を決定することができる。ＶＰＳにおける特定
のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造は、ＴａｒｇｅｔＯｐのレイヤｉ
ｄセットが特定のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造に対してＶＰＳに
おいて規定されるレイヤ識別子のセットと一致する場合、ＴａｒｇｅｔＯｐに適用可能で
ある。ＳＰＳにおけるｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造は、Ｔａｒｇ
ｅｔＯｐのレイヤｉｄセット（すなわち、ＴａｒｇｅｔＤｅｃＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ）（
すなわち、ＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅの中に存在するｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅ
ｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓのセット）がＳＰＳのコーディングされたビデオシーケンス中
に存在するすべてのｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ（これは、Ｂｉｔ
ｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅの中のｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ
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のセットのサブセットである）を含む場合、ＴａｒｇｅｔＯｐに適用可能であり得る。Ｔ
ａｒｇｅｔＯｐのｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓのセットは、ＳＰＳ
と関連付けられるコーディングされたビデオシーケンス中に存在するすべてのｎｕｈ＿ｒ
ｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓを必然的に含み得るので、ＳＰＳの中のｈｒｄ＿
ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造は常にＴａｒｇｅｔＯｐに適用可能であり得
る。しかしながら、すべてのＳＰＳがｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構
造を有するとは限らない。ＳＰＳがｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造
を有さず、ＢｉｔｓｔｒｅａｍＴｏＤｅｃｏｄｅの中に存在するｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅ
ｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓのセットがＳＰＳのコーディングされたビデオシーケンス中に
存在するすべてのｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓを含む場合、ＳＰＳ
のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造が使用されるべきである。すべて
のＳＰＳがｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造を有するとは限らないの
で、ＶＰＳが依然として選択され得る。
【０４５０】
　[0197]さらに、ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　８のセクションＥ．２．２に
対する修正において上で示されたように、デバイスがビットストリーム適合試験を実行す
るとき、ビデオデコーダは、コーディングされたビデオシーケンス中の複数のＨＲＤパラ
メータのすべてのセットに対してＨＲＤパラメータの１つよりも大きいセットが同じ動作
点に適用されるとき、ビットストリームがビデオコーディング標準に適合しないと決定す
ることができる。加えて、デバイスがビットストリーム適合試験を実行するとき、ビデオ
デコーダは、ＶＰＳ中のＨＲＤパラメータの１つよりも大きいセットが同じ動作点に適用
されるとき、ビットストリームがビデオコーディング標準に適合しないと決定することが
できる。さらに、デバイスがビットストリーム復号試験を実行するとき、デバイスは、値
０のみを含むレイヤｉｄセットを有する動作点に適用されるＨＲＤパラメータのセットを
ＶＰＳが含むとき、ビットストリームがビデオコーディング標準に適合しないと決定する
ことができる。
【０４５１】
　[0198]図３は、本開示の技法を実装するために構成された例示的なビデオデコーダ３０
を示すブロック図である。図３は、説明のために提供されるものであり、本開示において
広く例示され説明される技法を限定するものではない。説明の目的で、本開示は、ＨＥＶ
Ｃコーディングの文脈においてビデオデコーダ３０を説明する。しかしながら、本開示の
技法は、他のコーディング標準または方法に適用可能であり得る。
【０４５２】
　[0199]図３の例では、ビデオデコーダ３０は、エントロピー復号ユニット１５０と、予
測処理ユニット１５２と、逆量子化ユニット１５４と、逆変換処理ユニット１５６と、再
構成ユニット１５８と、フィルタユニット１６０と、復号されたピクチャのバッファ１６
２とを含む。予測処理ユニット１５２は、動き補償ユニット１６４と、イントラ予測処理
ユニット１６６とを含む。他の例では、ビデオデコーダ３０は、より多数の、より少数の
、または異なる機能コンポーネントを含み得る。
【０４５３】
　[0200]コーディングされたピクチャのバッファ（ＣＰＢ）１５１は、ビットストリーム
の符号化されたビデオデータ（たとえば、ＮＡＬユニット）を受け取り、記憶することが
できる。エントロピー復号ユニット１５０は、ＣＰＢ　１５１からＮＡＬユニットを受け
取り、ＮＡＬユニットを解析してシンタックス要素を復号することができる。エントロピ
ー復号ユニット１５０は、ＮＡＬユニット中のエントロピー符号化されたシンタックス要
素をエントロピー復号することができる。予測処理ユニット１５２、逆量子化ユニット１
５４、逆変換処理ユニット１５６、再構成ユニット１５８、およびフィルタユニット１６
０は、ビットストリームから抽出されたシンタックス要素に基づいて復号されたビデオデ
ータを生成することができる。
【０４５４】
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　[0201]ビットストリームのＮＡＬユニットは、コーディングされたスライスＮＡＬユニ
ットを含み得る。ビットストリームを復号することの一部として、エントロピー復号ユニ
ット１５０は、コーディングされたスライスＮＡＬユニットからシンタックス要素を抽出
し、エントロピー復号することができる。コーディングされたスライスの各々は、スライ
スヘッダと、スライスデータとを含み得る。スライスヘッダは、スライスに関するシンタ
ックス要素を含み得る。スライスヘッダ中のシンタックス要素は、スライスを含むピクチ
ャと関連付けられたＰＰＳを特定するシンタックス要素を含み得る。
【０４５５】
　[0202]ビットストリームからのシンタックス要素を復号することに加えて、ビデオデコ
ーダ３０は、区分されていないＣＵに対して再構成動作を実行することができる。区分さ
れていないＣＵに対して再構成動作を実行するために、ビデオデコーダ３０は、ＣＵの各
ＴＵに対して再構成動作を実行することができる。ＣＵの各ＴＵに対して再構成動作を実
行することによって、ビデオデコーダ３０は、ＣＵの残差サンプルブロックを再構成する
ことができる。
【０４５６】
　[0203]ＣＵのＴＵに対して再構成動作を実行することの一部として、逆量子化ユニット
１５４は、ＴＵと関連付けられた係数ブロックを逆量子化（inverse　quantize）、すな
わち逆量子化（de-quantize）することができる。逆量子化ユニット１５４は、ＴＵのＣ
Ｕと関連付けられたＱＰ値を使用して、量子化の程度を決定することができ、同様に、逆
量子化ユニット１５４が適用すべき逆量子化の程度を決定することができる。すなわち、
圧縮比、すなわち、元のシーケンスと圧縮されたシーケンスとを表すために使用されるビ
ット数の比は、変換係数を量子化するときに使用されるＱＰの値を調整することによって
制御され得る。圧縮比はまた、利用されたエントロピーコーディングの方法に依存し得る
。
【０４５７】
　[0204]逆量子化ユニット１５４が係数ブロックを逆量子化した後、逆変換処理ユニット
１５６は、ＴＵと関連付けられた残差ブロックを生成するために、係数ブロックに１つま
たは複数の逆変換を適用することができる。たとえば、逆変換処理ユニット１５６は、逆
ＤＣＴ、逆整数変換、逆カルーネンレーベ変換（ＫＬＴ）、逆回転変換、逆方向性変換、
または別の逆変換を、係数ブロックに適用することができる。
【０４５８】
　[0205]ＰＵがイントラ予測を使用して符号化される場合、イントラ予測処理ユニット１
６６は、イントラ予測を実行して、ＰＵの予測ブロックを生成することができる。イント
ラ予測処理ユニット１６６は、イントラ予測モードを使用して、空間的に隣接するＰＵの
予測ブロックに基づいて、ＰＵの予測ルーマブロックと、予測Ｃｂブロックと、予測Ｃｒ
ブロックとを生成することができる。イントラ予測処理ユニット１６６は、ビットストリ
ームから復号された１つまたは複数のシンタックス要素に基づいて、ＰＵのイントラ予測
モードを決定することができる。
【０４５９】
　[0206]予測処理ユニット１５２は、ビットストリームから抽出されたシンタックス要素
に基づいて、第１の参照ピクチャリスト（ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０）と第２の参照ピクチ
ャリスト（ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１）とを構築することができる。さらに、ＰＵがインタ
ー予測を使用して符号化される場合、エントロピー復号ユニット１５０は、ＰＵの動き情
報を抽出することができる。動き補償ユニット１６４は、ＰＵの動き情報に基づいて、Ｐ
Ｕの１つまたは複数の参照領域を決定することができる。動き補償ユニット１６４は、Ｐ
Ｕの１つまたは複数の参照ブロックにおけるサンプルブロックに基づいて、ＰＵの予測ル
ーマブロックと、予測Ｃｂブロックと、予測Ｃｒブロックとを生成することができる。
【０４６０】
　[0207]再構成ユニット１５８は、適用可能な場合、ＣＵのＴＵと関連付けられたルーマ
変換ブロック、Ｃｂ変換ブロック、およびＣｒ変換ブロックと、ＣＵのＰＵの予測ルーマ
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ブロック、予測Ｃｂブロック、および予測Ｃｒブロックとを使用して、すなわち、イント
ラ予測データまたはインター予測データのいずれかを使用して、ＣＵのルーマコーディン
グブロックと、Ｃｂコーディングブロックと、Ｃｒコーディングブロックとを再構成する
ことができる。たとえば、再構成ユニット１５８は、ルーマ変換ブロック、Ｃｂ変換ブロ
ック、およびＣｒ変換ブロックのサンプルを予測ルーマブロック、予測Ｃｂブロック、お
よび予測Ｃｒブロックの対応するサンプルに加算して、ＣＵのルーマコーディングブロッ
クと、Ｃｂコーディングブロックと、Ｃｒコーディングブロックとを再構成することがで
きる。
【０４６１】
　[0208]フィルタユニット１６０は、ＣＵのルーマコーディングブロック、Ｃｂコーディ
ングブロック、およびＣｒコーディングブロックと関連付けられたブロッキングアーティ
ファクトを低減するためにデブロッキング動作を実行し得る。ビデオデコーダ３０は、Ｃ
Ｕのルーマコーディングブロックと、Ｃｂコーディングブロックと、Ｃｒコーディングブ
ロックとを復号されたピクチャのバッファ１６２に記憶することができる。復号されたピ
クチャのバッファ１６２は、後続の動き補償、イントラ予測、および図１のディスプレイ
デバイス３２のようなディスプレイデバイス上での提示のために、参照ピクチャを提供す
ることができる。たとえば、ビデオデコーダ３０は、復号されたピクチャのバッファ１６
２中のルーマブロック、Ｃｂブロック、およびＣｒブロックに基づいて、他のＣＵのＰＵ
に対してイントラ予測動作またはインター予測動作を実行し得る。ビデオデコーダ３０は
、このようにして、有意ルーマ係数ブロックの変換係数レベルをビットストリームから復
号し、変換係数レベルを逆量子化し、変換係数レベルに変換を適用して変換ブロックを生
成し、変換ブロックに少なくとも部分的に基づいてコーディングブロックを生成し、コー
ディングブロックを表示のために出力することができる。
【０４６２】
　[0209]図４は、本開示の１つまたは複数の技法による、デバイスの例示的な動作２００
を示すフローチャートである。動作２００は、ビデオエンコーダ２０、ビデオデコーダ３
０、追加のデバイス２１、または別のデバイスによって実行され得る。図４の例に示され
るように、デバイスは、ＶＰＳ中の仮想ＨＲＤパラメータのセット（たとえば、ｈｒｄ＿
ｐａｒａｍｅｔｅｒｓシンタックス構造）およびＳＰＳ中のＨＲＤパラメータのセットの
中から、ビットストリームの特定の動作点に適用可能なＨＲＤパラメータのセットを選択
することができる（２０２）。加えて、デバイスは、特定の動作点に適用可能なＨＲＤパ
ラメータのセットに少なくとも一部基づいて、その特定の動作点と関連付けられるビット
ストリームのサブセットに対してＨＲＤ動作を実行することができる（２０４）。たとえ
ば、デバイスは、ビットストリーム適合試験またはデコーダ適合試験を実行することがで
きる。
【０４６３】
　[0210]図５は、本開示の１つまたは複数の技法による、デバイスの例示的な動作２５０
を示すフローチャートである。動作２００は、ビデオエンコーダ２０、ビデオデコーダ３
０、追加のデバイス２１、または別のデバイスによって実行され得る。図５の例に示され
るように、デバイスは、ビットストリームがビデオコーディング標準に適合するかどうか
を決定する、ビットストリーム適合試験を実行することができる（２５２）。デバイスは
、ビットストリーム適合試験を実行することの一部として、復号処理を実行することがで
きる（２５４）。
【０４６４】
　[0211]図５の例に示されるように、復号処理を実行するとき、デバイスは、ビットスト
リーム抽出処理を実行して、レイヤ識別子のターゲットセットおよびターゲットの最高の
一時的な識別子によって定義される動作点の動作点表現を、ビットストリームから抽出す
ることができる（２５６）。レイヤ識別子のターゲットセットは、動作点表現の中に存在
するレイヤ識別子のシンタックス要素の値を含み得る。レイヤ識別子のターゲットセット
は、ビットストリームのレイヤ識別子のシンタックス要素の値のサブセットであり得る。
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ターゲットの最高の一時的な識別子は、動作点表現の中に存在する最大の一時的な識別子
に等しくてよく、ターゲットの最高の一時的な識別子はビットストリーム中に存在する最
大の一時的な識別子以下である。さらに、デバイスは、動作点表現のＮＡＬユニットを復
号することができる（２５８）。
【０４６５】
　[0212]図６は、本開示の１つまたは複数の技法による、デバイスの例示的なＨＲＤ動作
３００を示すフローチャートである。動作３００は、ビデオエンコーダ２０、ビデオデコ
ーダ３０、追加のデバイス２１、または別のデバイスによって実行され得る。他のデバイ
スは、ビットストリームを入力として用い、入力ビットストリームが適合ビットストリー
ムであるかどうかの指示を出力する、適合ビットストリームチェッカーを含み得る。いく
つかの例では、ＨＲＤ動作３００は、ビデオコーディング標準に対するビットストリーム
の適合を決定することができる。他の例では、ＨＲＤ動作３００は、ビデオコーディング
標準に対するデコーダの適合を決定することができる。ＨＲＤ動作３００を実行すること
の一部として、デバイスは、ビットストリームの選択された動作点と関連付けられるビッ
トストリームのサブセットの最高の一時的な識別子を決定することができる（３０２）。
加えて、デバイスは、最高の一時的な識別子に基づいて、シンタックス要素のアレイ（た
とえば、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｏｒｄｅｒ＿ｐｉｃｓ［ｉ］、ｓｐｓ＿ｍａｘ＿
ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］、およびｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ
］）の中から、特定のシンタックス要素を決定することができる（３０４）。デバイスは
、ＨＲＤ動作において特定のシンタックス要素を使用することができる（３０６）。
【０４６６】
　[0213]１つまたは複数の例では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、フ
ァームウェア、またはそれらのいずれかの組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装さ
れる場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に
記憶されてよく、またはコンピュータ可読媒体を介して送信されてよく、ハードウェアベ
ースの処理ユニットによって実行されてよい。コンピュータ可読媒体は、データ記憶媒体
のような有形媒体に対応するコンピュータ可読記憶媒体、または、たとえば、通信プロト
コルに従って、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にするい
ずれかの媒体を含む通信媒体を含み得る。このようにして、コンピュータ可読媒体は、一
般に、（１）非一時的である有形なコンピュータ可読記憶媒体、または、（２）信号また
は搬送波のような通信媒体に対応し得る。データ記憶媒体は、本開示で説明された技法を
実装するための命令、コードおよび／またはデータ構造を取り出すために、１つもしくは
複数のコンピュータ、または１つもしくは複数のプロセッサによってアクセスされ得るい
ずれかの利用可能な媒体であり得る。コンピュータプログラム製品は、コンピュータ可読
媒体を含み得る。
【０４６７】
　[0214]限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読記憶媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気
ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、フラッシュメモリ、または、
命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを記憶するために使用されコンピ
ュータによってアクセスされ得るいずれかの他の媒体を備え得る。同様に、いかなる接続
も厳密にはコンピュータ可読媒体と称される。たとえば、命令が、同軸ケーブル、光ファ
イバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、
およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他の
リモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペ
ア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定
義に含まれる。しかしながら、コンピュータ可読記憶媒体およびデータ記憶媒体は、接続
、搬送波、信号、または他の一時媒体を含まないが、代わりに非一時的有形記憶媒体を対
象とすることを理解されたい。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（
disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc
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）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登
録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、
ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレ
ーザで光学的に再生する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべ
きである。
【０４６８】
　[0215]命令は、１つまたは複数のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、汎用マイクロプ
ロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルロジックアレ
イ（ＦＰＧＡ）、または他の等価な統合された論理回路もしくは個別の論理回路のような
、１つまたは複数のプロセッサによって実行され得る。したがって、本明細書で使用され
る「プロセッサ」という用語は、前述の構造、または本明細書で説明された技法の実装に
好適な他の構造のいずれかを指し得る。加えて、いくつかの態様では、本明細書で説明さ
れた機能は、符号化および復号のために構成された専用のハードウェアおよび／もしくは
ソフトウェアモジュール内で与えられてよく、または複合コーデックに組み込まれてよい
。また、本技法は、１つまたは複数の回路または論理要素中で完全に実装され得る。
【０４６９】
　[0216]本開示の技法は、ワイヤレスハンドセット、集積回路（ＩＣ）またはＩＣのセッ
ト（たとえば、チップセット）を含む、多種多様なデバイスまたは装置において実装され
得る。本開示では、開示された技法を実行するために構成されたデバイスの機能的な側面
を強調するために、様々なコンポーネント、モジュール、またはユニットが説明されたが
、それらのコンポーネント、モジュール、またはユニットは、必ずしも異なるハードウェ
アユニットによる実現を必要とするとは限らない。むしろ、上で説明されたように、様々
なユニットが、好適なソフトウェアおよび／またはファームウェアとともに、コーデック
ハードウェアユニットにおいて組み合わせられてよく、または、上で説明された１つまた
は複数のプロセッサを含む、相互動作するハードウェアユニットの集合によって与えられ
てよい。
【０４７０】
　[0217]様々な例が説明されてきた。これらおよび他の例は、以下の特許請求の範囲内に
ある。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　ビデオデータを処理する方法であって、
　仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）動作を実行することを備え、ここにおいて、前記ＨＲＤ動
作が、ビデオコーディング標準に対するビットストリームの適合を決定し、または前記ビ
デオコーディング標準に対するビデオデコーダの適合を決定し、ここにおいて、前記ＨＲ
Ｄ動作を実行することが、
　　前記ビットストリームの選択された動作点と関連付けられるビットストリームのサブ
セットの最高の一時的な識別子を決定することと、
　　前記最高の一時的な識別子に基づいて、シンタックスの複数要素のアレイの中から特
定のシンタックス要素を決定することと、
　　前記ＨＲＤ動作において前記特定のシンタックス要素を使用すること、
とを備える上記方法。
　　［Ｃ２］
　シンタックスの複数要素の前記アレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の
一時的な識別子のそれぞれの値に対して、復号されたピクチャのバッファの最大の要求さ
れるサイズを規定する、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　シンタックスの複数要素の前記アレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の
一時的な識別子のそれぞれの値に対して、復号順序においていずれかのピクチャに先行し
た、および出力順序においてそのピクチャに後続したピクチャの最大の許容される数を規
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定する、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　シンタックスの複数要素の前記アレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の
一時的な識別子のそれぞれの値に対して、前記ビットストリーム中の代替的なコーディン
グされたピクチャのバッファ（ＣＰＢ）仕様の数から１を引いたものを規定する、Ｃ１に
記載の方法。
　　［Ｃ５］
　シンタックスの複数要素の前記アレイが、シンタックスの複数要素の第１のアレイであ
り、
　ビットストリームが、シンタックスの複数要素の前記第１のアレイを含み、シンタック
スの複数要素の前記第１のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の一時的
な識別子のそれぞれの値に対して、復号されたピクチャのバッファの最大の要求されるサ
イズを規定し、
　前記ビットストリームがシンタックスの複数要素の第２のアレイを含み、シンタックス
の複数要素の前記第２のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の一時的な
識別子のそれぞれの値に対して、復号順序においていずれかのピクチャに先行する、およ
び出力順序においてそのピクチャに後続する、複数のピクチャの最大の許容される数を規
定し、および
　前記ビットストリームがシンタックスの複数要素の第３のアレイを含み、シンタックス
の複数要素の前記第３のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の一時的な
識別子のそれぞれの値に対して、前記ビットストリーム中の代替的なコーディングされた
ピクチャのバッファ（ＣＰＢ）仕様の数から１を引いたものを規定する、Ｃ１に記載の方
法。
　　［Ｃ６］
　前記ＨＲＤ動作を実行することが、
　前記動作点を選択することと、
　前記動作点のレイヤの複数の識別子のターゲットセットと前記最高の一時的な識別子と
を決定することと、
　前記動作点に適用可能な仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）の複数のパラメータのセットを選
択することと、
　前記復号処理を実行するＨＲＤを構成するために、ＨＲＤの複数のパラメータの前記選
択されたセットを使用することと、
　復号処理を実行すること、とを備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記復号処理を実行することが、シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）から、シンタ
ックスの複数要素の前記アレイを、復号することを備え、ここにおいて、前記アレイ中の
前記シンタックス要素の各々が、前記ＨＲＤの復号されたピクチャのバッファ（ＤＰＢ）
の最大の要求されるサイズを示し、および
　前記特定のシンタックス要素を使用することが、前記特定のシンタックス要素によって
示される値が最大のＤＰＢサイズより大きいとき、前記ビットストリームが前記ビデオコ
ーディング標準に適合しないことを決定することを備える、Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記復号処理を実行することが、ＳＰＳから、シンタックスの複数要素の前記アレイを
復号することを備え、ここにおいて、前記アレイ中の前記シンタックスの複数要素の各々
が、前記ＨＲＤのＤＰＢの最大の要求されるサイズを示し、
　ここにおいて、前記特定のシンタックス要素を使用することが、現在のピクチャが瞬時
復号リフレッシュ（ＩＤＲ）ピクチャまたはブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）ピクチ
ャではなく、出力のために要求されると標識された前記ＤＰＢ中のピクチャの数が前記特
定のシンタックス要素によって示される値より大きいとき、前記ＤＰＢの１つまたは複数
のピクチャ記憶バッファを空にするバンピング処理を実行することを備える、
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Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記復号処理を実行することが、ＳＰＳから、シンタックスの複数要素の前記アレイを
復号することを備え、ここにおいて、前記アレイ中の前記シンタックスの複数要素の各々
が、前記ＨＲＤのＤＰＢの最大の要求されるサイズを示し、および
　前記特定のシンタックス要素を使用することが、現在のピクチャがＩＤＲピクチャまた
はＢＬＡピクチャではなく、そして前記ＤＰＢ中のピクチャの数が前記特定のシンタック
ス要素によって示されるとき、前記ＤＰＢの１つまたは複数のピクチャ記憶バッファを空
にするバンピング処理を実行することを備える、Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記復号処理を実行することが、ＳＰＳから、シンタックスの複数要素の前記アレイを
復号することを備え、ここにおいて、前記アレイ中の前記シンタックス要素の各々が、前
記ＨＲＤのＤＰＢの最大の要求されるサイズを示し、および
　前記ＤＰＢ中のピクチャ記憶バッファの数が前記特定のシンタックス要素によって示さ
れる、Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記アレイが第１のアレイであり、そして前記特定のシンタックス要素が第１のシンタ
ックス要素であり、
　ここにおいて、前記復号処理を実行することが、
　　シンタックスの複数要素の前記第１のアレイを、現在のピクチャについてアクティブ
であるＳＰＳから、復号することと、ここにおいて、シンタックスの複数要素の前記第１
のアレイ中の各シンタックス要素は、前記ＨＲＤのＤＰＢの最大の要求されるサイズを各
々示す、
　　シンタックスの複数要素の第２のアレイを、先行するピクチャについてアクティブで
あるＳＰＳから、復号することと、ここにおいて、シンタックスの複数要素の前記第２の
アレイ中の各シンタックス要素は、前記ＨＲＤの前記ＤＰＢの最大の要求されるサイズを
各々示す、
　　前記ターゲットの最高の一時的な識別子に基づいて、前記第２のアレイ中の第２のシ
ンタックス要素を決定することと、および、
　ここにおいて、前記第１のシンタックス要素を使用することが、前記現在のピクチャが
ＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャであり、および前記第１のシンタックス要素によっ
て示される値が前記第２のシンタックス要素によって示される値と異なるとき、前記第３
のシンタックス要素によって示される値に関係なく、第３のシンタックス要素の値を推測
することと、ここにおいて、前記第３のシンタックス要素が、前記ＤＰＢ中の以前に復号
された複数のピクチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャの復号の後、どのように扱
われるかを規定する、を備えるＣ６に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　前記復号処理を実行することが、ＨＲＤの複数のパラメータの前記選択されたセットを
含むＨＲＤパラメータシンタックス構造を復号することを備え、ここにおいて、ＨＲＤの
複数のパラメータの前記選択されたセットがシンタックスの複数要素の前記アレイを含み
、および、ここにおいて、前記アレイ中の各シンタックス要素が前記ビットストリーム中
の代替的なコーディングされたピクチャのバッファ（ＣＰＢ）仕様の数を示し、そして、
　ここにおいて、前記特定のシンタックス要素を使用することが、前記スケジューラ選択
インデックスに少なくとも一部基づいて、前記ＨＲＤのＣＰＢの当初のＣＰＢの除去遅延
を決定することを備える、Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　前記復号処理を実行することが、シンタックスの複数要素の前記アレイを、ＳＰＳから
、復号することをさらに備え、ここにおいて、前記アレイ中の各シンタックス要素が、前
記ＨＲＤのＤＰＢの最大の要求されるサイズを示し、および
　ここにおいて、前記特定のシンタックス要素を使用することが、前記ＤＰＢ中の復号さ
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れたピクチャの数が、０と前記特定のシンタックス要素によって示される値から１を引い
たものとのうちの大きい方以下であるかどうかに少なくとも一部基づいて、前記ビットス
トリームが前記ビデオコーディング標準に適合するかどうかを決定することを備える、Ｃ
６に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　１つまたは複数のプロセッサを備えるデバイスであって、前記プロセッサが、
　仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）動作を実行するために構成され、ここにおいて、前記ＨＲ
Ｄ動作が、ビデオコーディング標準に対するビットストリームの適合を決定し、または前
記ビデオコーディング標準に対するビデオデコーダの適合を決定し、ここにおいて、前記
ＨＲＤ動作を実行することが、
　　前記ビットストリームの選択された動作点と関連付けられるビットストリームのサブ
セットの最高の一時的な識別子を決定することと、
　　前記最高の一時的な識別子に基づいて、シンタックスの複数要素のアレイの中から特
定のシンタックス要素を決定することと、および
　　前記ＨＲＤ動作において前記特定のシンタックス要素を使用することと、を備える、
上記デバイス。
　　［Ｃ１５］
　シンタックスの複数要素の前記アレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の
一時的な識別子のそれぞれの値に対して、復号されたピクチャのバッファの最大の要求さ
れるサイズを規定する、Ｃ１４に記載のデバイス。
　　［Ｃ１６］
　シンタックスの複数要素の前記アレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の
一時的な識別子のそれぞれの値に対して、復号順序においていずれかのピクチャに先行し
、出力順序においてそのピクチャに後続する複数のピクチャの最大の許容される数を規定
する、Ｃ１４に記載のデバイス。
　　［Ｃ１７］
　シンタックスの複数要素の前記アレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の
一時的な識別子のそれぞれの値に対して、前記ビットストリーム中の代替的なコーディン
グされたピクチャのバッファ（ＣＰＢ）仕様の数から１を引いたものを規定する、Ｃ１４
に記載のデバイス。
　　［Ｃ１８］
　シンタックスの複数の要素の前記アレイがシンタックスの複数要素の第１のアレイであ
り、
　ビットストリームがシンタックスの複数要素の前記第１のアレイを含み、シンタックス
の複数要素の前記第１のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の一時的な
識別子のそれぞれの値に対して、復号されたピクチャのバッファの最大の要求されるサイ
ズを規定し、
　前記ビットストリームがシンタックスの複数要素の第２のアレイを含み、シンタックス
の複数要素の前記第２のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の一時的な
識別子のそれぞれの値に対して、復号順序においていずれかのピクチャに先行し、出力順
序においてそのピクチャに後続する複数のピクチャの最大の許容される数を規定し、およ
び
　前記ビットストリームがシンタックスの複数要素の第３のアレイを含み、シンタックス
の複数要素の前記第３のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の一時的な
識別子のそれぞれの値に対して、前記ビットストリーム中の代替的なコーディングされた
ピクチャのバッファ（ＣＰＢ）仕様の数から１を引いたものを規定する、Ｃ１４に記載の
デバイス。
　　［Ｃ１９］
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記ＨＲＤ動作を実行するとき、前記１つまたは複
数のプロセッサが、
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　　前記動作点を選択し、
　　前記動作点のレイヤ識別子のターゲットセットと前記最高の一時的な識別子とを決定
し、
　　前記動作点に適用可能な仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）の複数のパラメータのセットを
選択し、
　　前記復号処理を実行するＨＲＤを構成するために、ＨＲＤの複数パラメータの前記選
択されたセットを使用する、および
　　復号処理を実行する、Ｃ１４に記載のデバイス。
　　［Ｃ２０］
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記復号処理を実行するとき、前記１つまたは複数
のプロセッサが、シンタックスの複数要素の前記アレイを、シーケンスパラメータセット
（ＳＰＳ）から、復号し、前記アレイ中のシンタックス要素の各々が、前記ＨＲＤの復号
されたピクチャのバッファ（ＤＰＢ）の最大の要求されるサイズを示し、
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記特定のシンタックス要素を使用するとき、前記
特定のシンタックス要素によって示される値が最大のＤＰＢサイズより大きいとき、前記
１つまたは複数のプロセッサが、前記ビットストリームが前記ビデオコーディング標準に
適合しないと決定する、Ｃ１９に記載のデバイス。
　　［Ｃ２１］
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記復号処理を実行するとき、前記１つまたは複数
のプロセッサが、ＳＰＳからシンタックス要素の前記アレイを復号し、前記アレイ中のシ
ンタックス要素の各々が、前記ＨＲＤのＤＰＢの最大の要求されるサイズを示し、
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記特定のシンタックス要素を使用するとき、前記
１つまたは複数のプロセッサが、現在のピクチャが瞬時復号リフレッシュ（ＩＤＲ）ピク
チャまたはブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）ピクチャではなく、出力のために要求さ
れると標識された前記ＤＰＢ中のピクチャの数が前記特定のシンタックス要素によって示
される値より大きいとき、前記ＤＰＢの１つまたは複数のピクチャ記憶バッファを空にす
るバンピング処理を実行する、Ｃ１９に記載のデバイス。
　　［Ｃ２２］
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記復号処理を実行するとき、前記１つまたは複数
のプロセッサが、ＳＰＳからシンタックス要素の前記アレイを復号し、前記アレイ中のシ
ンタックス要素の各々が、前記ＨＲＤのＤＰＢの最大の要求されるサイズを示し、
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記特定のシンタックス要素を使用するとき、前記
１つまたは複数のプロセッサが、現在のピクチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャ
ではなく、前記ＤＰＢ中のピクチャの数が前記特定のシンタックス要素によって示される
とき、前記ＤＰＢの１つまたは複数のピクチャ記憶バッファを空にするバンピング処理を
実行する、Ｃ１９に記載のデバイス。
　　［Ｃ２３］
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記復号処理を実行するとき、前記１つまたは複数
のプロセッサが、ＳＰＳからシンタックス要素の前記アレイを復号し、前記アレイ中のシ
ンタックス要素の各々が、前記ＨＲＤのＤＰＢの最大の要求されるサイズを示し、
　前記ＤＰＢ中のピクチャ記憶バッファの数が前記特定のシンタックス要素によって示さ
れる、Ｃ１９に記載のデバイス。
　　［Ｃ２４］
　前記アレイが第１のアレイであり、前記特定のシンタックス要素が第１のシンタックス
要素であり、
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記復号処理を実行するとき、前記１つまたは複数
のプロセッサが、
　　シンタックス要素の前記第１のアレイを、現在のピクチャについてアクティブである
ＳＰＳから復号し、ここにおいて、シンタックス要素の前記第１のアレイ中の各シンタッ
クス要素は、前記ＨＲＤのＤＰＢの最大の要求されるサイズを各々示す、
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　　シンタックス要素の第２のアレイを、先行するピクチャについてアクティブであるＳ
ＰＳから復号し、ここにおいて、シンタックス要素の前記第２のアレイ中の各シンタック
ス要素は、前記ＨＲＤの前記ＤＰＢの最大の要求されるサイズを各々示す、
　　前記ターゲットの最高の一時的な識別子に基づいて、前記第２のアレイ中の第２のシ
ンタックス要素を決定し、
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記第１のシンタックス要素を使用するとき、前記
１つまたは複数のプロセッサが、前記現在のピクチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピク
チャであり、前記第１のシンタックス要素によって示される値が前記第２のシンタックス
要素によって示される値と異なるとき、第３のシンタックス要素の値を、前記第３のシン
タックス要素によって示される値に関係なく推測し、前記第３のシンタックス要素が、前
記ＤＰＢ中の以前に復号されたピクチャがＩＤＲピクチャまたはＢＬＡピクチャの復号の
後、どのように扱われるかを規定する、Ｃ１９に記載のデバイス。
　　［Ｃ２５］
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記復号処理を実行するとき、前記１つまたは複数
のプロセッサが、ＨＲＤパラメータの前記選択されたセットを含むＨＲＤパラメータシン
タックス構造を復号し、ＨＲＤパラメータの前記選択されたセットがシンタックス要素の
前記アレイを含み、前記アレイ中の各シンタックス要素が前記ビットストリーム中の代替
的なコーディングされたピクチャのバッファ（ＣＰＢ）仕様の数を示し、
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記特定のシンタックス要素を使用するとき、前記
１つまたは複数のプロセッサが、前記スケジューラ選択インデックスに少なくとも一部基
づいて、前記ＨＲＤのＣＰＢの当初のＣＰＢの除去遅延を決定する、Ｃ１９に記載のデバ
イス。
　　［Ｃ２６］
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記復号処理を実行するとき、前記１つまたは複数
のプロセッサが、ＳＰＳからシンタックス要素の前記アレイを復号し、前記アレイ中の各
シンタックス要素が、前記ＨＲＤのＤＰＢの最大の要求されるサイズを示し、
　前記１つまたは複数のプロセッサが前記特定のシンタックス要素を使用するとき、前記
１つまたは複数のプロセッサが、前記ＤＰＢ中の復号されたピクチャの数が、０と前記特
定のシンタックス要素によって示される値から１を引いたものとのうちの大きい方以下で
あるかどうかに少なくとも一部基づいて、前記ビットストリームが前記ビデオコーディン
グ標準に適合するかどうかを決定する、Ｃ１９に記載のデバイス。
　　［Ｃ２７］
　仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）動作を実行するための手段を備えるデバイスであって、前
記ＨＲＤ動作が、ビデオコーディング標準に対するビットストリームの適合を決定し、ま
たは前記ビデオコーディング標準に対するビデオデコーダの適合を決定し、前記ＨＲＤ動
作を実行することが、
　　前記ビットストリームの選択された動作点と関連付けられるビットストリームのサブ
セットの最高の一時的な識別子を決定することと、
　　前記最高の一時的な識別子に基づいて、シンタックス要素のアレイの中から特定のシ
ンタックス要素を決定することと、
　　前記ＨＲＤ動作において前記特定のシンタックス要素を使用することとを備える、デ
バイス。
　　［Ｃ２８］
　シンタックス要素の前記アレイがシンタックス要素の第１のアレイであり、
　ビットストリームがシンタックス要素の前記第１のアレイを含み、シンタックス要素の
前記第１のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の一時的な識別子のそれ
ぞれの値に対して、復号されたピクチャのバッファの最大の要求されるサイズを規定し、
　前記ビットストリームがシンタックス要素の第２のアレイを含み、シンタックス要素の
前記第２のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の一時的な識別子のそれ
ぞれの値に対して、復号順序においていずれかのピクチャに先行し出力順序においてその
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ピクチャに後続するピクチャの最大の許容される数を規定し、
　前記ビットストリームがシンタックス要素の第３のアレイを含み、シンタックス要素の
前記第３のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の一時的な識別子のそれ
ぞれの値に対して、前記ビットストリーム中の代替的なコーディングされたピクチャのバ
ッファ（ＣＰＢ）仕様の数から１を引いたものを規定する、Ｃ２７に記載のデバイス。
　　［Ｃ２９］
　デバイスの１つまたは複数のプロセッサによって実行されると仮想参照デコーダ（ＨＲ
Ｄ）動作を実行するように前記デバイスを構成する命令が記憶されたコンピュータ可読記
憶媒体であって、前記ＨＲＤ動作が、ビデオコーディング標準に対するビットストリーム
の適合を決定し、または、前記ビデオコーディング標準に対するビデオデコーダの適合を
決定し、前記ＨＲＤ動作を実行することが、
　　前記ビットストリームの選択された動作点と関連付けられるビットストリームのサブ
セットの最高の一時的な識別子を決定することと、
　　前記最高の一時的な識別子に基づいて、シンタックス要素のアレイの中から特定のシ
ンタックス要素を決定することと、
　　前記ＨＲＤ動作において前記特定のシンタックス要素を使用することとを備える、コ
ンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ３０］
　シンタックス要素の前記アレイがシンタックス要素の第１のアレイであり、
　ビットストリームがシンタックス要素の前記第１のアレイを含み、シンタックス要素の
前記第１のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の一時的な識別子のそれ
ぞれの値に対して、復号されたピクチャのバッファの最大の要求されるサイズを規定し、
　前記ビットストリームがシンタックス要素の第２のアレイを含み、シンタックス要素の
前記第２のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の一時的な識別子のそれ
ぞれの値に対して、復号順序においていずれかのピクチャに先行し出力順序においてその
ピクチャに後続するピクチャの最大の許容される数を規定し、
　前記ビットストリームがシンタックス要素の第３のアレイを含み、シンタックス要素の
前記第３のアレイ中のそれぞれのシンタックス要素が、前記最高の一時的な識別子のそれ
ぞれの値に対して、前記ビットストリーム中の代替的なコーディングされたピクチャのバ
ッファ（ＣＰＢ）仕様の数から１を引いたものを規定する、Ｃ２９に記載のコンピュータ
可読記憶媒体。
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